









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。8
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　どうも、タイシです。

　神々にフルボッコにされて落ち延びた先で嫁のお母さんや嫁の幼おさな馴な染じみをたらしこんだタイシです。違うんです、駄神の陰謀なんです。

『人のせいにするのは良くないなぁ。結局のところ君の選択だよ？　断固拒否しようと思えばできるわけだしぃ？』

　知ってるよ畜生！

『まぁ据すえ膳ぜん食わぬは男の恥だし？　英雄、色を好むとも言うし？　あまり生まれ故郷の慣習をダラダラ引きずるのも良くないと思うよ？　郷に入っては郷に従えって言うじゃない』

　あー、うるさいうるさい。そして今、頭の中で俺を堕落の道に引きずり込もうと囁ささやいているのが全ての元凶、駄神ことリアルさんです。

『はいっ♪　超絶可愛かわいいリアルちゃんですっ☆』

　黙って、どうぞ。ちょっと状況を整理したいんで。

『はいはい、ボクも擬神格の処理作業で忙しいからまたね。数日かかると思うからよろしくー』

　駄神が俺の意識の底に沈み込んでいったのを確認し、溜ため息いきを吐つく。目を開いて飛び込んでくるのは質素なテントの天井だ。大きさは三人がギリギリ並んで寝られる程度のもので、今は俺一人が寝っ転がっている。

　さして厚くもないテントの布地の向こうには焚たき火の明かりが透けて見える。テントの外では俺の嫁であるメルキナの実母、つまり俺にとって義母にあたるエルミナさんとメルキナの幼馴染である褐色肌エルフのリファナが夜番をしてくれていることだろう。

　微かすかな明かりに照らされる自分の右手をじっと見つめる。

　見慣れた手の平だ。特に穴が開いているということもなく、何かがめり込んだような傷きず痕あともなく、いつもどおりの手の平である。しかし、ほんの数時間前にこの手の平から俺の身体の中へと擬神格が入り込んだのだ。

　一言で言えば『壮絶な体験』だった。

　身体の内部を硬質の結晶で切り刻まれるような苦痛が十五分ほど続いたらしい。自分で体験したことだというのに『らしい』というのも変な話だが、苦痛に喘あえいでいる間は時間の経過など意識できるような状態ではなかったのだ。経過時間は後から駄神に聞いた。

　さて、この度俺が取り込んだ『擬神格』というものなのだが、こいつは一言で言えばこの世界の神様の力を結晶化したようなものであるらしい。

　その昔、古代人は高次元生命体とも言える神という存在を神の座から引きずり下ろして『擬神格』とし、エネルギー資源や兵器として使い潰つぶして栄華を極めていたのだそうだ。

　そんなモノを俺が取り込んだ理由は単純明快で、神々に奪われた俺と駄神の力を補い、取り戻すためである。今はそのために大森林各地の禁足地を巡っているというわけだ。

　今日手に入れたものでとりあえずは一つ目。

　探索を始めて数日で一つ目の擬神格を手に入れることができた、というのは果たして順調なのかどうなのか。一体いくつ必要なのかがわからないのだが、その辺りは今回取り込んだ擬神格の処理とやらが終われば駄神が教えてくれることだろう。

　しかしまぁ、俺としては実に憂ゆう鬱うつな気分である。なんせ擬神格を取り込むのには大変な苦痛を伴う。知っていてなお挑めるのか、と言われるとちょっと怪しいところだ。流石さすがに気を失うほどに痛くて、でも痛すぎて気を失えない……なんて体験は初めてだったからな。

　ああ、実に憂鬱だ……いや、マイナス思考に陥ってはいけない。何か楽しいことを考えよう。さしあたっては明日向かう予定の蛇人族の集落について考えるとしよう。

　蛇人族というのは、上半身が人間で下半身が大蛇という異形の者達であるらしい。俺の知識で言うところの半人半蛇の亜人と言えばラミアだな。この世界での呼び名はあくまでも蛇人族というわけだけども。

　一応、そこで数日間休む予定である。蛇人族は戦闘能力が結構高いらしく、その集落内であれば魔物達に襲われることもなく安全に過ごせるだろう、とエルミナさんは言っていた。

　リファナはちょっと微妙な顔をしていたが、蛇が嫌いなんだろうか？　俺は蛇も含めて爬は虫ちゆう類るい系はそんなに嫌いじゃないので、無問題だ。

　しかしラミアといえば元の世界では人外娘カテゴリの中でも屈指の人気を誇るキャラクターだった。上半身は美女、下半身は大蛇、その美び貌ぼうで男を誑たぶらかして生き血を吸う──なんて感じの存在だったが、この世界ではどうなんだろうか？　会うのが楽しみだな。

　まだ見ぬ蛇人族との出会いに思いを馳はせながら、俺は夜番の交代時間まで身体を休めるのだった。








第一話　～蛇人族の村へと向かいました～









　チチチッ、と名も知らぬ小鳥が何ど処こかで鳴いている。朝あさ靄もやの漂う森はまだ静かで、聞こえるのは小鳥の囀さえずりと、僅わずかな葉擦れの音、そしてかまどの薪が時折爆はぜる音くらいである。

　夜半過ぎに夜番を交代した俺はあまりにも暇だったのでこうして簡易的なかまどを作って鍋なべの番をしていたわけだ。

「おはよう、タイシくん。身体の調子はどう？」

　ボーッと鍋を搔かき混ぜていると優しげな声が耳じ朶だに響いてきた。

「おはようございます、今のところは特に異変は無いですね。あ、そっちに石桶おけ作って水溜ためてありますんで」

「あら、ありがとう。気が利くわね」

　テントから抜け出してきたエルミナさんが笑顔で礼を述べながら水を溜めてある石桶の方へと歩いて行く。

　程なくリファナも起き出してきて寝ぼけ眼を擦こすりながらエルミナさんが向かった水場へと歩いていった。どうもリファナは朝が弱いようだな。いつもツンツンしてる女の子が寝起きでぽけーっとしてるのってなんであんなに可愛らしいんだろうな？　ギャップ萌もえというやつだろうか。

「んー、こんなもんか」

　出来上がったスープを味見してそう呟つぶやく。

　エルフの村から持ってきた骨付き肉から肉を取り外し、残った骨をよく洗ってからさっと下した茹ゆでする。

　すぐに冷水で冷やして肉片などを綺き麗れいに除去し、あとはバキバキと適当に砕いて綺麗な水を張った鍋に投入。沸騰したら弱火でコトコトと煮る。

　アクを丁寧に取り除き、更に香草を入れてじっくり煮る。最後に粗い清潔な布でスープを漉こせば骨ガラスープの出来上がりだ。

「あら、いい匂い」

「暇だったんで骨ガラをじっくり煮込んでスープを作ったんですよ」

「なるほどね」

　調味料代わりに塩辛い干し肉を使い、更に干し野菜と昨日摘んでおいた香草を追加で入れ、塩を追加して味を調えれば立派なスープの完成だ。これに遺跡の探索で見つけたビスケットの缶詰と果物の缶詰を添えて朝食の完成である。

「おはよ」

「おっす。メシできてるぞ」

「ん……」

　リファナも顔を洗ってきたようだが、まだ完全に起動してないなこれ。まぁ食ってる間にいつもの調子が出てくるだろう。
















「蛇人族ってどんな奴らなんです？」

「んー、普通よ？　下半身が大蛇なだけで。魔法はあまり得意じゃないみたいだけれど、力は強いみたい。実際のところ、私もそんなに深く関わったことはないのよね」

「そうなんですか？」

「ええ。物資の買い出しの時にケットシーとか鳥人族の集落で出会うことがあるのと、たまに情報をやりとりするくらいの関係だから」

「大丈夫なんですか、それ」

「大丈夫でしょ、多分」

　そりゃエルミナさんもリファナもエルフだから大丈夫だろうけども、人間の俺は大丈夫なのだろうか。大森林に住んでる人達って森の外の人間に対してひどく排他的って話を聞いた覚えがあるんですけど。

「大丈夫よ、何があっても私がタイシくんを守ってあげるわ」

「やだかっこいい。抱いて」

「朝から何言ってるのよ」

「私は良いけどね？」

　エルミナさんの男らしい発言にキュンってなった。速攻でリファナに突っ込まれたけど、何があっても守ってあげるとか言われたらキュンってしない？　俺も見習おう。

　朝食を片付けてテントを回収したら直すぐに出発することになった。

　俺は武器が壊滅したのでシェルターの遺跡で回収した長銃型の魔法銃を装備している。いざとなったら鈍器にもなるしな！

「蛇人族の集落にはどれくらいで着くんです？」

「いつものペースで移動すればさして時間はかからないわ。どうせなら何か手土産でも用意していきましょうか」

「手土産？」

「宿代替わりに何か動物でも狩っていこうって話よ」

「なるほど」

　というわけで本格的な移動前に蛇人族の村に持っていく手土産を用意することになった。二人ともこの辺りでは狩りをしたことがないらしいので、手探りの狩りになるようだが大丈夫なのかね？




「見つけた。これはブラックエルクのフンね、新しいわ」

「向かってるのはあっちか……風下から回り込むわよ、ついてきなさい。静かにね」

「アッハイ」

　三十分もしないうちに二人は目標を捕ほ捉そくしたようだった。俺にはフンも足跡も全く見つけられないんですけど。心配なんて全然いらなかったな！

　風のように森を往く二人の後についてゆくこと数分、二人が突如その足を止めた。俺も慌てて止まる。いきなりどうしたのかと戸惑っていると、エルミナさんは少し離れた茂みに身を伏せ、リファナは俺をすぐ近くの茂みへと引っ張り込んだ。

「一体どうしたんだ？」

「シッ、来るから黙ってなさい」

　リファナが片手で俺の頭を押さえつけ、背負っていた弓を素早く構えて腰の矢筒から矢を抜いてつがえた。

　森に静寂が満ちる。

　聞こえるのは僅かな葉擦れの音と、小鳥の囀り、間近にいるリファナの吐息と俺の心臓の音くらいだ。

　暫しばらく伏せていると、気配察知に何かが引っかかってきた。ゆっくりとした速度で動くそこそこ大きな気配だ。

　森の奥から姿を現したのは、見上げるような巨体の鹿である。これはあれじゃな？　ヘラジカとかそういうのじゃな？

　体高は俺よりも遥はるかに高い。恐らく三メートル弱はあるだろう。体重は一トンくらいはあるんじゃなかろうか？　これ、弓矢で仕留められるの？　対物ライフルとかいらない？　大丈夫？

　隣でリファナが音も無く弓を引き、矢じりの先をヘラジカ（仮）へと向ける。何かに警戒したのか、ヘラジカ（仮）の動きが止まった。

　次の瞬間、放たれた矢が風を纏まとって突き進み、ヘラジカ（仮）の目を射抜いた。巨体がビクリと震え、轟ごう音おんを立てて倒れる。茂みから飛び出すと既にエルミナさんがヘラジカ（仮）の太い首にナイフを打ち込んでとどめを刺していた。

「良い矢だったわね」

「たまたま良い角度で動きを止めてくれたから」

　謙けん遜そんしつつもエルミナさんに褒められて悪い気はしないのか、リファナの耳が嬉うれしげにピコピコと上下に動いている。なにこれ可愛かわいい。

「タイシくん、悪いんだけどそこの木にこれを吊つり上げてくれる？」

「合点承知」

　トレジャーボックスからロープを取り出し、後ろ足を縛って近くの大きな木に吊り上げる。何にせよ血抜きをしないと話にならないからな。血抜きをしないと肉なんて臭くて食えたものじゃない。

　まだ心臓が動いているらしく、エルミナさんが切り裂いた首から結構な勢いで血が出てくる。うーん、こういう光景も慣れてきたな。俺も順調に異世界に適応してきているらしい。

「どうします、これ。三人で解体するのキツくないですか？」

「そうねぇ、できないわけではないけど。とりあえず内臓だけ取り出しちゃいましょうか。本格的な解体は蛇人族の集落でやってもらいましょう」

「了解」

　水魔法も使って血抜きをし、腹を割いて臓物を取り出す。取り出した臓物はトレジャーボックスにシュート！　皮かわ剝はぎと解体は三人でやるのはしんどいので、水魔法で作った氷を腹に詰め込んでトレジャーボックスに収納し、蛇人族の集落に持ち込んで蛇人族に解体してもらうことにした。

「じゃあ行きましょうか」

「はい」

「うっす」

　すぐに走り始めたエルミナさんの後を追い、リファナと俺も駆け出す。この辺りの森は比較的穏やかな様相で、魔物が出るような森特有の鬱うつ屈くつとした雰囲気が感じられない。

　そんな爽さわやかな森を風のように走ること一時間ほど。何かを察知したのかエルミナさんが足を止めた。俺の気配察知にはまだ何もかかっていないが、一体エルミナさんは何を察知したんだろうか？

「蛇人族の縄張りに入ったみたい。ここからはゆっくり行きましょ」

「なんでわかったんです？」

「あそこの木を見て。表皮が削れてるでしょ？」

　確かに、エルミナさんが指差す木を見てみると、巨大なヤスリか何かで削ったような螺ら旋せん状の痕あとがついている。

　え？　蛇人族が巻きついたらこんな太い木があんなになんの？　ロールミーとかそういう次元じゃなく巻きつかれたら全身複雑骨折になるんじゃないか、あれ。いや、複雑骨折になる前に肉が削げて摩すり下ろしになるかもしれんけど。

「巻きつかれたらヤバそうですね」

「忍び寄って絞め殺すのが得意みたいよ」

　蛇人族さんは思ったよりパワフルであった。

　まぁ、こんな森の中ではパワフルでないと生きていけないんだろうなぁ。チラリとリファナの様子を窺うかがってみるが、特に顔色を悪くしているということはないようだ。別に蛇が嫌いってわけじゃないのかな。

　俺は無手になってエルミナさんとリファナに挟まれて歩くことになった。人間の俺が武器のようなものを持っていたら蛇人族に警戒されてしまうかもしれないからだ。

「初接触の相手は緊張するなぁ」

「そんなに心配はいらないわよ。私とリファナちゃんがいるのにいきなり襲い掛かってくるようなことはないだろうから」

「だいいち、あんた襲われても大丈夫じゃない」

「大丈夫だからといって襲われたり嫌われたりしても平気ってわけじゃないんだ」

　誰かに敵意を向けられて気持ち良いとか爽そう快かいだとかそういった思いを抱けるような人間じゃないんですよ、俺は。敵意や悪意より善意を向けられたいと思うのは人として当たり前のことじゃなかろうか。

　そうして歩くこと更に三十分、気配察知に複数の反応があった。

「近くに何かいますね。このまま歩くと囲まれますが」

「よくわかるわね？　ま、気にすることはないわよ。進みましょう」

　余裕のある笑みを浮かべてエルミナさんが歩を進める。この度胸はどこからくるんだろうか。やはり経験か。大人の余裕というやつか。そうして進むこと数分、行く手に三人の蛇人族らしき影が佇たたずんでいた。周りに身を隠している蛇人族らしき反応は六つのままで、今や完全に俺達は包囲されている形だ。

「止まれ」

　行く手を塞ふさぐ蛇人族達は全員槍やりで武装していた。上半身が美女で、下半身が大蛇。想像通りの『ラミア』的なビジュアルに感動を覚える。上半身の美しさももちろんだが、蛇身の艶なまめかしさにも目を奪われる。木漏れ日を反射した鱗うろこがキラキラと光ってこれがまた綺麗なんだ。

「エルフの……見たことがある顔だな。人間なんぞを連れて我々の集落に何の用だ？」

　全く感情の感じられない無表情のまま、真ん中の蛇人族が問いかけてくる。これもまたびっくりするほど美人だ。両脇に控えているのは部下なのか、一歩引いた位置で静かにこちらに視線を向けてきている。

「私達三人を数日あなた達の集落に泊めてもらえないかと思って来たのよ。別にあなた達に何か害を為なそうと思っているわけじゃないわ」

「宿を……？　お前たちの集落は確かにここからは遠いが……そもそも何な故ぜこんな場所にいる？」

「ちょっと事情があってね、禁足地を回ってるのよ。手土産も持ってきたから、あまり深く事情は聞かずに泊めてはくれないかしら？」

「禁足地を……？　まぁ、深くは聞くまい。しかし、その人間の男についてはしっかりと説明してもらおう」

　蛇人族達とエルミナさん達の視線が俺に集まる。やだ、こんな美女達に注目されるとちょっと緊張しちゃうんですけど。

「タイシです、得意なことは戦闘全般と鍛か冶じ、魔法もそこそこ使えるぞ！　お姉さん綺き麗れいですね。鱗がキラキラしてて超クール」

　ビシッ、と親指を立ててバチコーンとウインクをキメてやる。これで蛇人族のお姉さんも俺にキュンッとなってこの場が和やかに収まることだろう。間違いない。

「……なんだ、これは？」

「うーん、何かしら？　節操無しの男の子？」

「ちょっとあんたねぇ……」

「痛い！　脇腹痛い！　抓つねるのはやめろ！　ふざけたのは悪かった！」

　リファナが割と本気で脇腹の柔らかいとこを抓ってきやがった。どんなにレベル上がって高ステータスになってもそういうのは痛いんでほんとやめてください。

「いてて……とは言ってもね、何を話せば良いものやら。何が聞きたいんだ？」

「二人との関係は？」

「こちら義母、こちら嫁の幼おさな馴な染じみ、そして二人ともパートナーです」

「？？？」

　俺の説明に蛇人族の女性は困惑の表情を浮かべ、首を傾かしげる。無表情な美人が急に困惑の表情を浮かべるとなんか可愛らしいな。

「よくわからないが、親しい関係だということは理解した。ではお前は我らの集落、そしてこの大いなる森に住まう人々に対する害意を持っていないと誓えるか？」

「少なくとも現時点でそういったものは持ち合わせていないな。未み来らい永えい劫ごう、生きている限りそうかと言われるとそれは保証できない。だがまぁ、少なくとも嫁の故郷をどうこうしようなんて気はこの先も起こらないとは思う」

「正直なことだな」

　蛇人族の女性は頷うなずき、今度はエルミナさんとリファナに視線を向けた。

「ではエルフの二人よ。この男が我々に悪意を持って災いを齎もたらした時にその心臓を差し出す覚悟はあるか？」

「勿もち論ろん」

「そうなったら私がこいつを殺して私も死ぬわ」

　重い！　重いよ！　でもそれだけの覚悟を俺のためにしてくれるってのはなんというか、こう、胸にズンとくるな。この信頼を裏切るような真ま似ねは絶対にしちゃいけない。

「ならば我らの集落に逗とう留りゆうすることを許可しよう。ついてくるが良い」

　女性が蛇身をくねらせ、振り返って進み始める。脇についていた二人も同様にこちらに背を向けて進み始めた。上半身が一切ブレず、スーッと進んでいく蛇人族の歩きかたはなんとも奇妙だな。

　後ろについて歩きながら、目の前で艶めかしくくねる蛇身を見つめる。うむ、木漏れ日をキラキラと反射して綺麗だな。先程俺達と言葉を交わしていた蛇人族の女性の鱗は美しい翠みどり色で、陽を受けて時折虹にじ色にも輝くのだ。実に美しい。

　その両脇を進む蛇人族は真ん中の女性よりも年若いようだ。二人とも赤っぽい鱗をしている。こちらも時折ルビーか何かのようにキラキラと鱗が輝いて美しい。見ながら歩いていると、いつの間にかこちらを振り返っていた三人と目が合ってしまった。なんとなく気恥ずかしい気分になる。

「人間、お前は私達が怖くないのか？」

「え？　いや、全然。君ら美人じゃん。鱗も綺麗だし」

「ふむ……？」

　何か得心がいかない、というような表情で蛇人族の女性は進み続ける。

「お前は変な人間なのだな」

「なんでやねん」

　急にディスられた。なんでや。

　それから先は何故か前を進む蛇人族の娘さん達の蛇身のうねりが三割増しくらいになった。動きがダイナミックで見応えがあるな。そしてまたなんかこちらをチラチラ振り返っている。なんなんだい君達は。

　ふと横を見るとエルミナさんがニヤニヤしており、リファナはなにやら膨れっ面だ。

「なんでしょう？」

「んーん？　なんでもないのよ？」

「ふん」

　知ってるよ、ぼくこういうの知ってる。

　流石さすがにこれだけこっちの世界で過ごせばそろそろ察しもつくようになってきますよ。俺だってそんなにニブチンじゃないからね。つまり、そういうことじゃな？　蛇人族を美しい、綺麗と言うような人間の男が珍しくて前の三人が俺にちょっと興味を持ったと、そういうことじゃろ？

　仮にそうだとして、どうしたものかな。まぁ流れに身を任せるのが良いだろうな。
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　蛇人族の集落は山を背にした平地にあった。獣人族の村と同じように集落を囲うように丸太の塀が拵こしらえられており、門を潜くぐると幾つかの掘っ立て小屋や作業場が目に入る。奥の方、山側には何かの窯か炉のようなものが設置されているらしく、空高く煙が上がっていた。

「ここが集落か？　なんか思ったより建物が少ないな」

「そうね、人数に対して建物が随分少なく感じられるわね」

　俺の言葉にリファナも同意する。エルミナさんの視線は村の奥にある山に向いているようだ。

「あの山、なんだかしぇるたー？　のあった山に雰囲気が似てない？」

「そう、ですかね？　だとしたら蛇人族の居住区は遺跡を利用してるのかな」

　そんなことを話しているうちに広場のような場所に辿たどり着いた。どうやらここは集落内の各所に繫つながる中央広場であるらしく、そこそこ人の通りがあるようだ。何故だか広場を通っていく蛇人族の皆さんが俺をガン見していくんだが。

「少々落ち着かないかもしれないが、この広場を好きに使ってくれ。こちらとしても急な話なのでな、まともな寝床を準備するのに時間を貰もらいたい」

「あら、寝床を準備してくれるの？　それは嬉うれしいわね。そうだ、タイシくん、あれ出してもらえるかしら？」

「はい」

　エルミナさんに言われてトレジャーボックスからヘラジカ（仮）を取り出す。推定体重一トン弱の巨体が突如として広場に現れ、どう、と音を立てた。臓物を取り出すために開いた腹からがしゃがしゃと氷が飛び出してくる。

「手土産に狩ってきたの。流石に皮剝ぎと解体を三人でやるのは難しかったから、ちょっと中途半端な状態だけどね」

「これは……随分な大物だな。こんな大物は我々でも年に数回仕留めるかどうかだが……たった三人で仕留めたのか？」

「ええ、そうよ。もっとも、ここまで持ってこられたのはタイシくん──彼のおかげだけどね」

　エルミナさんがチラリとこちらに視線を送り、笑みを浮かべる。うん、なんというかそういう持ち上げ方はちょっとこそばゆいな。

「そうか……うむ、後は我々で処理しよう」

「土産物で面倒掛けてすまないわね」

　エルミナさんが蛇人族とやり取りをしている間に俺は地魔法で石桶おけを幾つか作り、浄化してから臓物を種類ごとに桶に入れていく。食うのに適さない臓物はその場に埋めてきたので、ここにあるのは処理すれば食えるものだけだ。

　蛇人族の皆さんが大人数で巨大なヘラジカ（仮）の死体をズルズルと引っ張っていこうとしていたので、良かったら運ぶのを手伝おうと思ったのだが、客人はゆっくりとしていろと言われて断られてしまった。

　そう言われては従う他ないので、ヘラジカ（仮）のことは蛇人族の皆さんに任せて野営の準備をする。明日には寝床を用意してくれるらしいが、どんな寝床なんだろうか？　蛇は木の洞うろとか斜面に掘った穴とかを寝床にするって本か何かで見た覚えがあるが。

「ねぇ、身体は大丈夫なの？」

　テントの設営をしていると、一緒に作業をしていたリファナが心配そうにそう聞いてきた。そう言われて何度か手を開いたり閉じたり、肩を回したりしてみる。

「うーん、特に身体に不調はないんだよなぁ。別に良くもなってないんだけど」

「その、頭の中の神様に聞いたりできないわけ？」

「それが取り込んだ力の処理にかかりっきりで反応ないんだよな。まぁ数日で処理は終わるって言ってたし、のんびり待つしかないだろうなぁ」

「なんとも頼りない話ねぇ……でも無理するんじゃないわよ。あんたは少し目を離すと変なことするし」

「変なことって何だよ……」

　ジト目で見てくるリファナに対して思わず苦い笑みが溢こぼれる。一体俺が何をしたというのか。心当たりは別にないんだが……敢あえて言うならベヘモスの火炎放射に突っ込んだのと、鉄を拾いに行ったらエルミナさんの裸を目撃してしまったのと、古代の機械兵士に殴りかかったのくらいだろうか。うん、こうして考えると結構やらかしてるな。

「心当たりがないとは言わせないわよ……まぁ良いわ、これからどうしようか？」

「どうするとは？」

「身体を休めるって言ってもただ寝て過ごすわけじゃないでしょ？」

「ああ、そうだなぁ……俺は奥の方に何か窯か炉みたいな物があったから見物に行こうかな」

「ふーん……」

　何か不満そうだな。

「おやおやぁ？　リファナさんは真っ昼間からイチャつくのがお望みでござるかぁ？」

「ばっ……!?　そんなこと言ってないでしょ!?」

「はっはっは、すまんすまん。俺はひねくれ者だから可愛かわいいとついからかってしまうのだ」

　フシャー！　と怒ってリファナがペシペシと叩たたいてくるが、されるがままに叩かれておく。お顔が真っ赤で実に可愛らしい。

「二人とも、もう設営は終わったの？」

　じゃれあっているとエルミナさんが戻ってきた。代表として蛇人族の長おさに挨あい拶さつをしてくると言っていたんだが、もう戻ってきたらしい。

「テントの設置は終わりましたよ。簡易かまどと水を溜ためる石桶も作っちゃいますか」

「そうね、そうしてくれる？」

「うぇーい」

　地魔法を使って簡易的なかまどと水を溜める石桶をサクサクと作り、石桶には水を溜めておく。いやぁ、地魔法は便利だなぁ。土や石の成形が簡単にできるから、野営の際には非常に役立つ。

「リファナちゃんは私と一緒に薪拾いに行きましょ。タイシくんは集落の中でゆっくりしてて頂ちよう戴だい」

「薪拾いなら俺も手伝いますよ？」

「タイシくんの身体を休める目的で来てるんだし、大人しくしてなさい。一応集落の中は自由に歩いて良いってことになってるけど、迷惑かけちゃだめよ？」

　そう言ってエルミナさんはリファナを引っ張って行ってしまった。取り残されてしまった俺はどうしたものかと頭を搔かく。

「まぁ、良いか」

　エルミナさんの行動が少々あからさまな感じがしたが、そう悪いことにはなるまい。ここでぼうっとしていても仕方ないので山側で上がっている煙を目指して歩き始める。

　歩くこと数分で気づいたことがある。

「めっっっっっっっっっちゃ見られてる」

　あちこちから視線が突き刺さる。蛇人族の皆さん、眼力強いっす。井戸端会議をしていたと思おぼしきレディ達も何か荷運びをしていたレディ達もヘラジカ（仮）を解体していたレディ達もめっちゃこっち見てる。まだちっちゃい子とかも物陰からこちらを覗のぞいてきている。流石にこんなに見られると怖いぞ！

　ん？　ちっちゃい子？　そういや男を全然見かけないんだけど、蛇人族もハーピィと同じく女性しか存在しない種族なのかな？　だとしたら、彼女達の父親はどこに居るんだ？

　立ち止まって見回してみるが、やはり女性しか見当たらない。物陰からこちらを見ている小さい子に笑顔で手を振るとヒュッと隠れてしまった。

　ううむ、どうも彼女達は人間に対してかなり排他的な感じというか、強い警戒感を抱いていたしなぁ……アルケニアの里みたいに迷い込んだ人間と夫婦になってるとかそういう感じには見えないし、どうしてるんだろうか？

　ハーピィさん達は発情期のエルフや獣人の男性を捕まえてアッーみたいな感じらしいけど。同行していたエルフの男性曰いわく、やられた方は野良犬に嚙かまれたとでも思って諦あきらめるらしい。結果的に美お味いしい思いもするし、彼女達は後腐れがないからな。

　ほんとすげぇ文化だよな、ハーピィさん達。うん、ハーピィさんはいいぞ。

　そんなことを考えながら歩いていると、目星をつけていた場所に辿り着いた。やはり煙の元は鉄を作る炉だったようだ。作業場で数人の蛇人族の娘さん達が汗だくになりながらふいごを動かし、燃料と鉄鉱石らしきものを炉に投入している。

　汗だくになって働く蛇人族の娘さん達を観察していると、先程この集落まで案内してくれた翠みどり鱗うろこの蛇人族がいつのまにか傍そばに立っていた。音も無く移動してくるのは心臓に悪いな。

「何をしている、人間」

「見学」

「見学？」

「さっき言っただろ？　鍛か冶じもやるんだよ。設備を貸してもらえると嬉しいんだがな。あと鉄も分けて欲しい」

「ふむ」

　翠鱗の蛇人族がスススッと移動し、鍛冶場の親方らしき蛇人族のお姉様に何事か話す。鍛冶場の騒音で何を話しているのかは聞こえないな。

　何度か俺に視線を向けた二人は揃そろってこちらへと移動してきた。うん、蛇人族のそのスーッて感じの移動は慣れないとちょっと違和感あるな。

「鉄を分けろというなら対価が要るそうだ」

　翠鱗の蛇人族の言葉に一緒についてきた親方お姉様がコクコクと頷うなずく。うん、それはわかったけどなんで通訳みたいになってるんだ？

「コホン。こいつはちょっと寡黙というか……変わったやつでな」

　考えが表情に出ていたのか、翠鱗の蛇人族が咳せき払ばらいをしてそう説明する。変わったやつと紹介された親方お姉様は俺の顔をなんかジーッと見てくる。うん、変わった人だってのはなんとなくわかったよ。

「対価なぁ……うーん、砥と石いしとかどうだ？」

　ケットシーの集落の近くで川の石から切り出して成形した砥石をいくつか出して見せる。いくつもゴロゴロと転がっていた砂岩や粘板岩の中から俺の鍛冶スキルを元に選より抜いた品だ。

　親方お姉様は俺が出した砥石を品定めし、品質の良い数個を指差した。ううむ、流石に目利きだな。

「わかった、全部譲るよ」

　コクリ、と親方お姉様が頷き、火事場から不揃いの鉄塊を幾つか持ってくる。トレジャーボックスから取り出したハンマーで鉄塊を叩いてみると、どれも品質はなかなか良いようだ。

「それで、どれだけの鉄を分けてもらえるんだ？」

　親方お姉様は首を傾げて少し考えた後、鉄塊のうち数個をこちらに寄越し、先程彼女が指定した砥石を自分の方に置いた。ふむ、もう一声欲しいところだな。剣だけでなく砕け散ったブッシュナイフも作り直すならもう少し鉄塊が欲しい。

「もう少し分けてもらえないか？　もし良かったら砥石を指定した形状にカットするのもサービスするよ。これなんか品質は良いがちょっとでかいだろ？　切り売りしても良いぞ」

　俺の提案に親方お姉様は少し考えた後、ろう石で砥石に線を引き始めた。地魔法でその通りに砥石を成形していく。結構微妙な曲線とか引いてくるので割と気が抜けない。

　加工の終わった砥石を手で撫なで、確認を終えた親方お姉様がビシッと親指を立てた。そして鉄塊を更にサービスしてくれる。こちらも親指を立てて取引成立となった。

「お前は本当に我らを恐れないのだな」

「うん？　うん、怖くないぞ。恐れる理由がないからな」

「恐れる理由がない？」

「まず俺は強い。多分あんた達が束になってかかってきても逃げるだけならいくらでも逃げられる」

　そう言って俺は足元に落ちていた石を拾い上げ、握にぎり潰つぶして見せた。粉々に砕けた石が指の間からパラパラと溢こぼれる。

「そして今は離れ離れだが、俺の嫁の中にはアルケニアがいる。アルケニアって知ってるか？　上半身が人間と同じで、下半身が大蜘ぐ蛛もなんだ。そういう女を嫁にしている俺が下半身が蛇ってだけであんた達を恐れる理由はないね。それに皆すこぶる美人だし、鱗うろこもキラキラして綺き麗れいじゃないか。実の所どんな手触りなのか興味があるくらいだ」

　そう言ってじっと翠みどり色の鱗の蛇身に目を向ける。ううむ、この人の鱗が一番綺麗に見えるんだよな。たまに虹にじ色に光るし。

「……触ってみるか？」

「いいのか？」

　彼女は無言でコクリと頷き、尻しつ尾ぽの先をこちらに差し出してきた。おお、硬くてザラザラしているのかと思ったら思ったよりしっとりサラサラしてるな。ムニムニと揉もんでみると適度な弾力があり、ひんやりとしていて気持ち良い。

「ッ……！　ふっ……も、もう良いか？」

　暫しばらくなでなでむにむにとしていると、翠鱗の蛇人族がそう声を発した。何か我慢しているかのようにそわそわとした様子だが、尻尾を触ってる間に何か粗相でもしてしまったのだろうか？

「ありがとう。なんだかいつまでも触っていたいような触り心地だな。あんたの鱗は綺麗だなぁと思って見てたんだよ。たまに虹色に輝いてさ」

「む、むふっ!?　そ、そうか」

　なんか尻尾の動きが挙動不審だが、大丈夫か。もしかして意図せず恥ずかしい触り方でもしてしまっていたのだろうか。なんかすまん。

「しょ、所用があるのでこれで失礼する」

「あ、はい」

　物もの凄すごいスピードで翠鱗の蛇人族が去ってゆく。すげぇな、あの蛇ボディあんなに速度出るのかよ。ふと視線をずらすと親方お姉様が首を傾げてこっちに尻尾を差し出してきていた。堪能させてもらったが、一人一人で結構触り心地が違うということがわかった。

　なお、何故か火事場に居た蛇人族の皆さんが順繰りに尻尾を差し出してきた。もれなく堪能させていただいたが、一体何だったんだろうか？　マッサージ師にでもなった気分である。
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「どういうことなの？」

　リファナが笑顔で俺を見下ろしながら額に青筋を浮かべる。

「いや、俺にもさっぱり」

　尻尾マッサージ終了後、鍛冶場のお姉様達は仕事を切り上げて俺を歓待してくれた。どこからか果実酒や果物、干し肉などを用意してきて俺を中心に甲か斐い甲が斐いしくお世話し始めたのだ。

　今の俺は足やら腰やらにお姉様達の蛇身が絡みつき、両腕と後頭部を柔らかいおっぱいに包まれ、口に運ばれてくる果物や果実酒に舌鼓を打つという素晴らしい状態である。まさに酒池肉林。

　何度か事情を問いかけたのだが、お姉様達は微笑ほほえむだけで何も答えてくれないのだ。無口にも程があるが、別に酷ひどい扱いをされているわけでもないというか、普通に歓待されているようなので身を任せていた次第である。

　ごめん、噓うそ吐ついた。正直状況が素晴らしすぎて脳みそが考えることを拒否していただけである。だってお前、すっごい美人さん達に囲まれて酒池肉林やぞ。男の夢やぞ。

「で　て　き　な　さ　い　！」

「痛い痛い痛い！　色々引っこ抜ける！」

　目を三角にしたリファナが俺の胸ぐらを両手で摑つかんでぐいぐいと引っ張ってくる。やめてください！　泣いてる子だっているんですよ！

「あんた達も離しなさい！　これは私のよ！」

　フシャー！　とリファナが蛇人族のお姉様達を威嚇した。そうまでされては仕方ないといった表情でお姉様達が俺に巻きつけていた蛇身を解いてゆく。解ける瞬間に逆だった鱗が名残惜しそうに俺の手足や腰をザリザリしてゆく。ちょっと痛い。

　最後に俺を後ろから抱きしめていた親方お姉様が俺を解放し、俺の身体はリファナに抱えられた。そんな俺達の様子を見てお姉様達は『やれやれ、仕方ないなぁ』とでも言いたげな表情で肩を竦すくめると持ち込んだ食べ物や飲み物を回収してから俺に投げキッスをして撤収していった。必死に見えない投げキッスを手で振り払うリファナがなんか可愛い。

「やっぱちょっと目を離した隙に変なことになってたじゃないの!?」

「いやぁ、びっくりでござるなぁ……すみませんゆるしてくださいぐえぇ！」

　惚とぼけようとしたら割と本気で首を絞めてきたのでリファナの腕をタップして降参する。笑顔で首絞めるのはやめよう、怖いから。

「だめよ、リファナちゃん。こういう時は広い心を持って受け容れてあげないと。ほどほどにしないと逃げられちゃうわよ？」

「うぅ～……っ！」

　エルミナさんに注意されたリファナが俺の首を絞めるのをやめて抱きついてくる。エルミナさんも俺にそっと寄り添ってきた。

「でも、私達にもちゃんと構ってくれなきゃだめよ？　ね？」

　耳元でそっと囁ささやかれて背筋がゾクゾクする。なんだ今日は、女難の相でも出ているのか？　いや、これは女難ではなく幸運に違いない。ありがたやありがたや……いや、これ駄神の思惑通りだな？　ありがたくねぇな？　やっぱこれ女難だな？

　でも美人にチヤホヤされて嬉うれしくない筈はずもないんだよなぁ！　どうせ数日動けないんだから、ここは激流に身を任せるべきか!?　考えろ、考えるんだ俺。思い出せ、帰るべき場所で俺を待っている嫁達のことを。クールになるんだ。鋼の意志を持て。

「わたしのこともかまってくれなきゃやだ」

　リファナが涙目で俺を見上げてきた。鋼の意志は容易に砕け散った。








第二話　～ついにやつが現れました～









「ううん……」

　目を覚ます。両脇の温もりはエルミナさんとリファナだろう。俺も含めて全員一糸纏まとわぬ姿である。いや、寝具代わりの木綿のシーツだけは被かぶってるけど。

　なんというか、自己嫌悪の気持ちがじわりと湧き上がってくる。帰るべき場所にいる嫁達は俺のことを心配しているだろうというのに、当の本人がこんなことで良いんだろうか？　良くないよなぁ。でも、だからといって今目の前で俺のことを好いてくれている女を蔑ないがしろにして良いのかというと、それも違うように思う。

「難しい顔してるわね」

　いつの間に起きたのか、エルミナさんが俺の顔を覗のぞき込んできた。目を合わせると微笑ほほえんで頰ほほに啄ついばむようなキスをしてくる。

「どんな人にも休息は必要よ？　いつも張り詰めていたらそのうち壊れちゃうわ。弓だって使わない時は弦を外しておかなきゃだめになっちゃうんだから」

　エルミナさんが耳元で囁き、俺の胸板をそっと撫でてくる。

「もちろん貴方あなたの大事な人達のことを忘れろってことじゃないわ。思いを馳はせるのは大切なことだと思う。でもそれで自分を追い詰めちゃだめよ。彼女達だってそんなことは望まないと思うわ」

　そうだろうか。

「そういうことにしておきなさい。帰ったらちゃんと埋め合わせしてあげればいいのよ」

「……わかった」

　なんだかエルミナさんに上う手まく丸め込まれた気がするが、少し胸の内が軽くなったのも事実だ。うん、帰ったら嫁達に精一杯サービスしよう。そのためにも今はしっかりと身体と心を休めておかないとな。




　赤熱した鉄を叩たたく。

　ただ無心に、ただ目の前の鉄をより強い鋼へと変えることだけを考えて叩き続ける。何度も何度も折り返し、ひたすら叩く。こうして鉄を叩いている間は色々なことを忘れられる。そう、色々なことを。

　周りでめっちゃ俺を見てる蛇人族のお姉様達のこととかな！　いや、甲斐甲斐しく垂れた汗を拭ぬぐってくれたり、飲み物を持ってきてくれたりするのは助かるんだけどね。

　今、俺が作っているのは鋼の剣だ。もちろん鍛えているのは普通の鋼ではなく、ハンマーを通して俺の魔力を浸透させ、性質を元の鉄より大きく変質させた魔鉄、というか魔鋼の剣である。

　鍛造の時点で多量の魔力を練り込まれた鉄や鋼はその性質が変化して魔鉄や魔鋼と呼ばれる素材へと変化するのだ。

　魔鉄や魔鋼は通常の鉄や鋼に比べると魔力の通りが良くなり、魔力を保持する能力も大きく上がる。付与する魔力に属性が宿っていれば製品そのものに属性魔力が宿り、特殊な効果を発揮することもある。

　と、こういうといいことだらけのように聞こえるが、実際にはこの魔鋼という素材はあまり流は行やっていない。何な故ぜかといえば鍛造するのに非常に手間がかかり、その割には性能がミスリル製の武器とそう変わらない。しかもミスリルやオリハルコンといった生粋の魔法金属と違って手入れを怠ると普通に錆さびるのだ。

　しかし、逆に言えば手間さえかければ最低限の施設でもミスリル剣相当の品を作り出せるということでもある。今の俺にとってはうってつけの素材と言えるだろう。

　地魔法で作った簡易炉に鍛えていた鋼を入れて火魔法で加熱する。赤熱したらまた叩いて折り返して鍛える。それを繰り返して棒状にし、更に叩いて剣に成形する。刀身の歪ゆがみやバランスなどをチェックしてから焼入れ、焼戻しを水魔法と火魔法で行い、砥と石いしで研げば刀身の完成だ。

　あとは神木で柄を作り、蛇人族に分けてもらった革や金具で鞘さややベルトを作れば魔鋼製の長剣の完成である。長さは柄を入れて俺の腕の一・五倍ほど。神々に砕かれた晶芯しん刃銀剣とほぼ同じ長さだ。剣のバランスもほぼ同じように調整したので、久々に手にしっくりとくる武器を手にできた。

　試しに何度か素振りしてみても違和感は無い。妙だな？　スキルポイントシステムが失われて剣の腕が落ちていると思ったんだが。思ったよりもしっくりくる。まぁ、自分では感じないだけで実際には腕が落ちているのかもしれないけど。

「ん？」

　剣を振っていると鍛か冶じ場のお姉様達がボロボロの革鎧よろいや金属鎧を着せたカカシのようなものを持ってきた。鉄塊を重石にしてカカシを固定し、俺に向かって笑みを浮かべる。

「試し切りして良いのか？　間違いなく真っ二つになるぞ？」

　コクコクと頷うなずく親方お姉様が身振り手振りで伝えてきたところによると、壊した鎧は見習い鍛冶師が練習として修理するから思う存分やって良いということだ。

「なら遠慮なく」

　鍛冶場のお姉様達が見守る中、魔鋼剣を振るう。

　まずは魔力を通さずに剣の重さと鋭さ、そして俺の技術だけで斬る。ガシュッ、という鈍い音を立てて丸太ごと金属鎧が袈け裟さ懸けに真っ二つになった。

　刀身を確認してみるが、特に刃は毀こぼれや刃の鈍りなどは見当たらない。刀身に彫った耐久力増加の魔法文字もちゃんと働いているようだ。

　鍛冶場のお姉様達は一撃で丸太ごと甲かつ冑ちゆうを両断した俺にパチパチと拍手を送ってきた。その拍手の音に釣られてか、他の蛇人族達も集まってくる。なんだか大道芸でもしている気分になってきたが、拍手で賞賛されて悪い気分はしないな。うん。

「次はちょっと派手だぞ」

　今度は刀身に魔力を通して魔力撃も試すことにするか。

「ハァッ！」

　俺の膨大な魔力を流し込まれたカカシは鎧ごと爆散して粉々になった。その様子を見た蛇人族達が感心したようにどよめく。鍛冶場のお姉様達──というか下っ端らしき娘さん達は笑顔のまま凍りついていた。うん、正直すまんかった。粉々にするのはやりすぎだよな。親方お姉様は頰を紅潮させてパチパチと拍手してるけど。

「せいっ！」

　気を取り直して最後に残ったカカシに斬りかかる。

　今度は爆散させないように武器に魔力を篭こめて表面を覆うだけにする。それだけでも金属製の鎧を着たカカシは紙かみ屑くずのようにバラバラに切り裂けた。うん、魔力の通りも問題無いな。

　ふと気がつくと集まった蛇人族達に注目されていたので、大道芸人のように大げさに一礼して見せた。そうするとどうやら満足してくれたのか、賞賛の拍手が辺りに鳴り響く。はっはっは、なんだか気分が良いな。

　鍛冶場のお姉様達がカカシを斬り終えた魔鋼剣に興味を持っているような素振りを見せたので、彼女達に渡してみた。すると彼女達は魔鋼剣を仔し細さいに眺め、小さなハンマーで軽く叩いてその音色に耳を傾けたりバランスを測るかのように軽く素振りをしたりする。

　ある程度見て満足したのか、鞘に収められた魔鋼剣が返ってきた──のはいいけど親方お姉様の蛇身が絡みついてきた、他のお姉様達も次々と身を寄せてきてその蛇身を絡めてくる。誰も彼も頰が上気して目がヤバい。助けを求めようとしたが、観客達は大道芸が終わったのでさっさとどこかへ行ってしまったようである。これはアカン。そう思った時だ。




　ダァン！　と大きな音が鳴り、俺に絡みついていた蛇身がキュッと締まった。痛いよ!?

「貴様ら、昨日もそうやってお役目を途中で投げ出しただろうが。二日連続では許されんぞ」

　音のした方を見ると、無表情で青筋を浮かべた翠みどり鱗うろこの蛇人族がいた。顔の下の足元の地面がベッコリとへこんでいる所を見ると、どうやら先程の音は彼女がその蛇身で思い切り地面を叩いた音であったらしい。

　うん、あの蛇身で叩かれたら骨の一本や二本じゃ済みそうにないな。実際コワイ。

　翠鱗の蛇人族に怒られた鍛冶場のお姉様達は見るからに不満です、という表情を見せ、なにかシュルシュルと蛇っぽい声を上げる。

「違う、昨日は別に逃げたわけではない！　客人達の寝床を用意するためにこの場から去ったのだ。お役目を放棄したお前達と一緒にするな」

　その声を聞いた翠鱗の蛇人族が反論する。あ、今の言葉なのね？　蛇人族語なのかな？

　その後も押し問答が続いたようだ（途中で蛇人族語での応酬になったので俺には理解できなかった）が、結局渋々といった様子で鍛冶場のお姉様達は俺を解放してくれた。良かった、助かったよ。あのままじゃ俺の貞操がマッハだった。

「明日はもうちょっと短い刃物を作りに来るから、またよろしくな」

　そう言って手を振ると鍛冶場のお姉様達はニッコリと笑ってくれた。翠鱗のお姉様が睨にらむとあかんべーをしていたけど。てか舌長いのね。

　少し歩いたところで前を歩いて（這はって？）いた翠鱗の蛇人族が呆あきれたような溜ため息いきを吐ついて振り返ってきた。

「人間、お前は少々迂う闊かつすぎる。私がたまたま通りかかったから良いものの、そうでなければあの場でとんでもないことになっていたぞ」

「うーん、まぁそれならそれで。本当に嫌なら抵抗するさ」

「それならそれで、だと？」

「それほどまでに求めてくれるなんて男冥みよう利りに尽きるじゃないか。皆美人さんだしな」

　俺の言葉を聞いて翠鱗の蛇人族が無表情のまま首を傾かしげた。

「お前達人間にとって我々のような醜い化物と交わるのは耐え難い苦痛だろうが？」

「え？　いや、全然」

　一体こいつは何を言っているんだ？　という顔でお互いに見つめ合う。いや、向こうは無表情だけど。目がそう言ってるんだよな。ふむ、この集落に男の姿が見当たらないことと何か関係があるんだろうか？

　俺としては嫌がる理由がよくわからない。どうしても蛇がダメな人でもなければ普通ウェルカムじゃないのか？　俺が普通じゃないのか？　いや、だってこんな美人だぞ？　ウェルカムだろう常識的に考えて。

「やはりお前は変なやつだ」

「ひでぇ……そういえば、どこに向かってるんだ、これは」

　溜息を吐いて移動を再開する翠鱗の蛇人族の後を追いながら問いかける。どうも集落の奥にある岩山の方へと向かっているようだが。

「お前達の寝床を用意すると言っただろう。用意ができたので案内に来たのだ」

「おお、寝床。どんなのか興味あるな」

　テントよりも悪いということはないだろう。蛇人族が用意する寝床というものがどういうものなのか俄が然ぜん興味が湧いてきた。

　くねくねと艶なまめかしく動く翠鱗の蛇人族の蛇身を眺めながら歩くこと数分、岩山の岸壁にぽっかりと穴が開いているのが見えてきた。どう見ても自然の洞どう窟くつではない、大きな四角形の穴だ。大型の車両でも楽々出入りできそうなその穴は、俺から見れば巨大な搬入口かなにかのように見える。

「やっぱり遺跡を利用した住居なんだな。この出入り口は生きてるのか？」

「開け閉めはできるようになっている。詳細な方法は教えられんが」

「そりゃそうだよな」

　住居を守るための要のようなものだろうしな。でも、そうなるとここの動力は生きてるってことになるよな。案外ここにも擬神格が眠っているのかもしれん。

「こっちだ、ついてこい」

　施設の内部は薄暗かった。彼女達は夜目が利くか、あるいは視覚以外の何かで視界を補える能力を持っているんだろう。確か蛇は温度を感じるピット器官を備えている種が居たはずだが、彼女達もそういう器官をどこかに備えているのかもしれない。

　この遺跡もシェルター遺跡や先日擬神格を手に入れた遺跡と同様に白い陶器のような素材で作られているようだ。入ってすぐの空間は非常に広く、大型の車両が並んでいたか、あるいは大量の物資が備蓄されていたのではないだろうか。この施設は多分軍事施設か物資の集積場か何かだったんだろうな。

　天井も高く、左右の壁には等間隔で通路らしきものが奥に延びていた。そして、どうやらこの施設は少なくとも四層からなる巨大施設であるらしい。今俺が歩いている地上階の上に二階、三階、四階があるようだ。もしかしたら地下階もあるかもしれない。

「随分と熱心に見ているな」

「初めて見るからな。俺は好奇心が強いんだ」

　チラリとこちらに視線を向けてくるが、別に咎とがめているわけではないらしい。しかしこれは部屋数が多そうだな。建物の構造は単純だから迷うことはないだろうが、同じような部屋ばかりだろうしちゃんと覚えておかないと部屋を間違えるかもしれん。

　俺が案内されたのは一番奥の列の右側、手前から三番目の部屋だった。覚えやすい場所で良かった。これが奥から三列目とか四列目とか中途半端なところだったら間違ってたかもしれん。

「ここがお前の部屋だ」

「おう、さんきゅー。鍵かぎとかは？」

「内鍵だけだ。我らの中に盗みを働くような輩やからは居ないが、不安なら大事なものは持って歩くのだな」

「わかった。まぁ大丈夫だろ」

　そもそも俺の場合全部トレジャーボックスに入れて歩くしな。俺の言葉をどう解釈したのかはわからないが、翠鱗の蛇人族は満足そうに頷くと扉を開けて中へと入っていった。俺もそれに続く。

「中は結構広いんだな」

「我々には少々手狭なのだがな」

　部屋の中には蛍光灯のような照明装置があるらしく、結構な明るさだった。部屋の大きさはホテルのツインルームくらいの大きさだろうか。部屋の真ん中には丸いベッドのような寝台が置かれている。大きさはダブルベッドくらいの大きさだ。早速ベッドに歩み寄って硬さを確かめる。

「おお、結構柔らかい。マットは何を使ってるんだ？」

「マット？　ああ、寝具か。それは布の袋に獣の毛を詰めたものだ。その上に更に布をかけている」

　獣毛のマットレスに清潔なシーツをかけてくれているらしい。貴重なものだろうに。

「こんな上等な寝床を用意してくれてありがとう。これなら気持ちよく眠れそうだ」

　そう言って振り返ると、目の前に翠鱗の蛇人族がいた。彼女は変わらず無表情だったが、その目はある種異様な『色』を宿していた。頭の奥で警鐘が鳴り響き、俺は咄とつ嗟さに後ろへと跳ぶ。

「んっ……す、すまん」

　俺の挙動を見た翠鱗の蛇人族は咳せき払ばらいを一つして自ら後ろに移動して俺と距離を取った。

「迂闊なのは私だったな。危ないところだった」

「いや、なんというか……大丈夫か？」

「大丈夫だ」

　彼女はもういつもどおりの無表情に戻っており、異様な雰囲気は感じられなくなっていた。どうもあれだな、蛇人族は本能的な部分が多い種族なのかもしれん。だからあまり人間とうまくやれずに大森林に引きこもっているのかもな。

「すまないが失礼する。自由に歩き回ってくれて構わないが、自分達の部屋以外には立ち入らぬように頼む。広間側の二部屋をエルフ達の部屋として割り当ててある」

「ああ、わかった」

「私はエルフ達を案内してくる。出歩くなら気をつけるように」

　そう言って翠鱗の蛇人族は部屋から出ていった。

『惜しかったなぁ。いっそ身を任せれば良かったのに』

　いや、あれはなんかヤバいやつだろ。もう少し理性的に襲ってくれないと骨が折れそうだ。物理的に。

『それもそうだね。アルケニアより大分攻撃的な本能が残ってるみたいだし』

　そーなのかーって自然に出てくるなよお前。進しん捗ちよくどうですか？

『進捗ダメです』

　帰って、どうぞ。おら！　早く作業しろよ！

『なぁんてね、冗談冗談。進捗は悪くないよ。ちょっと披露したいものがあってね』

　駄神がそう言うと、俺の胸のあたりが急に熱くなり始めた。心臓が早鐘を打ち、熱さは胸から全身に広がり、身体の感覚が徐々に無くなっていく。

「な、なんだ……？　お、お前、何を……うあぁ!?」

　視界が強烈な光で塗り潰つぶされ、身体中の異常な熱が一気に抜けていく。光が収まると、丸くてふかふかの寝台の上に見覚えのある姿があった。

「いぇーい☆　貴方あなたの永遠の恋人、リアルちゃんでへぶぅ!?」

　何やら奇怪な動きでポーズを決める駄神の頭をパシィンと割と本気で叩たたいてやった。あっけなく寝台にべしゃりと潰れる駄神。丈の短いワンピースがめくれて純白のパンティが見えているが、こんなに嬉うれしくないパンモロもなかなかないな。

「ちょっと酷ひどくない？　ここは超絶美少女なボクの登場に咽むせび泣いて足を舐なめたり、勢い余って押し倒したりするとこじゃないの？」

「ないです」

　がばっ、と上半身を起こして抗議してくる駄神の頭をもう一発叩く。なかなか叩き心地の良い頭だな。

「痛いんだけど!?」

「お前の顔を見たら叩かずには居られなかった。反省はしていない」

　両腕を組み、涙目で見上げてくる駄神を見下ろす。うん、文句の付け所がない美少女である。

　見る角度によって虹にじ色にも見える神々しい銀髪、端整な顔、シンプルな白いワンピースを着た成熟しきっていない起伏の控えめな、少女らしい身体。清せい楚そでありながら強烈に劣情を誘う完かん璧ぺきな肢体。
















「やらしい目だねぇ……しょうがないにゃぁ、良いよ？」

　駄神がいやらしく目を細め、見せつけるようにワンピースの裾すそをそっと上げて眩まぶしい太ももを見せつけてくる。そんな駄神に俺はフラフラと顔を近づけ──。

「フンヌッ！」

「あいだぁ!?」

　思い切り頭突きをしてやった。駄神が頭を抱えて丸い寝台の上をゴロゴロと転げ回る。

「なんでお前実体化してんの？　馬鹿なの？　死ぬの？」

「擬神格の力で依より代しろを創造するくらいのことはできるさ。自分で動かせる身体があったほうが何かと便利だしね」

「ほう。それで擬神格の力を使い果たしたとか言わないだろうな？」

「てへっ☆」

　駄神が自分の頭をコツンと叩いてぺろりと舌を出す。

「うそうそうそ！　うそです！　ちゃんと力を取り戻したから！　というか擬神格で、ある程度力を取り戻したから実体化ができるようになったんだってば！」

　俺の殺気に気がついたのか、駄神が慌てた様子で手を振る。本当だろうな？　こいつ。

「でも取り戻した力は微々たるものだよ。それでも実体化した上であの子達の目を欺ける程度にはなったけどね」

　駄神がひらひらと手を振って肩を竦すくめる。

「で、俺の力はどれくらい戻るんだ？」

「とりあえずストレージの機能を戻したよ！　中身もそのままだよ！」

　うわ、凄すごいドヤ顔だ。その膨らんだ鼻の穴を摘つまんでやりてぇ。

「うわ微妙」

「微妙!?　微妙ってなに!?」

「いやだって、中身つっても残ってるの俺の服とかお気に入りの食い物とか調味料とかちょっとした武器……ああ、神銀とか黒鋼の杭くいとかはあるか。他に何あったっけかなぁ。つか、お前この前俺の力を八割方戻せるって言ってなかったか？」

「実体化にちょっと注つぎ込こんじゃって……てへっ☆　あいだぁっ!?」

　あざとくテヘペロする駄神の額に全力のデコピンを叩き込んでからストレージの中身を確認する。なんだかメニューを操作するのも久しぶりだな。ストレージ以外グレーアウトしてて使えないけど。

「そこそこの現金と金銀財宝、予備武器は……お？　いいのあった」

　ストレージから総神銀製のクォータースタッフを取り出す。そういやこいつだけは神々との戦いで使わずにそのままストレージに残してたな。作ったは良いものの影が薄くて全然使ってない武器だったが、今になって役立つとは。

「これなら前にぶっ壊した強化神木棍こんよりも色々と高性能だな」

　軽く振り回してからストレージにしまう。そう、これ持ち歩くのに今ひとつ不便なんだよな。いつか神銀自在剣に使ったのと同じ仕組みでペンサイズに縮小できるようにするかね。

　と、一通り確認して寝台の上を見ると、駄神がやる気なさげにだらりと寝転がっていた。角度的にこちらからは見えないが、股またもおっぴろげでパンモロ状態だろう。見た目美少女なのにあんなだからなぁ。

「お前もうちょっと慎みを持てよ。そんなんだから見た目良くてもグッとこないんだよ」

「べっつにぃー？　ボクなんて役立たずの微妙なアレだしぃー？　どうせ評価してくれないなら気を遣う必要もないしぃー？」

「うわめんどくせぇ」

　思い切りいじけていた。流石さすがに少しいじめすぎただろうか。

「なんだかんだ言ってお前が居ないと立ち行かないんだ、機嫌直せよ」

「便利だからご機嫌取りですかぁー？　心が篭こもってないなー、あーやる気出ないなー」

　完全にヘソを曲げてしまったらしい。仕方がないので駄神の頭のすぐ横に腰を下ろし、キラキラと輝く白銀の髪の毛を撫なでる。

「悪かったって。俺とお前は一いち蓮れん托たく生しよう、一心同体の同志だもんな。蔑ないがしろにするような発言をして悪かったよ。謝るから機嫌直せ、な？」

「むー……ならキスしてくれたら許してあげるよ。んっ」

「えぇ……」

　駄神がキスをせがんでそっと目を瞑つぶる。いやぁ、ちょっとそういうのは勘弁してほしいなって。色々危ないんで。だってこいつ見た目だけならめっちゃ可愛かわいいんだよ。駄神だからって理由で今までぞんざいに扱ってきたのに、実体化してこんな風に攻めてくるのは良くない。良くないよ。

「はやくしてよ、いくじなし……」

　逡しゆん巡じゆんしていると駄神の腕がすっと伸びてきて俺の首に巻き付き、ぐっと俺の顔を引き寄せた。柔らかい感触が唇に触れ、なんとも言えない甘い香りが鼻び腔こうを満たす。

「おま、んむっ!?」

「んー……」

　文句を言おうとしたらずるりと舌が口こう腔こうに侵入してきた。逃げようとする俺の舌に駄神の舌が絡みつき、唾だ液えきを吸われて下品な音が静かな室内に響く。脳の奥がジンと痺しびれ、興奮が身体を熱くする。

「へへへ……ボクはねぇ、堕落や享楽、あらゆる邪よこしまな快楽を司る悪い神様なんだよ」

　駄神が唇を離し、そう言って俺の唇の端をぺろりと舐める。警鐘が鳴る。ダメだ、これ以上は。

「良いんだよ？　我慢なんてしなくても……全部受けとめて──」

「タイシー？　いるの？」

　スライド式の扉が開き、リファナが入室してくる。空気が凍りついたかのような静寂が部屋の中を満たす。俺の興奮度も一気に急降下する。良かった、終わったかと思ったよ。助かった。

「またなの？　またなのね？　というか、その女誰よ!?」

　がおー！　とリファナが吼ほえる。助かってなかった。
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「で、この娘がタイシくんの言っていた神様だと」

「はーい、完全無欠の美少女神リアルちゃんです☆　よろしくねー」

　エルミナさんの言葉に正座させられた駄神がばちこーんとウインクしてみせる。ちなみに俺もその横で正座させられている。

「いっそ首に縄でもつけておいたほうが良いかしら？」

　笑顔のまま青筋を浮かべたリファナは今にも俺を折せつ檻かんしそうな勢いだ。昨日の今日でこれだからね、言い訳のしようもないけど今回に関しては無実を主張したい。俺はハメられたんだ。いや、どっちかというとハメさせられる寸前だったな。ＨＡＨＡＨＡ！

　笑えん。

「タイシくんが言っていた通り、ものすごく可愛らしい外見をしているのね」

「はっはっは、褒めても何も出ないよ」

　満更でもないのか、エルミナさんの言葉に駄神が満面の笑みを浮かべる。正座させられてるから神らしい威厳は全く無いけどな。

「ところで、今後の方針を説明したいんだけど良いかな？」

「それは興味があるわね。聞きましょう」

　エルミナさんが唯一ある椅子に腰掛け、リファナは不機嫌そうな表情で立ったまま両腕を組んで壁にもたれかかった。俺も正座をやめてあぐらをかく。駄神はその上に座りやがった。

「おいコラ」

「別にいいじゃん、減るもんじゃないでしょ？　邪魔されたんだからこれくらい許してもらうよ？」

　リファナが頰ほおをヒクつかせて今にもキレそうだったが、駄神はそれを無視して俺に背を預け、話し始めた。クソッ、いかにも女の子って感じのいい匂いがするのがムカつく。

「とりあえず、一つ目の擬神格の取り込みは完了したよ。まだまだ全盛期には程遠いけど、ボクも多少は力を取り戻せた。こうして実体を得て君達と直接言葉を交わせるようになったのもそのおかげだね」

「タイシくんの力はどれくらい戻ったの？」

「ストレージ……まぁトレジャーボックスの上位互換的な機能を使えるようにしたよ。もう一個擬神格を取り込めればメニューも含めて大森林に来る前までの力は取り戻せるんじゃないかな？」

「めにゅー？　っていうのはわからないけど、もう一つで力を取り戻せるなら案外簡単にいきそうね」

「でも、ボクが力を取り戻さなきゃ意味が無いからね。タイシが力を取り戻して、装備も以前のレベルに戻したとしてもせいぜい神々のうち一人か二人を相手にするのがやっとだろうし。ボクが以前の状態以上に力を取り戻せばまるっと全て解決するさ」

　そう言いながら駄神が指先で俺の膝ひざを「の」の字を書くように撫でる。くすぐったいから手で払ってそれをやめさせた。

「それにはいくつの擬神格が必要なんだよ？」

「さぁて、いくつかな。取り込む擬神格の格の高さにもよるからはっきりとは言えないね。格の高い擬神格を上う手まく取り込めれば数個、そうじゃなかったら十個くらいになるかもね」

「甘い見通しで行かずに長期戦の覚悟で臨んだほうが良さそうね」

「ですね。次に行くとしたら最寄りの禁足地はどんなところなんですか？」

「んー、そうね。ここからだと同じような距離にいくつかあるわね。一つは無の荒野。魔物の寄り付かない魔力溜だまり以外何もない荒れ地よ。次に禁断の園。異常な植物型の魔物が跋ばつ扈こしている危険な場所で、中央にはとてつもなく大きな木が生えているらしいわ。最後が大地の角と呼ばれる大きな尖せん塔とうで、一日に二十四回光るのよ」

「光るだけ？」

「光るだけ」

　俺の質問にエルミナさんは頷うなずいた。

「光るなら何かしらの動力があるってことだし、擬神格があるんじゃないか？」

「可能性は無くもないけど、ボクが思うに禁断の園のほうが怪しいかな。異常な植物型の魔物が大繁殖してるということは、植物か生命か何かを司る擬神格が暴走してるのかもしれないし、あるいは何らかの防衛機構が働いているのかもしれない。外敵を排除するような環境のほうが怪しいと思うね」

「なるほど、一理ある」

　最終的には総当たりでもいいわけで、それなら駄神のオススメに従ってみるのが良いかもしれないな。

「それじゃあ次の目標は禁断の園ってことで良いかな？」

「ええ、いいわよ」

「おっけー」

　目的地の決まった俺達は解散……解散しませんね？

「えっと……？」

　どうしたんだろう？　と皆の顔を見回す。リファナは相変わらず不機嫌な様子で腕を組んだままだし、エルミナさんはニコニコしながら席を立つ気配はないし、駄神は俺のあぐらの上から降りない。

「ところで神様？　この後はどこでどうやって過ごすおつもりなのかしら？」

　ニコニコしたままのエルミナさんが駄神にそう問う。

「そりゃあボクとタイシは文字通り一心同体だからね。タイシの部屋で二人きりでしっぽりと過ごすよ？」

　俺のあぐらの上で、俺の胸に頭を預けながら駄神がそう言い放つ。やめてください。そんな身の毛もよだつような予定はありませんから。ああ、リファナさんの視線が氷点下です。やめて、そんな目で見ないで。俺だってそんなの望んでないんです。

「とりあえず元に戻れ。ハウス」

「ボクは犬か。折角実体化したんだから少しくらい肉の快楽を味わわせてくれてもいいじゃないか。ちゃんと気持ちよくしてあげるからさ」

「いくら可愛くてもついてるのはちょっと……」

「そう言うと思ってほら、ついてないよ？」

　そう言って駄神が俺の手を取って自分の股こ間かんに手を突っ込ませる。つるぷにっ、とした感触が指先に伝わってくる。おお、確かに無い。いや、違うそうじゃない。

「あいたっ!?」

「いきなり何やってんのお前」

「頭叩たたくことないじゃないか」

　頭を押さえている駄神を抱え上げてあぐらの上から撤去する。

「とりあえずですね、そういうえっちなのはよくないとおもいます」

　俺の発言に三人から「お前はどの口でそれを言うんだ？」という視線で見られてしまった。くっ、そんな視線には屈しないぞ。

「今はほら、力を取り戻すための大切な時期だし？　そういうことにうつつを抜かしている時間はないだろう？」

「どんな時でも毎日取っ替え引っ替えしていた人が何か言ってま──イタタタタタ!?」

「余計なことを言ってはいけない」

　できるだけ笑顔を作りながら駄神の頭を握ってゆっくりと力を込める。

「痛い痛い痛い!?　なんでこんな酷ひどいことするのさっ!?　ボクばっかり酷いよ！　これがキミのために命懸けで落ち延びてきて、一生懸命尽くしてきたボクに対する仕打ちなの!?　こんなのあんまりだよっ！」

　頭を押さえた駄神が俺の顔を見上げてぽろぽろと涙を零こぼす。おいやめろ馬鹿。泣くのはズルいだろう。助けを期待してエルミナさんとリファナに視線を向けるが、エルミナさんは難しい表情で考え込んでおり、リファナは腕を組んだまま苦々しい表情をしている。

「ほんのちょっとくらい報いてくれてもいいじゃんか……見せつけるだけ見せつけて、ボクにはこんなのばっか……酷いよ、あんまりだよ、こんなのってないよ」

　涙を流してグスグスと泣く駄神。あーっ、噓うそ臭ぇぇぇぇぇぇ！！！　どうもこいつの涙はゲロ以下の臭いがプンプンするんだが、こうも露骨に泣かれると突き放せない！　突き放しにくい！　汚いなさすが駄神汚い。

「あーもう！　わかった！　わかったわよ！　一日くらい好きにすれば良いわ！」

　最初に折れたのはリファナだった。おい、そこで諦あきらめるなよ！　もっと頑張れよ！　そこで諦めるなそこで！　俺の貞操がかかってるんですよ!?

「仕方ないわね」

「エルミナさーん!?」

「仕方ないじゃない。神様の言うことももっともよ？　タイシくんに聞いた話の通りなら、神様はタイシくんを見捨てて一人で逃げることだってできたはずだもの」

「むむむ……」

　そうだろうか？

　擬神格を取り込むために俺という器が必要だっただけじゃないかという見方もある。そもそもの話、こいつの目的は俺を世に放って神々の治める進歩の乏しい世界に一石を投じるというものだ。その結果としてこいつが力を失ったというのも自業自得、今の状況はその失敗を取り戻すために俺を利用しているだけとも言える。やはりこいつに優しくしてやることなどないのでは？

「……」

「……くっ！」

　やめろっ、そんな捨てられた子犬のような目で俺を見るな！　それは俺に効く。

「くそっ。わかった……わかった！　わかったよ！　俺の負けだ」

　やけくそ気味にそう叫ぶと駄神は涙を流したままぎこちなく笑みを作り、俺に抱きついてきた。ああくそ、可愛かわいい。こいつの術中にハマってる気しかしないんだが。

　エルミナさんが苦々しい表情を浮かべながら手を振り、リファナを連れて部屋から出ていく。これで俺に逃げ場はなくなった。

「なぁおい、演技はもういいだろ。二人きりになったんだから」

「むぅ、別に全部が全部演技ってわけじゃないんだけど？」

　駄神が涙の痕あとが残る目を擦こすりながら不満げな声を上げる。

「引ひっ搔かき回せて大層満足しただろ？　わざわざあんな悪趣味なことしなくたって二人きりになることなんてできるだろうに」

「だから、全部が全部演技じゃないってば。君達が仲良くしてるのを見て寂しくなったのも本当だし、それなのにキミに冷たくされて悲しく思ったのも本当だよ？」

「ぐっ、この……やめろよそういうの」

　駄神が胸元に取り縋すがって俺の目をじっと見上げてくる。ついついこいつを素直な目で見てしまいそうになるので、こういうのは本当にやめて欲しい。

「それより本題だ、本題。二人きりになって何の相談だよ」

「別に本題なんて無いよ。こうしてキミと二人きりで、キミを独占して、この身体でキミを感じたかっただけ。秘密の相談ならわざわざ実体化する必要なんてないでしょ？」

　俺の胸に顔を擦りつけ、その小さな手で俺の背中を撫なでながら駄神はそう言う。

「あー……いいね、これ。なんだかこうしてキミに抱きついていると肩の力が抜けてほわっとしてくるよ。ほら、キミもボクの背中に手を回してちゃんと抱きしめてよ。そうそう」

　腕の中で駄神が満足そうに息を吐く。

「ずっとこのままでいようかなぁ。貧弱なままでいればこうやって肉体を触れ合わせることもできるし」

　貧弱なままでいれば、か。神々にボコられるまでこいつが俺の前に姿を現さなかったのは、元のままだとただそこにいるだけで何かヤバい影響でも出るからだろうか。地母神ガイナとか見ただけでヤバかったからなぁ、こいつも同じような感じなのかもしれん。

　でも、その願いはな。

「それは困る」

「だよねー。ああ、嫌だ嫌だ。もういっそ全部諦めてあの二人とボクとキミとの四人でどっかに逃げて末永く暮らさない？　キミの寿命くらい良い感じに弄いじれるから──わかってるよ。そんなに怒らないでよ、言ってみただけだよ」

　ふざけたことを抜かす駄神を引き剝はがそうとしたら思ったより強い力でくっついて離れねぇ。このやろう。

「君はあの子に首ったけだもんねぇ。こんなに可愛いボクがこう言ってるのに靡なびかないなんて本当に筋金入りだよね。妬やけちゃうなぁ」

　駄神が俺の顔を見上げ、服の上から俺の胸板を吸う。やめれ、くすぐったい。

「でも、ボクがこれだけ肩入れしたんだ。持ちつ持たれつではあるけど、ボクの持ち出しの方が多いのはわかるよね？」

「わかりたくないなぁ」

「そんないじわる言っちゃやだよ。そろそろ、取り立てても良いよね？」

「……致し方ないな」

　俺は観念して駄神を胸に抱いたまま仰向けに倒れ込んだ。




　駄神とのアレについてはノーコメントで。もう一度言うが、ノーコメントで。

　いや、やっぱり一言だけ言っておこう。堕落と享楽を司るとかいう眉まゆ唾つば話は案外言ってた通りなのかも、とだけ。生身の身体に慣れていないあいつが先にダウンしてなかったら色々と危なかったな。

「朝食だぞ、起きているか？　人……間？」

「おはよう」

　ところで、蛇人族のねぐらの空調は完かん璧ぺきだ。どれくらい完璧かというと、裸で寝ても寒く感じたりしない程度に完璧だ。仕組みはわからないが、常に部屋内の人員が適度に過ごせるように室温が変化しているのではないだろうか。

　つまり何が言いたいかというと、昨夜の情事の後始末もしないままに泥のように眠ってしまえるほどに快適だったということだ。そして、今そのツケが回ってきている。誰がどう見ても勘違いしようもない現場を部屋主に目撃されてしまっている、ということだ。

「その、す、すまない。まさか、こんなことになっているとは」

「いや、良いんだ。借りた部屋でこうなってしまっている俺が悪いしな」

　うん、お互いに謝っていてもアレだしガン見してないで部屋を出てくれないかな。もうね、視線がおはようしている息子に突き刺さってるよ。お前も朝から元気だな。

「ええと、その、その娘は……？　連れにはいなかったと思うのだが……？」

「ちょっと複雑な話なんだ。多くは聞かないでくれ」

「そ、そうか。その、なんだ。ああ！　わ、悪かったな、じゃあ、な……？」

　するするするっ、と器用に後退して翠みどり鱗うろこの蛇人族は部屋から出ていった。あの娘はいつもなんというか間が悪いな。そういう星の下に生まれてきたんだろうか。

　自分の身体と寝台をまとめて浄化し、しっかりと服を着て駄神を叩き起こす。こいつもついでに浄化してやろうと思ったのだが、よく見るとどこも汚れていない。

「ボクは神だから。決して汚れないのさ」

　そう言ってドヤ顔をしていた。そう言えば身体につけたはずのキスマークも消えてるな。

「んー、でもキスマークが残らないのはちょっと残念だよね」

「バカなこと言ってんじゃねぇ。行くぞほら」

「あはは、別に恥ずかしがらなくていいじゃないか」

　いつもの白いワンピースを着た駄神が妙に馴なれ馴れしく抱きついてくる。くっ、こうやって素直に甘えられると突き放しにくい。いかんぞ俺、こいつはあの駄神だ。どんなに可愛かろうが、ろくでもない存在には違いないんだ。心を許すな。

「まだ心を許してないって顔だね」

「そうだな、その通りだよ」

「心も身体も一緒になったのに？」

　見上げてくる駄神の──リアルの眼をじっと見つめ返す。

　綺き麗れいな瞳ひとみだ。この世のものとは思えない、まるで天上に輝く星のような美しい瞳だ。その顔はまさに理想の少女そのもの。清純であり、またどこか淫いん靡びな雰囲気も併せ持つ成熟しかけた少女の顔。髪の毛はまるで光そのもののように輝き、美しいという表現すら陳腐化しそうだ。

「こうして触れ合って、言葉を交わせる。今はな。でも──」

「おっと、そこまでだ。それ以上はいけない」

　リアルがその華きや奢しやな指を俺の唇に当て、それ以上の言葉を堰せき止める。

「だから、だよ。今くらいはボクのことを素直に想おもっておくれよ」

　そう言ってリアルはにんまりと笑った。








第三話　～遺跡巡りを再開しました～









「じゃあ、世話になったな」

「ああ」

　見送りに来てくれた翠鱗の蛇人族や鍛か冶じ場のお姉様達に別れを告げ、蛇人族の集落を出発する。

　駄神と一夜を共にした後、俺達は蛇人族の集落でもう一日休んでから次の目的地である『禁断の園』と呼ばれている禁足地へと向かうことになった。エルミナさんの話ではここからは日が昇ってすぐに出れば昼前には辿たどり着ける距離にあるらしい。

　それにしても鍛冶場のお姉様達だけでなく翠鱗の蛇人族の娘も残念そうな表情をしていたな。

「どこかのタイミングでしっぽりするものと思ってたんだけどなぁ」

「積極的に行けばそうなったかもな。でもまぁ、エルミナさんやリファナを蔑ないがしろにするわけにはいかんし、そういうタイミングはお前自身が潰つぶした感あるぞ」

「そう言われるとそうかもしれないね」

　なんせ昨日一日はこいつのせいでご機嫌斜めになった二人を宥なだめるのに使ったようなものだしな。というか、蛇人族の集落に来てから妙にリファナの機嫌が悪かった理由が可愛らしすぎて悶もだえた。

　要約すると、ゆっくり数日休むって話だからイチャイチャして過ごせると思っていたのに、俺が蛇人族やら駄神やらにかまけて構ってくれなかったからいじけていたらしい。

　宥めすかした末に真っ赤になりながら小声でそんなことを告白するリファナの可愛さに悶もん絶ぜつしたのは言うまでもない。まさに正統派ツンデレだな。

「さぁ、行くわよ」

　昨日一日構い倒したリファナの機嫌はまさにＭＡＸ、最高潮である。

「うん、今日も良い天気ね」

　ついでにエルミナさんはお肌がツヤツヤしている。日が落ちてからはエルミナさんのターンだったんだ。深くは聞くな、俺は燃え尽きたよ。

「それで、お前はどうやってついてくるんだ？　俺達と同じ速度で走れるのか？」

「できなくはないけど疲れるし、面倒だからそんなことしないよ」

　そう言った駄神の姿がフッと搔き消えた。どこに行ったのかと視線を巡らせると、頭の中からもはや聞き慣れた声がする。

『こうやってついていくよ』

「ついていくっていうか憑ついていくだよな、これ」

「あら？　神様は？」

「どうやってか知りませんが、俺の頭の中に戻ったみたいです。もうなんでもありですね」

　ヤツのことは深く考えるだけ無駄なので、歩きながら自分の装備を確認する。腰には魔鋼剣と、ホルダーに収めた黒鋼製の投げ杭くいと神銀製の投げ杭が二本ずつ。神銀製の杭には加速の魔法文字が刻印してある。今俺が使える遠距離攻撃手段の中で最も威力があるのが恐らくこいつだろう。

　後は神銀棍こんがストレージの中に入っているが、嵩かさ張ばるので出してはいない。ちなみにトレジャーボックスに入っていた荷物は全てストレージに収納し直しておいた。中には保存の利かない食料などもあったので、これでいつでも美お味いしく食べられるようになったわけだ。

「エルミナさん、禁断の園の辺りには休める場所はあるんですか？」

「うーん、あることはあるんだけど……」

　俺の質問にエルミナさんは苦笑いを返してきた。なんだろう？

「近くに私達とは別氏族のエルフの里があるんだけど、気位の高い連中でね……私達だけならともかく、タイシくんが一緒だとちょっと泊まるのは難しいかもしれないわ」

「気位の高い連中ねぇ」

　所いわ謂ゆるテンプレ的なエルフってことだろうか。人間を見下していて、排他的な感じの。

「自分達こそ正当なエルフで、それ以外のエルフ……つまり私達のことを本来の存在意義を忘れた雑種だ、とかそんな感じで言ってくるいけ好かない奴らよ」

「まぁ、そんな感じね。ずっと昔からこの大森林に引きこもって暮らしてきた連中よ」

「なるほど。そうなるともし前回みたいなことになったら蛇人族の集落まで引き返したほうが良さそうですね」

「そうね、少し遠いけれどそうしたほうが良いと思うわ」

　とりあえずざっくりとした方針は決まったので、エルミナさんの先導で大森林を走りはじめる。

　ところで、大森林の様相はエリアによって大きく変わる。エルミナさんやリファナの住んでいる集落の周辺は赤茶けた地面に見上げるような高さの巨木が間隔を空けて聳そびえ立つようなところだし、獣人族やハーピィさん達の集落がある辺りは普通サイズの木が多く、いわゆる普通の森という感じだった。

　今回俺達が向かった先はどうかというと、歪いびつに曲がりくねった樹木が乱立する気味の悪い、鬱うつ蒼そうとした様相である。まるで領都クローバーのある大樹海のようだ。

「植生が様変わりしてきたな」

「ちょっと普通じゃないわね。何もかも捻ねじ曲がってる感じがするわ」

　すぐ隣を走るリファナが眉まゆを顰ひそめる。やはり森に生きるエルフとしてはこの歪な森には何か思うところがあるのだろう。メルキナも大樹海の森の様相は気に入らない感じだったもんな。

　前を走るエルミナさんはどう思っているんだろう、と視線を向けると不意にエルミナさんが横に跳ねた。いや、回避行動か？

　俺は咄とつ嗟さに魔鋼剣を引き抜いてそのまま前に進み、リファナはエルミナさんと反対方向に跳ねて間合いを取っていく。正面から左腕に巻き付いてくるような気配を感じ、反射的に剣を振るう。




　ザンッ。




　何か柔らかいものを斬った感触があった。緑色のロープ……？　いや、蔦つたか？　確認する前に次々と危険感知が警鐘を鳴らす。

「タイシ！」

「大丈夫だ！　しゃぁっ！」

　四方八方から殺到してくる蔦の群れを魔力を篭こめた拳こぶしと魔鋼剣で全て打ち払い、切り払う。なかなかの数だが、俺に触れるつもりならもう三倍くらいは物量が要るな。触れて巻き付いたところで力ずくで引き千切ってやるけど。

　リファナが退避した方向から風魔法を纏まとった矢が飛来し、俺へと届く前に数本の蔦が弾け飛んだ。うん、良い腕だな。リファナと一緒に四十本ほどの蔦を撃退したところでエルミナさんの退避した方向から強力な風魔法を纏った矢が飛来し、森の一角を吹き飛ばした。

　すると俺に殺到していた蔦の群れが急に力を失い、地面へと落ちる。どうやら蔦の本体を仕留めてくれたらしい。

「タイシくん、大丈夫？」

「これくらいならなんでもないですね」

　魔鋼剣を魔法で浄化しながら周囲を警戒する。しかし厄介だな。気配察知が利かないぞ、今の蔦。本体の位置も気配察知にかからなかった。

「あんたちゃんと剣が使えるのね」

「いや、使えるよ。なんだよそれ」

「いや、今までのタイシくんの戦い方を見ていると、ねぇ？」

　エルミナさんが苦笑する。

　うん、そういえばベヘモス相手には突っ込んでワンパンだったし、機械兵士相手には鈍器でひたすら殴るって感じだったね。でもホラ、ワーウルフ相手には……ワーウルフも技術らしい技術は使ってなかったかもなぁ。いいんだよ、能ある鷹たかは爪を隠すとかそういうのなんだよ。

「今までそういう機会が無かっただけだ。これでも剣はそこそこ振ってる」

　これ以上襲ってくる気配は無いようなので、とりあえず魔鋼剣を鞘さやに収める。

「それより今の魔物、気配が感じ取れませんでしたが」

「こういう歪ゆがんだ森には魔物化した植物が出るのよねぇ。襲ってくるまで普通の植物と見分けがつかないから厄介なのよ。でも、これが出てくるということは禁断の園に入ったってことでもあるわ」

「なるほど」

　となると、ここからは今までのペースで快調に進むというわけにはいかないようだ。

『擬神格の反応があるね……ちょっと妙な反応だけど、強いな。何か覚えがあるような気がする』

　頭の中に駄神の声が響き、ある方向に引き寄せられるような感覚を抱く。なるほど、あっちにあるのか。

「目当てのモノの反応があるそうです。あっちですね」

「そう、じゃあ慎重に進みましょう」

「俺が前衛で、殿しんがりはエルミナさんにお願いして良いですか？」

「わかったわ。リファナちゃんは前後のフォローをお願いね」

「了解」

　何かに使えるかもしれないので切り払った動く蔦を回収しておいた。ほら、もしかしたら美味しいかもしれないし？　この世界、こういうゲテモノっぽいのが意外と美味しかったりするんだよ。それに食えなくても何かに使えるかもしれないし。

「こういうのはもう更地にしていくのが楽なんだけどなぁ」

「更地って……」

「極大爆破とかで、こう、どかーんと。大樹海ではよくやりましたよ」

「むやみに自然を破壊するのは良くないと思うけど」

　そんな話をしながら慎重に進む。基本は俺が先行して囮おとりになり、凌しのいでいる間に後衛の二人に本体を倒してもらうという感じだ。俺ならうっかり巻き付かれても力ずくで引き剝はがしたり引き千切ったりできるし、生半可な攻撃では大ダメージは負わない。

　しかしまぁ襲ってくること襲ってくること。凶暴な植物どもを撃退しても五分も歩かないうちにまた襲われるから遅々として探索が進まない。

「ええい、鬱うつ陶とうしい。いっそ焼き払ってやろうか」

「私達も炎と煙に巻かれちゃうわよ」

　リファナが苦笑する。俺一人なら強引に突っ切っても良いんだが、エルミナさんとリファナはそうもいかない。俺ほどのパワーと耐久力は二人にはないので、蔦に捕まると結構危ないかもしれない。

「きゃっ!?」

　とか思ってたらすぐ後ろにいたリファナが悲鳴を上げた。何事かと思って振り返ると蔦に片足を巻き取られ、凄すごい勢いで樹上に吊つり上げられて行くところだった。咄嗟に飛び上がろうと腰を落とす。

「このっ！」

　しかしリファナもやられているばかりではなかった。素早く腰から大型ナイフを引き抜き、自分の足に絡みついた蔦を切る。おお、やるじゃないか。

　落下時に風魔法を使ったのか、空中で姿勢を制御してふわりと地上へと降り立った。ふむ、白か。シンプルイズベストだな。

「何よ？」

「ナイスパンツ」

　殴られた。痛い。

「馬鹿なこと言ってないで早くこんなところ抜けるわよ！」

　プリプリと怒りながらリファナが顔を真っ赤にする。うん、実にからかい甲が斐いがあるよな。でもまぁ、こんなペースじゃすぐに日が暮れる。こんなところじゃ安心して休めないしな。

「へいへい、んじゃちょっと本気出しますかね。俺が先行して行くんで二人とも、もう少し俺の後をついてくるようにしてもらって良いですか？」

「それは良いけど……危ないわよ？」

「大丈夫ですよ。これくらいの雑魚なら何百何千襲ってきてもなんてこと無いですし」

「それはちょっと言い過ぎじゃないの？」

　二人とも心配してくれるらしい。まぁ、今まであんまり本気の殲せん滅めつモードで戦うところは見せてないもんな。ここは一つ、本気の俺の戦いというものを目にしてもらいますか。

　魔鋼剣を鞘から引き抜き、魔力を込める。戦いの準備はこれだけで十分だ。精神を集中し、些さ細さいな危険感知にも反応できるように神経を尖とがらせる──来た。

「フッ！」

　伸びてきた蔦を魔力を篭めた魔鋼剣で粉々に粉砕し、その根本があるであろう場所に魔弾の雨を浴びせて爆砕する。本当はもっと広範囲を吹き飛ばせる爆裂光弾を使いたい。でもスキルレベルが足りないのか、どうしても使えない。

「質が足りないなら数で補うぞ、っと」

　身体の内から溢あふれ出る魔力を光り輝く魔弾へと変換し、変異した植物を光の雨で薙なぎ払う。襲ってくる触手のような蔓つるは全て魔力撃で粉砕する。うん、やっぱ飽和攻撃って素敵だよな。

「す、すごっ……こんなに強いの？」

「今まで本気を出していなかったのかしら……これは、私でも手に余るかもしれないわね」

　それはどうだろうか。魔法の制御はマシになったと思うが、力を取り戻したとは言ってもまだストレージが使えるようになっただけだし、十全な状態とはまだまだ言えないんだけどな。

　とはいえ、十全でない今の状態でもこの程度の植物どもは相手にならない。時間も惜しいし、サクサクと進んでいこうじゃないか。





─☆★☆─






　襲い来る変異植物どもを蹂じゆう躙りんしながら進むこと二時間ほど。

「でっかいなぁ……つかなんだこれ、壁？」

「これ、一本の木なのかしら……？」

　歪な森を抜けた先には湖の中に佇たたずむ巨大な木があった。高さはエルフの樹上村があった巨木と同じくらいだが、太さが半端じゃない。直径何キロメートルとかいうレベルだろう。見る限り複数の樹木が密接に絡み合っているとかそういうことではなく、一本の極太の樹木であるようだ。

　これ、真っ当な生物なんだろうか。

「水は清浄に見えるけど……」

　聳え立つ壁のような樹。その周りの湖、というか水たまりの水は怖いくらいに透き通っている。この巨大な樹木の落ち葉らしきものが無数に堆たい積せきしているが、生き物の姿は見えない。これ真っ当な水なんだろうか。どう考えても真っ当じゃねぇな！

「魚も何もいないわね。あまり触れないほうがいいかもしれないわ」

「そうだな。しかし反応はあの木の中にあるようなんだが……」

　惹ひきつけられるような感覚は目の前の巨木からもたらされる。となると、この異様に綺き麗れいな水を渡っていかなければならないんだが。

「ぐるっと回ってみましょう。何かあるかもしれないし」

「最悪周りの木を伐採して筏いかだでも作るか」

「それも手間ねぇ……」

　三人で砂浜のようになっている湖の岸を歩き始める。少し歩いてわかったことだが、どうやらこの砂浜には襲ってくるような生物はいないようだ。砂浜の際に生えている植物達も砂浜にいる俺達には攻撃を仕掛けてこない。

「これはこれで不気味だよな」

「本当に安全なのか疑わしいわよね」

　凶暴な植物達さえも手を出しかねるような脅威が潜んでいるのではないか、と疑心暗鬼に陥りそうになる。魔力眼が使えれば何かわかったかもしれないが、使えないものはどうしようもないのでひたすら警戒するしかない。

「二人とも、あれを見て」

「なんだありゃ……あからさまだな」

「橋……？」

　三十分ほども歩いただろうか。まだここからは遠いが、先の砂浜から巨木に向かって一直線に何かが延びているのが見えた。橋のように見えるが、遠すぎて何なのか正体が判然としない。

「あれを伝っていけば安全に巨木に辿たどり着けそうね」

「お誂あつらえ向き過ぎて怪しいですけどね」

「とにかく行って調べてみましょう」

　現場に急行してみると、砂浜から巨木へと延びていた──いや、その逆で巨木から砂浜へと延びていたのは巨大な一本の根のようであった。砂浜にはまるでこの根を、あるいは巨木を祀まつるかのように鳥居のようなものが建てられており、その脇には灯とう籠ろうのようなものも設置されていた。灯籠には魔法の光のようなものが灯ともり、辺りを明るく照らしている。

「明らかに人の手が入ってますよね、これ」

「そうね……まぁここも禁足地だから、近隣の氏族の手が入っていてもおかしくはないのだけれど」

　鳥居のようなものや灯籠のようなものを観察しながらエルミナさんが難しい顔をする。

「まぁ、考えていても仕方ないわ。入るべからずと書いてあるわけでもなし、門番がいるわけでもなし、勝手に入りましょ」

「いいんですかそれで」

「構わないわよ。禁足地って言っても入ったからって罰があるわけじゃないしね。命の保証が無いってだけで」

　そう言いながらエルミナさんは木の根の上を歩いて湖を渡り始めた。俺とリファナもその後を追う。

「何を祀ってるんでしょうね、ここは」

「うーん、正直に言うと私はあまり禁足地の由来については詳しくないのよね。リファナちゃんは何か知ってる？」

「私も場所をいくつか知っているだけで、由来については詳しくありません」

「そうよねぇ。そういう情報は自称正当なるエルフの皆様方が独占してるし」

「ああ、噂うわさの奴らね」

「そ、リイの氏族ね。ちなみに私達はダーナの氏族よ」

　エルミナさんとリファナにエルフの氏族についての豆知識を聞きながら湖を渡っていく。

　現在大森林に住まうエルフの氏族は五つで、元々この大森林に住んでいたリイの氏族以外にエルミナさん達の所属するダーナの氏族、マウントバスに近い大森林の西側に住むギーラの氏族、鳥人族の住む大森林北側に近い場所に住むメルの氏族、ゲッペルス王国に近い大森林の東側に住むジンの氏族がいるらしい。

　ちなみにリイの氏族が住むのは大森林の中央部、ダーナの氏族が住むのは比較的カレンディル王国に近い大森林南部であるとのことだ。

「まぁ、彼等の言うことも間違いではないんだけどね。私達みたいに大森林の外で生きていた氏族は他種族との血の交わりが進んでいるから」

「なるほど」

　リイの氏族は純血主義を貫いているのだろうか。いくら寿命の長いエルフとはいえ、それも限界があると思うが。

『ジェネレーターがまだ生きているのかもね』

　ジェネレーター？

『データ化した遺伝子バンクからクローンを作り出す機械、ってとこかな。厳密に言うと違うけど、まぁそんな感じで理解してくれればいいよ』

　すげぇな古代人。何でもありじゃねぇか。

　そんな話をしながら歩いているうちに巨木の根本へと辿り着いた。ちょうど正面に巨木の内部へと入っていけそうな洞うろがぽっかりと穴をあけている。

「どうにもこう、安全な浜といい、橋みたいになってる木の根といい、この洞といい、作為的過ぎて疑わしいんだけど」

「気持ちはわかるけど、疑っても仕方ないでしょ」

「もしかしたらリイの氏族が手を入れているだけかもしれないわよ？」

　確かに、その可能性もあるか。まぁ疑っていても仕方がない話ではあるし、とっとと中に入るとしよう。

「明るいわね」

「蛍火草を植えてあるみたいね。やっぱりリイの氏族の手が入っているみたい」

　蛍火草というのは魔力を蓄えて光る性質がある燃料いらずのファンタジーエコ照明だ。エルフがよく利用するものなので、エルミナさんはこの巨木に手を入れているのはリイの氏族であると考えたようである。

『反応はまっすぐこの奥からだね』

「反応はまっすぐこの奥からだそうです。厄介なことが起こる前に進みましょう」

「そうね」

「わかったわ」

　俺、リファナ、エルミナさんの順番で並んで警戒しながらも足早に進んでいく。巨木の洞の内部は一本道で、特に危険もなく最奥部まで進むことができた。

「剣、だな？」

「そうね、剣みたいね」

　巨木の洞の最奥、学校の教室ほどの広さのさして広くもない円形の空間の中心には一本の剣が突き刺さっていた。一見して普通の剣とは言い難い雰囲気を持っている剣である。

　切っ先が木の床に突き刺さっているので正確な長さはわからないが、恐らく柄も含めると俺が今腰に差している魔鋼剣よりも少し長い。刀身は幅広で厚く、全体の重量はかなりありそうに思える。

　柄頭と鍔つばの部分には紅あかく明滅する結晶が嵌はめ込まれており、鍔の結晶から白い刀身に向けて同じく紅く明滅する回路のような線が幾重にも延びている。剣ではあるのだが、剣の形の電子機器のようにも見えるな。

「見るからに尋常な剣じゃなさそうだが」

　剣の柄に手を伸ばそうとすると突然白い光が弾けて駄神が現れた。どうやら目的のモノを前にして実体化したらしい。

「この剣かぁ……懐かしいなぁ、まだ現存してたんだねぇ」

　ジロジロと突き刺さった剣を観察しながら駄神が呟つぶやく。どうやらこいつに縁のある剣であるらしい。

「この剣はね、旧世界滅亡の際にボクを最後に止めた剣だ。因果を歪わい曲きよくさせて使用者の望む結果を引き寄せる、絶対勝利の反則武器。正しくチート武器ってやつだね」

　駄神が剣の柄に手をかけ、無造作に剣を地面から引き抜く。

「運命を司る神と時間と空間を司る神、二柱の神の擬神格を使って古代人が作り上げたまさに決戦兵器さ。剣の持ち主に対する攻撃は放たれた時点で無かったことになり、自分の攻撃は命中が確定してから振るわれる。これがあれば神々なんてけちょんけちょんにできるね」

　はい、と駄神から剣を手渡される。見た目に反して随分と軽いな。これなら非力な人間でも軽々と振るえそうだ。実に手に馴な染じむ。

「で、どんな副作用があるんだ？」

「あはは、真っ先にその質問が出てくる辺り、わかってるね」

　強力な魔剣には強力な呪いがかかっているのは最早お約束のようなものだ。所有者に栄光を与える代わりに最後に悲惨な破滅をもたらす魔剣の話は元の世界にもあった。そうそう上う手まい話は転がっていないというわけだ。

「一度や二度の戦闘でどうこうなることはないよ。ただ、多用すると色々と捻ねじれ曲がったり、最悪使用者が消滅することもあるね。現に、ボクを止めた古代人はその剣を振るい過ぎた代償として塵ちりになって消え去ったよ」

「そんな危ないものを勧めんなよ!?」

「いやいや、一度や二度の使用くらいじゃなんともならないって」

　手を振って笑うリアルをジト目で睨にらみながら手の中で剣の柄を弄もてあそぶ。

　この剣を使えば問題は色々と解決するだろう。それはわかる。よくわかる。だが、俺にこんなモノを扱いきれるだろうか？

　この剣の性能はシンプルだ。相手の攻撃は強制的に無効、こちらの攻撃は常にクリティカルヒット。相手がどんな強敵であろうとも剣の一振りで全てが解決することだろう。故に、こいつはとんでもない諸刃の剣でもある。

　もし何かの間違いでこいつが俺以外の誰か──敵意のある何者かの手に渡ったとしたら、それで何もかもがおしまいだ。万が一にもそんなことがあってはならない……ということで、今後の俺の生活はこの剣を中心に回ることになるだろう。まさに剣を使うのではなく、剣に使われる立場になるわけだ。

　もしかしたら、嫁に対してすら猜さい疑ぎ心しんを持って接することになるかもしれない……この剣はそんな可能性すら孕はらんでいる。

　それに、俺は弱くて怠惰な人間だ。この剣の能力を一度体感してしまったらこの剣をもう二度とこいつを手放せなくなってしまうかもしれない。もう一回くらいは大丈夫、もう一回くらいは大丈夫──と使い続けて結局破滅してしまう気がしてならない。

「間違いなく近道だってのはわかるんだが、どうにもこいつは使う気にならんな。お前に任せるわ」

「そう？」

　俺が剣を突き返すと、駄神はそれを受け取って何とも言えない表情をした。残念なような、困ったような、嬉うれしさを隠すような、そんな微妙な表情だ。

　こいつにこの剣を押し付けた理由は……まぁ細かいことは良いだろう。どうせこいつは俺の能力をほぼ全て握っているんだ。

　抵抗の余地もなく心の中にまで入ってくる相手に今更警戒なんて無意味だしな！

「ボクのことをそんなに信じてくれてるんだ？」

「かっ、勘違いしないでよねっ！　別にそんなんじゃねーし。面倒くさいこと押し付けただけだし」

「はいはいツンデレ乙──じゃ、これはボクの力にしちゃおうね？　特大級の力を持つ擬神格が二つ、これは捗はかどるよ」

　駄神の手に握られていた剣が切っ先からサラサラと砂のように崩れ、紅い光が駄神の身体に吸い込まれていく。鍔の部分と柄頭に嵌められていた紅い結晶も崩れ、やはり光となって駄神の身体へと吸い込まれていった。

「これで取り込み完了。取り込んだ力の処理には少し時間がかかるけど……」

　駄神がこちらに手を掲げると、虹にじ色の光が俺を照らした。全身がチリチリと痺しびれ、身体の奥底から熱いものが込み上げてくる。

「これでとりあえずは元通りだ」

　自動的にメニューが開き、久しぶりにステータス画面が表示される。




【スキルポイント】10ポイント（スキルリセット使用可能）

【名前】タイシ＝ミツバ　　【レベル】75

【ＨＰ】９８３　【ＭＰ】５００３

【ＳＴＲ】１８９１　【ＶＩＴ】１９２５　【ＡＧＩ】１７９０

【ＤＥＸ】５２５　　【ＰＯＷ】１０５７

【技能】剣術５＋　格闘５　長柄武器５　投とう擲てき５　射撃１　魔闘術３


火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　光魔法５　純粋魔法５　回復魔法５

始原魔法２　結界魔法５　空間魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５

魔力回復５　交渉２　調理１　鍛か冶じ５　彫金５　魔導具作成５　気配察知５

危険察知５　隠形５　鑑定眼　魔力眼　火耐性３　水耐性３　風耐性３

地耐性３　石化耐性３　精神耐性３　毒耐性３　物理耐性３　魔力耐性２






　お、レベル上がって──って剣術に＋ついてるゥ!?　俺も人外の領域に足を踏み出していたのか!?　全く自覚ねぇよ！
















「どう？　久々に力が戻った感覚は」

「良いね、実に良い」

　身体強化と魔力強化の効果か身体が軽く、魔力の充じゆう溢いつを感じる。こんな感じだったかな？　なんか前よりも力が溢あふれているような感覚があるが。

「力が戻ったの？」

「そのようですね。見た目には変わらないでしょう？」

「そうね」

　別に角が生えるわけでもないしな。

「ボクは擬神格の処理に入るね。暫しばらく時間かかるからよろしくー」

　駄神はそう言うとフッと消えた。どうやってかは知らんが、また俺の中に戻ったんだろう。なんかもう勝手知ったる自分の家みたいに出たり入ったりされてるな。なんか妙な感覚だ。

「とりあえず出ますか。空間魔法も使えるようになったんで、一度行った場所なら転移できますよ」

「転移？」

「一瞬で離れた場所に行けるんだ。便利だぞ」

　と、巨木の洞を出た瞬間だった。一本の矢が俺達の足元に突き立つ。何事かと対岸に目を向けると、結構な数のエルフ達がこちらに向かって弓矢を構えていた。そしてその中に一人、明らかに異質な存在がいた。

　他のエルフが軽装に弓矢、腰に大型ナイフとエルミナさんやリファナと似たような格好なのに、一人だけ迷彩柄の頑丈そうなパンツにシャツとジャケットという出で立ちのおっさんが交じっていた。どうにも見るからにやる気の無さそうな感じだ。というか、見るからにエルフじゃないんだが、何者なんだろうか。

「この地は我らリイの氏族が守護する禁足の地。貴様ら、何の目的でこの地に足を踏み入れた？」

「……なんか滅茶苦茶怒ってるみたいですけど」

「うーん、ここまで激怒するとは思わなかったわねぇ」

「明らかに管理されている感じでしたし、不ま味ずかったですかね」

　ヒソヒソと相談していると、声を張り上げたエルフが痺れを切らしたのか再び大声を張り上げた。

「何をしておったのかと問うているのだ！　答えよ！」

　どう答えても激怒されるだろうなぁ。中にあった剣は駄神が吸収したし、今となっては完全にもぬけの殻だ。噓を吐ついてもすぐにバレるだろう。かと言ってあの剣は危ないものだから神の手に委ねました、と言っても信じてもらえるかどうか。

「あー、やめやめ。どうにもお前さんらは高圧的というか気位が高いというか……ここは俺に任せろ」

「はっ、申し訳ありません」

　声を張り上げていたエルフを諌いさめながら、おっさんがやる気なさげに木の根でできた橋を歩いてくる。片手をポケットにつっこみ、頭を搔かきながら溜ため息いきを吐いた。

「あー、悪ぃね。こいつらちょっと融通利かなくてな。ここにはちょいとばかりデリケートなブツが安置されててね、万が一にも誰かの手に渡って良いもんじゃねぇんだわ。まぁ抜けやしなかったとは思うけど、剣は無事だよな？」

　一定の間合いを置いて立ち止まったおっさんを前に俺達は顔を見合わせる。全然無事じゃない。駄神が軽々と引き抜いたし、あまつさえ分解して取り込んだからな。

「無事、では、ない……かな？」

「……マジで？　抜けたの？」

「いや、抜けたというか崩れて消えたというか」

　俺の言葉を聞き、俺の顔をじっと見つめてからおっさんは訝いぶかしげな表情をした。

「つかお前さん、何者だ？　この世界の人間じゃないな？」

「うぇっ!?」

　俺の反応を見て確信したのか、おっさんが腰を落として身構える。

「何が目的だ？　エルフを従えて遺跡巡り……力を求めているのか？」

「ま、まぁ」

「剣をどうした。崩れたと言ったな。擬神格はどうした？」

「ん、んんー……取り込んだ？」

「そんな馬鹿なことがあるか。あの剣には特級の擬神格が二つもついてるんだぞ。あんなもん取り込んで無事でいられるわけがない。いや、そもそもお前さん……何に導かれてこの世界に来やがった？」

　ヤバい、このおっさん何者だ。的確に俺の正体を暴いてくる。

「特級擬神格を二つ取り込んで平気な存在なんざ一つしかねぇな。お前さん、自分が何をやっているか理解しているのか？　あれは旧世界を滅ぼした最悪の邪神だぞ」

「まぁそうなんだろうけども、俺にもやむにやまれぬ事情ってもんがあるんだよ」

「どんな事情があろうとも、アレの片棒を担ぐ人間を野放しにするわけにゃぁいかんのだよなぁ、おじさんとしても」

　心底面倒くさそうにおっさんが溜息を吐く。

「おい、お前さんらは退どきな。この兄ちゃんの相手は俺がすっから」

「し、しかし我々は」

「あー、あー、今更ご主人様面する気はねぇんだ。俺ぁ過去の亡霊みたいなもんだ。お前さんらは今に生きてるんだから、もういい加減俺達のことなんて忘れちまいな。ほら行け、足手まといだから」

　おっさんの言葉を聞き、悔しそうな顔をしながらエルフ達が森へと消えていく。

「エルミナさん達もちょっと下がっててください。どうもあっちはやる気みたいなんで」

「大丈夫なの？」

「いや、どうですかね。多分大丈夫だとは思うんですが」

　おっさんの情報を探ろうと鑑定眼で見てみるが、頭の奥にジリジリとした痒かゆさのような不快感を覚えるだけで何も表示されない。どうやら何かしらの鑑定眼対策を持っているらしい。

「悪いがお前さんの言い分を聞く気はないんだ。お前さんアレの器なんだろう？」

「いやぁ、どうかね。俺の知ってるアレとおっさんの知ってるアレってのが一緒かどうかわからんし」

「旧世界を滅ぼした堕落と快楽を司る邪神だよ。わかってんだろ？」

「あー、まぁ。それだな、うん」

「なら諦あきらめろ」

　おっさんの手に白くてゴツい剣が突如として現れる。トレジャーボックス？　いや、俺と同じストレージか？　などと考えているうちに危険感知が働いた。

　正確に首へと向かってきた刺突を鞘さやから抜き撃ちにした魔鋼剣で跳ね上げ、返す刀で袈け裟さ懸けに斬りつける。おっさんは半歩後ろに下がってそれを紙一重に避けようとしたが、その動きより俺の剣速の方が僅わずかに速い。

　おっさんの胸に浅く斬撃が入り、ジャケットが袈裟懸けに斬れて少なくない血が噴き出す。

「……やるじゃねぇか」

「修羅場はそれなりに潜くぐってるんだ。なぁ、やめないか？　別に俺もあいつも世界を滅ぼそうとしてるわけじゃない。ただ、俺は俺の居場所に帰りたいだけなんだ。あいつも……まぁ悪気たっぷりだろうが、世の中を滅ぼすつもりじゃないみたいだぞ」

「そうなのかもな。だがな、おじさんにも積年の怨うらみってやつがあってな」

　おっさんが剣を一振りすると、ゴツくて白い剣がまばゆい光を放ち始めた。やばい。なんだかわからんがアレはヤバい。危険感知がガンガンと警鐘を鳴らしている。

　極光を纏まとった剣が跳ね上がるような軌道で襲い掛かってきた。魔鋼剣が自壊しないギリギリの魔力を篭こめて先程と同じように迎撃する。

「んなっ!?」

　一瞬拮きつ抗こうしたかのように見えた俺の魔鋼剣とおっさんの光り輝く剣だったが、すぐに俺の魔鋼剣が真っ赤に焼け、どろりと溶け出した。そして更に間近にあるおっさんの光り輝く剣から放射される熱で全身に痛みが生じ始めた。

「あっつ!?」

　慌てて溶け落ちた魔鋼剣を湖へと投げ捨て、おっさんから距離を取る。しかしおっさんはそれを許さず追い縋すがり、間合いを詰めて光り輝く剣を振りかざした。

「このっ！」

　おっさんが剣を振り下ろすよりも速く腰のホルダーから神銀製の杭くいを抜き、至近距離で投げ放つ。

　おっさんはそれを剣で迎撃しようとしたが、神銀製の杭には加速の魔法文字が刻印してある上に、神銀そのものが高温に強い金属だ。

　手元から離れた杭は急加速し、おっさんの剣が放つ高熱にも負けずその剣ごとおっさんの身体を弾き飛ばした。

「あっぶねぇ！　なんだその剣!?」

「教えてやる義理はないねぇ」

　水面に降り立ったおっさんが輝く切っ先をこちらに向けた。まて、水面に立ってるぞあのおっさん。ニンジャ？　ニンジャなの？　つうかなんでこの世界のおっさんはすぐに斬りかかってくるんだ！　年齢相応の落ち着きを持てよ！

　心の中で悪態を吐きながらストレージから神銀棍こんを取り出し、魔力を充溢させる。これならばあのおっさんの剣とも打ち合えるだろう──と思っていたら突如おっさんの持っている剣が変形した。

　刀身が縦に真っ二つに割れ、僅かにスライドして分かれた刀身が平行に並ぶ。まるでレールのような……おいおい待て、噓うそだろう？

　レールのように並んだ刀身の間に激しい極光が収縮していく。どう見てもアカンやつ。

　おっさんがその切っ先──いや砲口をこちらへと向けてきた。

「うおわぁぁぁぁぁっ!?」

　おっさんの剣から発射された光の帯は木の根の橋を両断し、湖へと着弾。その膨大な熱量をもって水蒸気爆発を引き起こした。なんとか直撃は避けたものの、爆発的に膨れ上がった蒸気に煽あおられて上下もわからず吹き飛ばされる。そしてクッソ熱い。ファッキンホット！

　咄とつ嗟さにフライの魔法を発動し、空中で姿勢を整える。

「んの野郎……こっちが大人しくしてりゃつけあがりやがって」

　風魔法で立ち込める水蒸気を吹き飛ばし、おっさんの姿を捜す。

「手加減はなしだ、坊や」

　水蒸気が晴れると、そこには全身に白い甲かつ冑ちゆう──いや、強化外骨格のようなものを纏った何者かが立っていた。いや、手の剣を見る限りはあのおっさんで間違いないだろう。

「なにそれかっこいい。ずるくね？」

「大人はズルいんだよ」

　ドンッ、と空中を蹴けっておっさんが空中に浮かぶ俺へと向かって間合いを詰めてくる。如い何かなる術理を用いているのか知らないが、空中ジャンプできる強化外骨格とか羨うらやましくて仕方がないな。

「せいっ！」

「ハァッ！」

　俺の膨大な魔力が篭められた神銀棍とおっさんの光り輝く剣がぶつかり合い、その度に莫ばく大だいな魔力と熱量もぶつかり合って衝撃波と熱風が巻き起こる。おっさんの剣は生身であった時に比べて格段に速く、重い。きっとあの強化外骨格のようなものがおっさんのパワーを増加させているんだろう。

「お前さん本当に人間か？　パワーアーマー相手にまともに打ち合うとか冗談だろう」

「多分俺の義父でもアンタと打ち合えると思うぞ」

　アレもまた人間の限界を突破してるからな。

「何？　がぁっ!?」

　剣けん戟げきをすり抜けた神銀棍が強化外骨格に包まれたおっさんの胸に突き立ち、蓄えられていた魔力が一気に噴出する。噴出した魔力は強化外骨格の表面で爆裂し、凄すさまじい轟ごう音おんと衝撃がおっさんを派手に吹き飛ばした。

　発射された弾丸のような勢いでおっさんが湖へと向かって飛んでいく。そのおっさんへと向かって更に爆裂光弾を雨あられと叩たたきつけた。連続した爆発が水面へと着弾し、派手な水柱を上げる。

　確かにおっさんの剣は速いし重い。だがいつも俺に斬りかかってきていた義父に比べると巧うまさが圧倒的に足りない。

　神銀棍をストレージに収納し、魔力を集中させながらおっさんの沈んだ地点を眺める。

「クソが。こいつは一応対神規格装備だぞ」

　すぐにおっさんが湖から浮かび上がってきて悪態を吐く。

「頑丈過ぎるだろう……？」

　いや、今の攻撃を受けてピンピンしてるとかちょっと信じられないぞ。下手したら城の一つくらいは崩れてもおかしくないくらいの攻撃なんだが。これ、俺でないと相手にならないんじゃないのか？

「神を自称する連中とやりあえるだけの力はあるんでね。俺を圧倒したいならもう一段階上の装備が要るんじゃね？」

「ふざけた野郎だ。常識ねぇのかよ」

「問答無用で斬りかかってくるおっさんには言われたくねぇなぁ!?」

　叫ぶ俺に向けておっさんが剣を変形させて空中の俺へと向けてくる。ははぁ？　接近戦は不利と見たな？　そう来るのは予測済みだよ。

　集中させていた魔力を開放し、一瞬でおっさんの真横へと転移する。

「いい剣だな。貰もらってやるよ」

「ぐぉっ!?」

　おっさんの腕を捻ひねり上げ、その手から変形したままの剣をもぎ取る。そしてそのままおっさんを思い切り振り回し、砂浜へと向かって投げつけた。ズドォン、という音を立てて今度は砂柱が上がる。

　おっさんが復帰してくる前に剣を観察するが、使い方がわからないな。まぁ、あとでじっくりと弄いじりまわすとしよう。最悪駄神に聞けばいい。鑑定眼でじっくり見てみるのもアリだな。

「……やってくれるじゃねぇか」

「先に仕掛けてきたのはそっちだし、おっさんが俺の剣をぶっ壊したんだろうに……ところで、諦める気はないか？　実力差は歴然としていると思うんだが」

「お前は自分の仲間や家族の仇かたきを目の前にして復ふく讐しゆうを止められるか？」

「んー、無理だな。じゃあ、どうあっても殺し合うしか無いってことで良いか？」

　俺の質問におっさんは答えず、魔力眼によって強化外骨格の出力が上がったのがわかる。

　どんなに取り繕おうとも憎いものは憎い。俺だって嫁達が誰かに殺されたら絶対にそいつを許さないだろう。復讐は何も生まない、なんてのは綺き麗れい事だと俺は思う。

　ならば、是非もない。どうあっても殺し合うしか無いというのなら、あのおっさんは完全に俺の敵だ。敵は排除できるうちに排除しなければならない。足元を掬すくわれて誰か大切な人を失うことになったら目も当てられない。俺だけが狙われる保証もないしな。なら、やるだけだ。

　俺が決意を固めた次の瞬間、おっさんが砂浜を蹴り、白い砲弾となってこちらに突っ込んできた。俺は変形したままの剣を瞬時にストレージに収納し、突っ込んでくるおっさんを迎え撃つ。

　突っ込んできたおっさんの拳こぶしと迎撃する俺の拳が真正面からぶつかり合い、空気が弾けて湖面に波紋が広がる。強化外骨格で守られたおっさんの拳は俺の膨大な魔力を纏った拳の一撃を受けてもなお砕けない。単に白い素材でできた強化外骨格の性能か、それともおっさんの意地か。

　しかし拳は砕けなくともダメージはあったようで、おっさんの挙動が一瞬止まる。その隙を逃す俺ではない。

「ぐっ!?」

　素早くおっさんの手首を取って引き込み、反対の手でおっさんの首を摑つかむ。そして魔力を集中させる。狙いは完全に密着した状態での爆殺。

　一撃で石造りの建物を完全に吹き飛ばすほどの爆裂光弾がおっさんの首元で炸さく裂れつした。




　ズドォンッ！




　耳を劈つんざくような爆発音。

　拳がぶつかり合った時とは比べ物にならないほどの衝撃波が湖面を激しく波立たせた。おっさんの身体が煙の尾を引きながら遥はるか彼方に吹き飛んでいく。

「クソいってぇ……」

　無茶な魔法行使でボロボロになった左手に回復魔法を施す。しかしあの強化外骨格は頑丈だな。首から上を吹き飛ばすつもりで爆裂光弾を放ったのに、まだ首から上が胴体にくっついてたぞ。多分あの威力なら衝撃のせいで中身が無事じゃ済まないだろうが……どうかな。あの強化外骨格は異常に頑丈だからな。

　気配察知でおっさんの気配を調べてみるが、捉とらえられない。死んだか、それとも感知範囲外まで吹っ飛ばしたか……こりゃ下手を打ったな。ちゃんと死体を確認できる方法で殺せば良かった。

　いいや、念には念を入れておこう。俺は風魔法で飛び上がり、空中で静止した。魔力を集中し、両手の指先に合計十発の光弾を作り出す。おっさんの飛んでいった方向は大体わかってる。気配察知の感知範囲は大体あの辺りまで、もし感知範囲外にまで吹き飛んでいっているならだいたいあの辺りか。

「極大爆破」

　飛んでいった方向と角度、そして気配察知の感知範囲外ということで大体の見当をつけ、おっさんの身体が落下したであろう地域を極大爆破で念入りに、広範囲に更地にしておく。一セット十発、三セットで三十発もぶち込んでおけば良いだろう。やると決めた以上はこのタイシ、容赦はせん！

　しかしこんなことなら本当にしっかり殺しておけば良かった。今更後悔してもやってしまったものはどうしようもないので、頭を搔かきながら巨木の洞うろへと引き返す。巨木の洞の周辺は無残な有様だ。木の根の橋は半ばで両断され、周囲を囲む湖も戦闘の余波でボコボコである。この辺の惨状はだいたいあのおっさんが原因なのであのおっさんが悪い。

　何はともあれ、こんなところにいたらリイの氏族の奴らが戻ってくるかもしれない。速やかに移動したほうが良いだろう。

「ちょっと、大丈夫!?」

「なんだか目の回るような戦いだったけど、怪け我がはないの？」

「大丈夫だ」

　走り寄ってきた二人を抱き寄せ、最小限の返事だけをして魔力を集中する。向かう先は……マップにマーカーがついてるところがあるな。どこかわからんが、ここでいいや。

「飛ぶぞ」

「へっ？」

　リファナが気の抜けたような声を発した瞬間、視界がブラックアウトした。久々だな、この感覚は。








第四話　～ついに力を取り戻しました～









　一瞬の視界のブラックアウトと、浮遊感。

　視界が戻ってすぐに目に入ってくるのは巨大なドーム状の白い構造物。そして蛍のように辺りを舞う燐りん光こう。少し離れた場所にはセキュリティゲートのような構造物と、それを守る機械兵士が見える。

「え、えぇっ!?　な、なに!?　どうなってるの!?」

　突然のことに驚いたのか、リファナが目を白黒させながら驚きの声を上げる。

「落ち着きなさい。ここは……ハーピィの集落の近くの禁足地ね」

　対するエルミナさんは至って冷静だ。すぐにこれが転移魔法だということに気がついたんだろう。そうか、あそこか。そういえばリアルがマーカーをつけておくとかなんとか言ってた気がするな。

「そうですか。ここの名前はなんでしたっけ？」

「機械兵の駐屯所よ。休憩に都合が良いから単に休憩所とも呼ばれているけれど」

「なるほど」

　今更といえば今更だが、やはり人を殺あやめた後はテンションが上がらないな。身を守るためには仕方がないこととはいえ、やはり魔物と違って言葉の通じる相手を殺めるのはあまり気分が良くない。

　俺の顔色から何かを察したのか、エルミナさんが俺にそっと抱きついて背中をさすってくれた。柔らかい身体の感触に包まれ、落ち込んでいた気分が少し上向きになる。

「大丈夫？」

「あんまり大丈夫じゃないですね」

　正直に言う。襲い掛かってきた相手とはいえ、やはり人を殺すのは精神的にキツい。相手がド外道の悪人とかならまだ心も痛まないんだけどな。

「殺したの？」

「恐らく。死体は確認してませんが」

　あれで生きてるなら大したもんだ。もしまた現れたら次は確実に仕留めよう。気は進まないが。

「そう」

　エルミナさんはそれ以上何も言わなかった。ただ、俺を抱きしめたまま背中を撫なで続けてくれた。

「立ってないで、少し休みましょう？」

　そう言ってエルミナさんが俺から身を離し、リファナに目配せをする。そうするとリファナは草むらの上に座り、自分の膝ひざをポンポンと叩いた。

「ほら、膝枕してあげるわ」

「お、おう」

　何か流れるような連携というかなんというか……まるで予あらかじめ話し合っていたみたいだな。今は難しいことを考えずに黙って膝枕されよう。草むらに寝転び、リファナの膝に頭を預ける。リファナの手が俺の頭を撫でてくる。なんだか意味もわからず涙が出そうになった。
















「ここに来る前、ひどい顔をしてたわよ」

「そうか」

「あんなに強いのに、こんなに弱いのね。なんだかおかしいわ」

　リファナがそう言って微笑ほほえみながら俺の頭を優しく撫でる。

「悪かったな」

「悪くないわよ。正直、少し安心したわ。どんなに強い力を持っていても、心は私達と変わらないんだってね。これで何の感慨もなく平然としていたら、逆にちょっと怖かったかも」

「そうね。どんなにすごい力を持っていてもタイシくんはタイシくん。心まで強かったら独りでなんでもできてしまうものね。大丈夫よ、心は私達が守ってあげるわ」

　エルミナさんもすぐ傍そばに腰を下ろし、二人で俺の頭を撫でてくる。そうやって甘やかされ、撫でられているうちになんだか気分も良くなってきた。単に恥ずかしくなってきただけかもしれないが、そう思えるということは心が平常な状態に戻ってきたということだろう、多分。

「もういいの？」

「うん、ありがとう」

　いつまでも落ち込んではいられない。お腹なかも空いてきたしな。

「それにしても、あの男何者だったのかしらね。リイの氏族が人間にあんな態度を取るなんて信じられないのだけれど」

「リアルに聞いてみないとわかんないですけど、多分古代人の生き残りだと思いますよ。なんで生きてるのか知りませんけど」

「古代人って、禁足地を作った？　随分長生きなのね？」

「ほら、缶詰拾った施設に干からびた死体あったじゃないですか。多分ああいう感じの装置が上う手まく機能し続けて冬眠してたんじゃないですかね」

「なるほどね」

「とりあえず、ここなら禁断の園からも随分離れてますし追手がかかることもないでしょう。リアルのやつが擬神格の処理を終えるまで休憩ってことで」

「そうね、じゃあ野営の準備をしましょうか」

　エルミナさんの号令で俺達はすぐに野営の準備を始めた。ストレージからテントを出して設営し、地魔法でかまどや流し台、食卓を作る。流し台は石で作ったタンクから配管を通して簡単に水を使えるようにした。排水も完かん璧ぺきだ。

「なんだか随分器用に魔法を使えるようになったわね」

　テントの設営を追えたらしいリファナが俺がサクサクと流し台や食卓を作る様子を眺めて呟つぶやく。

「力が戻ったからな。今なら石造りの家だってものの数分で作れるぞ」

　時間さえかければ城じよう塞さいだって築けるだろう。建築の専門家じゃないからどっちも雑な作りになるだろうけどな！

　ストレージから調理器具を出しつつ本日の昼食メニューを考える。禁断の園突入後は休憩をする暇もなかったので、実はかなり腹ペコだ。もう完全に昼時は過ぎているしな。

「何が良い？」

「あんまり重くない物が良いわ」

「そっか。んじゃスープとかでいいかね」

　川魚の焼干しで出汁を取ったスープをメインに、果物の缶詰を出してやるとしよう。それに塩漬けのベヘモス肉を適度に塩抜きしてから茹ゆでで、煮豚ならぬ煮ベヘモスを添えるか。多めに作って晩飯に食うなり夜番の夜食にするのも良いな。

　火魔法で火力を出しているかまどに薪拾いから帰ってきたエルミナさんが薪を放り込んでくれる。火魔法で加熱する場合はずっと見てないといけないから、薪があると楽なんだよな。

「鳥を獲ってきたから向こうで捌さばいてくるわね」

「食える内臓あったら鮮度が落ちる前に持ってきてください。ストレージなら新鮮なまま保管できるんで、夕飯に使えますよ」

「わかったわ」

　エルミナさんが少し離れた風下で既に血抜きを終えているらしい名も知らぬ鳥の羽を毟むしり始める。リファナはエルミナさんの毟った羽を選別していた。矢羽にでもするのかね。

　そうして小一時間ほど経った頃、俺達はだいぶ遅い昼食をとり始めた。

「お疲れ様でした」

「そうね、色々と疲れたわね」

「タイシくんといると退屈しないわ」

　本当に疲れた様子のリファナと微笑んでいるエルミナさんの表情が対照的だな。即席のマグに入った氷水をまず一口飲み、溜ため息いきを吐く。本当に疲れてる時にはキンキンに冷えた氷水が至福だ。

「とりあえず、状況をまとめましょうか」

「そうね、そうした方が良いと思うわ」

「ええ、お願い」

「今は取り込んだ擬神格の処理待ちですね。あの大層な剣から取り込んだ擬神格は相当力の強いものみたいなんで、かなり進しん捗ちよくしたんじゃないかなと」

　早速煮ベヘモスをもしゃもしゃとやりながら話す。うん、もう少し塩抜いても良かったかな？　ちょっと塩辛いが、これはこれでパンが進む。エルミナさんとリファナはスープから取り掛かるようだ。

「そうだといいわね。あとはリイの氏族かしら」

「ですね。推測の域を出ませんが、古代人の生き残りらしきおっさんとリイの氏族は協力関係……というよりは、リイの氏族はあのおっさんを上位者として敬っていた感じでしたよね」

「そうね。あの気位の高い連中がただの人間に傅かしずくとは思えないし、タイシの推測は多分当たってるんじゃない？」

　スープにパンを浸して口に運びながらリファナが頷うなずく。

「まぁ、そうかもな。やり合ってるときの会話の節々からも古代人っぽい感じはあったんで間違いなさそうだ」

「ところで、あの男はなんでタイシくんに襲い掛かってきたのかしら？」

「ああ、駄神──リアルは旧世界、つまり古代人達を滅ぼした邪神みたいなんですよね。なので恨みつらみが募ってるっぽかったですよ」

　ちょっと塩辛いが、煮ベヘモスを食う手が止まらない。うーん、この嚙かみごたえが良いんだよな。ベヘモス肉は。大樹海にもいないのかな？　いるなら是非狩りたいところだ。

「邪神って……大丈夫なの？」

「大丈夫じゃないかな。俺が聞いた旧世界滅亡の経緯を大まかに話すと、古代人達は神々を奴隷化して擬神格って形にして使い潰つぶしてたらしくてな、あいつが最後の生き残りだったらしい。まぁ邪悪過ぎるというか力が強過ぎて制御できないから最後まで放置されてたみたいなんだが、神という資源を使い潰し続けた古代人は最終的にあいつに手を出して、ブチギレたあいつに滅ぼされかけたんだと」

「大丈夫な要素無いじゃない」

　氷水で冷やしてあった果物の缶詰を開封していたリファナの頰ほおが引きつる。

「まぁ最後まで聞けよ。で、世界を滅ぼそうとしていたあいつを止めたのが今日見つけたあの剣なんだとさ。正気に戻ったあいつは生き残っていた擬神格持ちの人間を配下として、邪神の本分を捨てて世界の再生に尽力したらしい。本分は邪神なんだが、生き残った本物の神があいつしかいなかったから世界再生をあいつがするしか無かったって感じのことを言ってたぞ」

　スープを口にする。うん、あっさりって感じで良いな。煮ベヘモスが塩辛い分バランス取れてる気がする。

「スケールの大きい話ねぇ。こんなところで今の世界の成り立ちの真実を聞くことになるとは思わなかったわ」

「まぁ本人、本神？　が言ってますからねぇ。少なくとも俺はヴォールトやガイナの現物と会ったことがあるわけですし、あいつらの態度から考えてもほぼ真実じゃないかなと……って話が逸それたな。で、話を戻すと明確な敵が増えたってのが現状だな。あのおっさんは──まぁ多分くたばったと思うけど、リイの氏族は俺達を許さんだろ」

「そうね。リイの氏族が自分達の縄張りから出てくるとは思えないけど、事が事だけに警戒はしたほうが良いと思うわ」

「こことリイの氏族の勢力圏は距離的にかなり離れてるから、差し迫った脅威ではないと思うけどね。私達の行方を追えるとも思えないし」

　木製のフォークでシロップ漬けの果物を食べているリファナを見て、俺も冷やしてある缶詰に手を伸ばす。食後のデザートっていいよな。

「転移で飛んできましたからね。ただ、リイの氏族はもしかすると旧世界の遺産を秘匿してる可能性があるんで……何か特別なアイテムで追ってくる可能性もあります」

「そうねぇ、禁足地で発掘される品には特殊なものが多いし」

　先日拾った魔法拳けん銃じゆうや可変型の魔法長銃も今の時代の魔導具としては多分にオーバースペックな品だ。異常に頑丈な素材のせいで分解もできないしな。せめて分解ができればリバースエンジニアリングでもしてやるところなんだが。

「とりあえず、現状把握はこんなところかな。他に何かあるか？」

　俺の言葉にエルミナさんが手を挙げた。

「力を手に入れた先がわからないのは少し不安ね。どうするつもりなの？」

「んー、一言で言うとリアル任せですね。一対一なら互角以上にやり合えると思いますが、複数相手には無謀ですから、殴り合うのはナシです。リアルが言うには神々も一枚岩じゃないみたいなんで、そこを切り崩して仲間につけるつもりみたいですよ。そこら辺のコネクションは俺にはないんで、結局リアルに頼る他ないです」

「上手くいくの？」

「さてな。リアルには何かしらのあてがあるようだったが」

　リファナに向かって肩を竦すくめて見せながらシロップ漬けの黄桃のような果実にかぶりつく。ちょっと硬めの果肉の食感が心地好よいな。シロップの甘さに果実そのものの甘みと酸味が合わさって非常に美お味いしい。

　今のところこの缶詰の消費がダントツで早いんだよな。リファナが特に気に入ってる。

「実質的にノープランに近いなぁ。また殴り合うってわけじゃないと思いますけど」

「まぁ、仮に殴り合ったとしても滅ぼすのはどう考えてもまずいわよね」

　エルミナさんが苦笑する。ヴォールト達は本物の神とは言えない存在かも知れないが、実際にこの世界で崇められている存在だ。俺は神殿とは今まで殆ほとんど関わってこなかったが、信仰することによる現世利益もあるらしいのでもし滅ぼしてしまった場合はそういうものが無くなる可能性がある。稀まれに降臨して力を振るうこともあるらしいしな。

「まぁ、出たとこ勝負なのは割といつものことです。なるようになるでしょう」

「適当ねぇ」

「俺の頭がもう少し良ければマシな手を思いつくのかもしれないけどな」

　とりあえずは目の前のことを一つ一つ片付けていくしかない。俺にできることなんて限られているからな。

「さしあたってやることもないし、イチャついてまったりと待つとしよう」

「禁足地を攻略しないの？」

「軍事施設っぽいし、セキュリティが厳しそうだからリアルが動ける時の方が良いだろうな。意気揚々と突撃していった挙句、扉が開けられなくてすごすごと帰ってくる羽目になりそうだし。それに、騒ぎを起こすとリイの氏族に感づかれるかもしれない」

「そうね。どういった方法でかはわからないけれど、あの巨木に入っただけで向かってきていたみたいだし」

　恐らく俺達が気づかないようなセンサーか結界か何かがあったんだろう。今の俺なら結界は見破れると思うが、直接的な危険の無いセンサーなんかは見破れないかもな。

「それじゃ、ゆっくりしましょうか。今日は大変だったしね」

「も、もう一回膝ひざ枕まくらしてあげてもいいわよ？」

　微笑むエルミナさんと顔を赤くしたリファナに挟まれ、自然と笑みが溢あふれてくる。きっと二人とも気を遣ってくれているんだろうな。うん、グダグダと引きずっていないで気持ちを切り替えよう。
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　機械兵の駐屯所に転移で逃げてきてから三日が過ぎた。この三日間は実に平和な三日間だった。この辺りの森は比較的穏やかで魔物も少なく、そもそも俺達がキャンプ地にしている禁足地には魔物が近寄ってこないので夜も安心だ。俺の結界もあったしな。

　食料に関してもストレージに入っていた分と周辺で採取した山菜や獲った鳥獣で十分に賄えたので、何の心配もない。水や住居に関しては言わずもがなだ。

　で、特にこれといってやることも無かったのでこの三日間は大変穏やかに過ごした。エルミナさんに甘えたり、リファナに甘えられたり、三人で昼寝をしたりとそれはもう充実した三日間だった。

「ズルい。ズルくない？」

　そして駄神ことリアルがお冠である。

「ボクが不眠不休で擬神格を処理している間に三人でしっぽりですかぁ～？　いいなぁー、ズルいなー。ボクもイチャイチャヌプヌプしたいなぁー」

「わかったわかった。今度な、今度」

「それ絶対やる気ないやつでしょ。そんなのやだやだやだやだやだぁー！」

　という感じでヘソを曲げたので、ご機嫌を取るのに更に一日を費やすことになった。神の威厳もクソもない。問答無用で祟たたってきたりしないだけ有情といえば有情か。

　エルミナさんとリファナは気を利かせて最寄りのハーピィの集落まで行って泊まってくるということなので、今日一日はリアルと二人っきりだ。まぁ、早速テントの中に引っ張り込まれたわけだが。

「なかなかいいもの手に入れたじゃない。あの子達を滅ぼせはしないけど、撃退するには良い武器だよ」

　一戦致した後、俺がおっさんから奪った剣を弄もてあそびながらリアルがそう言う。どうでもいいけど、二人とも裸なんだから扱いに気をつけろよ。それ切れ味も半端ないんだからな。

「どういうことだ？」

「この剣はね、世界に干渉するためのアバターを破壊できるんだよ」

「アバター？」

「神がこの世界に干渉するための仮の身体だよ。キミにわかりやすく言うと、ゲームの操作キャラみたいなものかな。ゲームの操作キャラはいくらボコボコにされてもプレイヤー自身は痛くも痒かゆくもないでしょ？」

「んー……？　まぁ、そうだな？」

「この剣はそんな神のアバターを完全に破壊して再使用不能に、つまりコンティニューできなくさせられるのさ。新しいアバターを作るのにはそれなりにコストも時間もかかるから、とりあえずの撃退ができるってわけ」

「なんとなく理解はできたが、前回俺が追い詰めたヴォールトは結構苦しそうだったぞ？」

　確かに普通の斬撃や魔法じゃ大してダメージは通っていなかったみたいだが、剣の勇者である義父の必殺技、百びゃく閃せんでの攻撃はなんか効いてたっぽいし、斬った身体の部位をストレージに収納して解体するのは滅茶苦茶効いてたっぽいんだが。

「それはキミの斬撃が一瞬世界の理ことわりを越えて神の本体を傷つけたのと、より上位の神であるボクの権能でヴォールトのアバターごと彼の本体を傷つけたからだね。前者はゲームキャラが受けた傷がモニター越しにフィードバックしたようなもので、後者はモニターからいきなり手が生えてきて顔面ぶん殴ってきたようなものかな？」

「なにそれこわい」

「ヴォールトはさぞかしびっくりしただろうね」

　リアルがクスクスと笑いながら剣を置き、俺の胸板を撫なでてくる。たとえの内容が明確にイメージできるだけにそりゃ怖いよなって感じだ。

「んじゃあれか、今の俺は箱庭育成ゲームの中に突如現れたお邪魔キャラみたいなもんで、しかも排除しようとすると画面越しに直接殴ってくるホラーな存在か」

「概おおむねそんな感じかな。あるいは畑に湧いた害虫というか害獣というか」

　そりゃ排除しようと躍起になるわな。つか畑なのかよ。一体何を収穫しているんですかね？

「ゲームなら即リセットか、出現より前のセーブデータをロードするところだよな」

「ゲームならね。残念ながらゲームじゃないからそうもいかない」

「下手に手を出さないで寿命で死ぬまで待ってくれりゃいいのにな」

　神の視点で見れば俺の寿命なんて大した時間でもないだろうに。放っておけよって感じだ。

「まぁボクが関与してるからね。ヴォールトとしても放っておけなかったんじゃない？」

「お前のせいかよ」

「要素の一つとして、だよ。キミが街に引きこもって生産活動だけしてるとかならここまではならなかったんじゃないかな？」

「なるほど」

　確かに。別に良い暮らしをするだけならそこそこに鍛えてから街の中で働く魔法使いとか鍛か冶じ師とか、そんな感じで過ごすこともできたな。勇者ルートに乗っかったのはどこが起点だったか……あのトロール退治か、騎士団訪問だな。あそこをスルーすれば今とは全く違う生活を送ってたのかもしれない。

「ｉｆの話をしても不毛だな。それよりも今後どう動くかだ。力の回復具合はどうなんだ？」

「そうだねぇ、まぁ以前と同程度まで回復したかな？　もう少し上積みしておきたいね」

　リアルが自分の白魚のような指を眺めながらそう言う。

「そうか。それで、機が熟したらどうするんだ？　具体的にどうするかは聞いてないんだが」

「そう言えばそうだったね。あの子達のうち何人かをこっちに引き込むつもりなんだけど、具体的方策としてはキミに神の試練を受けてもらう」

「神の試練？」

「そう。神々の課す試練を突破して、祝福を授けてもらうんだ。そして、最終的には神の座に上がってもらう」

「いやいや、嫌だよ。神の座に上がるって神になるってことだろ？　そんなのお断りだ」

「なんでさ？　不老不死になれるし、色々と融通もきくようになるよ？」

「いや、不老不死とかダメだろ。俺一人だけ生き残って嫁達に置いていかれるとか嫌すぎるわ」

「ならお嫁さん達を眷けん属ぞくにしちゃえばいいんだよ。そうすれば永えい劫ごうの時間をキミの伴はん侶りよ達と一緒に過ごせるようになる」

「んー……」

　なんでもないことのように言うが、正直言ってまったく実感が湧かないぞ。神になるってなんだよ、神になるって。眷属にして解決ってのも、結局のところ嫁達も俺と同じく不老不死にするってことだろう？　それはどうなんだ。

　創作でも神やら不老不死やらになってハッピーエンドってのはあまり見ないぞ。

「まぁ焦って結論を出すことはないよ。とりあえずあの子達の干渉を止めるために、神の座に至る条件を満たしてしまうのが良いさ。寿命が尽きて神の座に至った後にキミが生前やったことの後始末をするってことにしておけば、あの子達もとりあえず納得するだろうしね。本当に神として活動するかどうかはキミの伴侶達と相談して決めれば良い。寿命が尽きるまで時間はあるわけだしね」

「簡単そうに言うなよ」

「今とそう変わりゃしないよ。今よりも力が強くなって、人間としてのしがらみがなくなるだけさ。そりゃ神としての制約は色々とあるけれど、基本的にはお気楽なもんだよ」

　リアルが寝転がる俺に身を寄せ、耳元で囁ささやく。

「それに、ボクにだって手を出したんだから責任取ってくれないとね？」

「お前そりゃちょっと卑ひ怯きようだろう……」

「邪神だからねぇ。夜襲、朝駆け、なんでもござれだよ？」

　リアルがクスクスと笑う。まぁ、いいや。とりあえず先送りにしよう。死ぬ時までに決断すればいいってんなら今すぐに思い悩むこともないな。明日できることは明日やる、の精神で行こう。問題の先送りでしかないけどな。
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「……」

「（にこにこ）」

「ごほん……さて、というわけで目の前の遺跡を攻略するわけですが」

　翌日の昼過ぎ、ハーピィさん達の集落から帰還した二人を前に咳せき払ばらいをして見せるが、二人ともピクリとも動く気配がない。リファナはジト目で俺に抱きつくリアルを睨にらむばかりであるし、エルミナさんに至ってはにこにこと笑っているだけだ。目が笑ってないです。許して。

「というか待って。無限ループって怖くね？　これ二人に構ってリアルが拗すねてリアルに構ったら二人が拗ねるの無限ループだよね？　そろそろ矛を収めよう？」

「ちっ」

「もう一回くらいいけると思ったのにー」

「そこまでチョロくはなかったね」

「おいお前ら」

　いつの間に結託してたんだよ。

「だってタイシくん、こうでもしないと休みもなしに突き進み続けそうなんだもの」

「生き急ぎ過ぎよ」

「そうは言ってもな……」

　クローバーに残しているマール達のことを考えると心配でならない。俺がクローバーを離れてからなんだかんだでもう結構な時間が経っているのだ。こんなに長い期間嫁達と離れるのは初めてだからな。

「やっぱり触れられない、声も聞けない、顔を見ることもできないっていうのは辛いんだよ」

　二人を前にしてこう言うのは自分でもどうかとは思うが、こればかりはな。そうそう滅多なことはないだろうとは思うが、心配だし寂しいのだ。

「そうよね。私もあんたとずっと離れ離れになったらそう思うだろうし」

「でも、だからこそよ。焦って無茶をしてはいけないわ。そういう時こそ一歩ずつ、着実にね」

「そうですね」

　確かに、少し焦ってしまいがちかもしれない。俺が急いで帰りたいだけで、明確に急がなければならない理由があるわけではないからな。大氾はん濫らんの時のように、時間が経てば経つほど人命が失われるわけでもない。いや、そういう状況に陥っていないとも限らないから焦燥感に苛さいなまれているんだけどな。

「とりあえず行きましょう、サクッと」

「いや、サクッとはいかないんじゃない？　機械兵士は強いわよ？」

「いや、サクッといきますよ。俺が突っ込むんで、下がっててください」

「一人で行くつもり？　いくらなんでも……」

「大丈夫だ、問題ない」

　セキュリティゲートのような建造物へと一人で歩を進め、三人と距離が空いたのを確認する。

「確かこうだったな」

　おっさんから奪った剣に魔力を流しながら一振りする。その動作がキーとなり、極光が白い刀身を覆い尽くした。

　急激に熱せられた空気が熱波と化し、足元の草を一瞬で灰にする。俺自身にはその熱波の影響はない。この剣に搭載された使用者保護機能が正常に働いているようだ。

「ひゅー、かっこいいぞこれ」

『Ｖｉｉｉｉｉｐ！』

　突如発生した膨大な熱量に警戒したのか、それとも単に近づいてくる俺に警戒したのかはわからないが、セキュリティゲートを守っていた二体の機械兵士が警告音のようなものを発する。

「──ふっ！」

　息を吐き、一気に間合いを詰めて渾こん身しんの突きを放つ。魔闘術によって強化された蹴けり足が地面を陥没させ、風景が一瞬で切り替わった。重い手応えと破壊音が攻撃の命中を知らせる。

『ＧＵＩＧＡＡＡ！』

　極光を放つ剣に貫かれた機械兵士がノイズを発して停止する。かなり硬い手応えだったが、この剣であれば異常に硬い白い陶器のような素材も貫通することができるようだ。

　もう一体の機械兵士は一瞬俺の姿を見失っていたようで、一拍遅れて俺の方へと向き直った。しかし、それでは遅い。

　一体目の機械兵士から引き抜かれた極光剣をようやくこちらに向き直った機械兵士へと撃ち込む。全力の袈け裟さ斬りが機械兵士の身体を両断した。爆発とかされると困るので速攻で両方ともストレージに収容する。

　いやぁ、長銃型の魔法銃を鈍器代わりにして一生懸命叩たたいた時と比べると滅茶苦茶楽だな。この剣もまさか機械兵士を貫いたり斬ったりできるとは思わなかったし。これは大幅な戦力増強ですな。

『ＶｉｉｉｉｉｉＰ!!』

　警報音が鳴り響き奥の白いドームからワラワラと機械兵士達が出てくる。ふむ、やっぱりもっと沢山いるよな。出てきた機械兵士達はどれも一様に同じ姿をしており、こちらを捕ほ捉そく次第、武器である腕を向けてくる。

「ダメよタイシくん！　退ひきなさい！」

「早く！」

　後ろでエルミナさんとリファナが慌てた声で騒いでいる。しかし、俺は二人に振り返らずに魔力を集中しながら前へと足を踏み出した。先程と同じ爆発的な加速で一気に間合いを詰め、先頭の機械兵士を撫で斬ぎりにする。

『Ｖｏｏｏｏｍ！』

　一部の機械兵士達が腕部を鈍器のように変形させて殴りかかってきた。そして他の機体は誤射も気にせず射撃を続ける。どうやら機械兵士達の放つ魔法弾は彼ら自身の装甲を貫通できないため、誤射を気にせず制圧を優先するらしい。

　誤射を恐れて機械兵士側の手数が減るのではないかと思っていたのだが、あてが外れてしまったな。光魔法の光盾ライトシールドを展開し、機械兵士達の集団に飛び込む。

「オラオラオラオラオラオラァ！」

　機械兵士達は確かに硬く、攻撃は正確だ。だが、それだけといえばそれだけだ。強固な装甲さえ極光剣で貫けるようになれば、ただ攻撃が正確なだけの木で偶くである。速さも技巧も無いのでは俺の相手にはならない。

　殴りかかってきた機械兵士を殴られるよりも早く両断し、その上半身を蹴り飛ばして発砲しようとした機械兵士を破壊する。魔力を集中しながら横合いから殴りかかってきた機械兵士の拳こぶしをしゃがんで避よけ、逆袈裟に両断。摑つかみ上げた機械兵士の下半身を振り回して三体まとめて機械兵士を打ち倒し、ボロボロになった下半身を全力で投とう擲てきして更に複数の機械兵士を破壊する。

　そうすると突然機械兵士達が連携し、俺から一斉に間合いを取った。一斉射撃が俺へと殺到してくるが、次の瞬間視界が切り替わる。短距離転移で移動した先には一斉に射撃をしている機械兵士達の背中、背中、背中。

「ッ！」

　短く息を吐き、背後から機械兵士達へと襲いかかる。

　そうやって戦うこと数分ほどで白いドームからの増援も打ち止めとなり、結果として俺の周りには白い機械兵士達の残ざん骸がいが無数に散乱することになった。中にはまだ微妙に動いてるのもいるな。完全に破壊してストレージに収納する。

　俺以外に動くモノの居なくなったドーム前の広場に三人が歩いてきた。

「ちょっと信じられないわね。機械兵士が紙かみ屑くず同然じゃない」

　残骸の散らばる広場を見回し、エルミナさんが苦笑いする。うん、肩慣らしの相手にはまぁまぁ良かったかな。

　周りの残骸を全てストレージに回収する。分解すれば何千年単位で動き続けるこいつらの動力をゲットできるかもしれないしな。恒常的に何らかのエネルギーを取り出せるなら何かと使い道はあるだろう。

「突入しましょうか」

「ええ。それにしても本当に、随分強くなったわね」

「そうね。流石さすがに今のタイシくんには勝てる気がしないわ」

「別に勝つ必要は無いでしょう」

　思わず苦笑いが込み上げてくる。エルミナさんはガチの武闘派だからな、割と本気で悔しそうな顔だ。リファナはちょっと嬉うれしそうというか、見直したと言ってるような顔してるけど。

「じゃあ、ボクはまたタイシに潜ってるねー」

　リアルは興味なさげな感じでフッと消え失せる。何かが入ってきた感覚はないが、言う通りまた俺の中に戻ってきたんだろう。リアルにしてみればこれくらいできて当然って感じなんだろうな。

「それじゃあお邪魔するとしますか」

「ええ」

「わかったわ。慎重に行きましょう」

　俺達は頷うなずき合い、白いドーム状の建造物へと足を向けた。
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「うーん……なんだろう、ここは」

　ロックされていた出入り口をリアルに解除してもらい、内部を探索しながら俺は首を傾げる。

　入ってすぐの広間はエントランスホールだったんだろうということはわかった。来客カウンターみたいなものがあったし。エントランスは結構広く、休憩用のソファらしきものもあった。枯れ果てた巨大な観葉植物らしきものが植えてある植木鉢みたいなものもあった。

　問題はその後だ。研究室のようなものがあったかと思えば、トレーニングルームみたいな部屋もある。かと思えばやたら厳重にロックされていたのに灰のようなものしか残っていない部屋とかもあった。食堂のような場所があったかと思えばオフィスのような場所もある。医務室、というよりは診察室のような部屋や病室らしきものもあった。

「何の施設なのかサッパリわからん」

「私達もサッパリね」

「今のところ危険なものが無いのはいいけどね」

「大した収穫も無いけどなぁ」

　リアルが擬神格の波動を感知していた以上、どこかに擬神格があるのは間違いないんだろうけどな。今のところ気の利いたアイテムは何も手に入っていない。武器とか防具とかお役立ちアイテムとかね。

　そういえば食堂みたいなとこにはまた食料の保管庫があって、中身の大丈夫そうな食料は頂いた。数はそんなに無かったけど種類は豊富だったな。缶詰だけじゃなくレトルト食品っぽいものもあったから楽しみだ。

　暫しばらく探索していると、また妙に強固なセキュリティに守られているポイントを見つけた。嘆きの牢ろう獄ごく塔でも見た自動機銃のようなものが多数設置されたセキュリティステーションのような場所だ。

「ここが目的の場所かしら？」

「警備が厳重ですね」

　物陰に隠れて様子を窺うかがいながら対処方法を相談する。とは言っても、この中で旧世界の機械兵器に対抗できるのは俺だけだ。すぐに対処法は決まった。

「そぉいっ！」

　外で破壊した機械兵士の残骸を全力で投げつけて自動機銃を破壊する。

「この手に限る」

「脳みそまで筋肉詰まってそうなアレねぇ……」

「実際に呆あきれるほど有効だから仕方ないね」

　白い陶器のような謎素材は滅茶苦茶硬い。だが不思議なことに同じ素材でできたもの同士が衝突すると割と簡単に壊れるのだ。しかも、衝突時には勢いの強い方が静止物を一方的に破壊するような節がある。物理学については正直よくわからんが、なんというかデタラメな物質だということはよくわかるな。

『ちなみにその物質、クロノミクスって言うんだよ』

　クロノミクスねえ。まぁいいや、進むとしよう。

『まぁいいやで流された!?』

　なんか俺の頭の中で愕がく然ぜんとしているリアルを無視しつつ、セキュリティステーションの奥へと歩を進める。ちなみにステーションも探索してみたが何もなかった。死体の一つでも転がってないものかとも思ったのだが、考えてみれば旧世界が滅びたのは遥はるか昔。恐らく骨も遺さず風化してしまったのだろう。警棒のようなものは見つかったが、今更なぁ。まぁ一本だけ回収しておこうか。

「なんだか雰囲気が変わったわね」

「そうねぇ。光ってるのが多くなったわ」

「ですね。この辺の機械は生きてるのかな」

　セキュリティステーションを越えた先では研究室のような部屋がかなり多くなってきた。

　全体的な感じからしてこのドーム状の施設は超大型の研究施設なのかもしれない。警備の厳重さから考えると、もしかしたら軍か或あるいは軍需産業か何かの研究施設か？

「どうするの？　探索する？」

「ゲームなら全部屋探索するんですけどね……とりあえず奥を目指しましょう」

「げーむ？」

　リファナが俺の言葉に首を傾かしげていたが、スルーしてさっさと奥に向かう。今俺達が探しているのはちょっとした便利グッズや武器の類たぐいではなく、擬神格だ。いや、あるに越したことはないのだが、あくまでも見つかればついでにという程度である。施錠もされていないような部屋はスルーし、厳重にロックされているような部屋を中心に探索を進める。

「タイシくん、なんだか物々しい雰囲気の場所よ」

「なんですかね。武器庫かな？」

　見つけたのは大型のカウンターといかにも頑丈そうな扉である。リアルに頑丈そうな扉のロックを解除させて中に入ってみると、そこには多くの棚と、棚に整然と並べられた武器らしきものがあった。

　何な故ぜ一目見て武器だと思ったのかというと、どれもがだいたい銃のような形をしていたからである。やはり使う者の姿形が同じであれば、武器の形状というのはそんなに変わらないものであるらしい。

「回収していきますか」

「大丈夫なの？」

「まぁ、とりあえず確保だけしておいて使えそうなら使えばいいですし。あまりにもヤバそうなら俺が死蔵してもいいし、地下深くに埋めてもいいです」

　心配するエルミナさんにそう返して棚の中の武器らしき物体を根こそぎストレージに回収していく。全てが白い陶器のようなクロノミクスで作られたもので、朽ち果てているものは無かった。軍用らしき武器にも使われているところを見ると、よほど普及していたのだろうなと思う。

「回収したブツの検証は脱出した後ですね」

「そうね、ぶっつけ本番で使うのは危ないわ」

　リファナが同意して頷く。いくら原形を保っているとはいえ、何千年単位で放置されていた武器だ。その間メンテナンスも一切されていないわけだし、ぶっつけ本番で使って爆発四散とかしたら危険すぎる。広い場所で俺一人で動作確認をするべきだろうな。

　そうして更に進むこと数十分。収穫らしい収穫はない。

　生きている機械が多いから調べれば何か有用な情報があるのかもしれないが、使われている文字が読めない。リアルなら読めるんだろうが、そうまでして欲しい情報も今のところ無いのだ。というか、それぞれの研究室が何を研究していたのかがわからないし、よしんばわかったとしても俺がその内容を理解できるとも思えない。

　軍事系の施設で、かつセキュリティの厳しいエリアとなるとどんなものを研究しているのか想像もつかない。軍が欲しがるものといえばいつの時代も武器、防具、メシだろうしそのどれかだとは思うけどな。単に武器、防具、メシと言っても研究分野は無数と言えるほどに多岐にわたるんだろうけど。

　ただ、うっかり生物兵器やら化学兵器やらの類を引き当てて暴露してしまったら目も当てられない。触らぬ神に祟たたりなしとも言うし、スルー安定である。

『今からまさにその神を触りに行くんだけどね』

「誰が上う手まいこと言えと」

「タイシくん？」

「いえ、心の中で邪神が囁ささやいただけです。気にしないでください」

「それ、聞き方によっては凄すごい言葉よね」

『くっ、封印された右腕が疼うずく……ッ！』

「やめろォッ!?」

　若き日の過ちを正確に穿うがたれて思わず頭を抱えて叫ぶ。男の子だったら一度はかかる病気なんだよ！　大人になってからほじくり返されると死んじゃうからやめて！

『またまたぁ～、今でも好きなんでしょ？』

　大人の男は秘めるものなんだよ！　若いエネルギーと共にダダ漏れで放出していたときとは違うんだ、内に秘めて溜ため込んで熟成させて愉たのしむんだ！　だからそこに正確に打ち込むのはやめろ、爆発して死ぬ。

「だ、大丈夫？」

「ふふふ……次出てきたらとりあえず拳げん骨こつ落としてやりますよ」

　労ってくれるエルミナさんに無理やり笑顔を作ってみせる。別に精神汚染されてるとか侵食されてるとかそういう物騒なことでは無いので気にしないでいただきたい。

「ならいいけど……本当に大丈夫なの？」

「昔の恥ずかしい記憶を刺激されたんですよ……悶もん絶ぜつものの」

「そ、それはご愁傷様ね」

　事情を察してくれたのかエルミナさんが苦笑する。うん、放っておいてください。お願いします。

『今度キミの恥ずかしい記憶の暴露大会をしようか』

　よかろう、おまえはできるだけむざんにころしてやる。

『本当に冗談だからやめてね。というか許して』

　頭の中で駄神をどうしてやろうかということを具体的にイメージしていたら本気で謝ってきた。次にこいつが悪ふざけをしたらこの手でいじめるとしよう。
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「ここが中心部？」

　メニューのマップ機能を活用して暫く進み、それでもそれなりの時間をかけて俺達は施設の中心部へと辿たどり着いた。ここは嘆きの牢獄塔の最奥の部屋にそっくりだ。

　部屋の広さは学校の体育館ほどの広さはあるだろうか。そこそこ広くはあるのだが、用途のわからないタワー状の機械がそこそこの数配置されている上に、中央部に大きなガラス張りのシリンダーのようなものが鎮座しているせいで手狭に感じる。

　エルミナさんとリファナの二人は俺の傍そばからあまり離れず、興味深げに部屋の中を見回している。

「タイシくん？」

「多分あの中央の装置に擬神格があると思います」

　ガラスのシリンダーのように見えるが、あれは多分嘆きの牢獄塔にあったのと同じ装置だろう。ガラスのシリンダーのように見えるアレは実の所円柱状に形を維持している液体のようなものなのだ。どういった仕組みで液体があのように形を保っているのかは知らないが、触れればずぶりとほとんど抵抗もなく手が沈み込んでいくはずである。

「間違いないね、あの中から擬神格の反応を感じるよ。もうビンビン来てるね」

　部屋の中が一瞬まばゆく光を放ち、駄神が顕現した。その頭に速攻で一発拳骨を落とす。

「いだぁ!?」

「とりあえずさっきの礼だこの野郎」

「野郎じゃないですぅー、ボクは完かん璧ぺき美少女のリアルちゃんですぅー。暴力はんたーい」

　涙目になりながらリアルがサッとエルミナさんの陰に隠れる。エルミナさんを盾に使うとは、なんと卑劣な。

「それよりも擬神格だ。取り込めよほら、早くしろ」

「あの中に手を突っ込むのはイヤ。タイシが取って渡してよ」

「お前なぁ……」

　俺だって女の子の身体から擬神格毟むしり取るのなんて嫌だよ。でもこのシリンダーでけぇな？　暗くて中もよく見えないし。

「それよりも中を見えるようにしてくれ。俺も中が何なのかわからないのに手を突っ込むのは御免こうむる」

「それもそうだね。えーっと」

　リアルがシリンダーのすぐ近くにあるパネルを操作すると、真っ暗で何も見えなかったシリンダーの闇が晴れてその中身が明らかになった。

「おいおいマジかよ」

「うわぁ、これ……」

　シリンダーの中に入っていたのは、一言で言えば化物だった。全身の肌は青黒く、頭に角が生え、四肢の先に刃物のような鋭い爪を備えた化物だ。口は大きく裂け、鋭い牙きばが覗のぞいている。全身には硬そうな剛毛も生えており、筋肉も肥大化していて見たことのない、邪悪な獣のようだ……。

　全体としてみれば間違いなく人間ではないのだが……。

「人間、なの？」

「どうかな……ロクでもないものなのは、間違いないと思うが」

「これはあれだね、間違いなく善神じゃなく邪神の擬神格だね！　いいぞ！　すごくいいぞ！　さぁ、早く引っこ抜いてボクにプリーズ！」

　駄神は大興奮しているが、俺を含めた他の三人は絶賛ドン引き中である。

「ええ……？　あれ取り込むの？　ばっちくない？」

「ばっちいとか言うなし!?　きっと由緒正しい邪神の擬神格だよあれは！　うーん、何を司っているのかな？　闇……いや、もっと直接的な、暴力？　獣性かな？」

「良さそうな雰囲気が皆無なんですがそれは。取り込んでも大丈夫なのか？　俺、いきなり乱暴者になって暴れだしたりしない？　というかお前大丈夫なん？」

「それは絶対に大丈夫。神格としてボクに勝てるヤツなんてとっくの昔に使い潰つぶされて完全に消滅してるから。さぁ、早く早く！」

「ほんとにござるかぁ？」

　ハイテンションなリアルに疑いの眼差しを向けながらもシリンダーへと手を伸ばす。ズブリ、とシリンダーへと沈み込む俺の手を見て誰かが短く悲鳴を上げた。恐らくリファナだろう。とりあえず今は集中することにしてシリンダーの中の化物へと手を伸ばし続ける。

　擬神格が埋め込まれているのは嘆きの牢ろう獄ごく塔に囚とらわれていた女の子と同じく胸のほぼ中心部、心臓の上あたりだ。その色は乾いた血のようにドス黒く、昏くらく、紅あかい。指先に硬い何かが触れた、その瞬間である。

「うおわぁっ!?」

「タイシくん!?」

「タイシ!?」

　擬神格に手を触れたまさにその瞬間、化物が目を開き俺の右手を捕まえようとその鋭い爪の生えた手を伸ばしてきた。あんな手で握手でもされようものなら俺の手は間違いなくズタズタに切り裂かれてしまうだろう。

「あっぶねぇ!?」

　手首を握にぎり潰される前になんとか手を引き抜き、事なきを得る。黒い化物はシリンダーの中で暴れていた。目を真っ赤に光らせ、爪を何度も振りかざす。しかし、その身体は爪の先一ミリどころか毛の一本もシリンダーの外に出ることは叶かなわなかった。

　どれだけ暴れても、どれだけ叫んでもシリンダーは決して中のモノを外には出さないようにできているらしい。

「どうすんだ、これ。こんなに暴れてたら擬神格毟り取れねぇぞ」

「うーん、そうだね。封神容器の外に出すのは論外だなぁ。随分肉体の変異が進んでるし、本能しか残ってないみたいだから権能を暴走させそうだ」

「なんか怖い響きだなぁオイ」

　獣性を司る神の権能ってどんなものかわからないが、そんなものが暴走したりした日にはどう考えても碌ろくなことが起こりそうにない。

「んじゃどうする？」

「うーん、封神容器には自決対策として中に入っているモノの再生効果があるんだよねぇ」

「ほんっとエゲツねぇな古代人」

「でも、頭部を破壊すれば再生するまでそれなりにタイムラグがあると思うんだよ」

「んじゃシリンダーの外から頭部を一突きにして、その隙に毟るか」

　ストレージから極光剣を取り出し、構える。幸い、シリンダーの大きさに対して黒い化物の身体が大きいため、黒い獣は満足に動くことができない。俺の剣の腕なら黒い化物の頭部を穿つのは簡単にできるだろう。

「行くぞ」

　三人が見守る中、俺は紫電のような一突きを黒い獣に見舞う。手応えを感じるとともにダメージを増加させるために捻ねじりながら剣を引き抜き、すかさず胸の擬神格へと手を伸ばす。

　黒い化物は旺おう盛せいな生命力を発揮したが、俺の行動の方が速かった。擬神格を毟り取る動作にレベル５の格闘スキルが乗ったのかも知れない。

　結果としてシリンダーの中の化物は擬神格を抜き取られたことによってあっけなく死に絶え、シリンダーを一瞬赤く染めたあとに跡形もなく消えてなくなった。消え方は嘆きの牢獄塔の女の子と変わらなかったな。

「哀れね」

「そうだな。気が遠くなるほどの長い年月の間こんな場所に囚われ続けて、最後にはあっけなく殺された。同情を禁じ得ない」

「でも、あのままここにずっと囚われ続けるよりは良かったのかもね。ずっと独り、こんな暗闇の中でただ生き続けるだなんてゾッとするわ」

「そうかもな」

　抜き取った赤黒い擬神格を眺める。あいつが元々どんなやつだったのかは知らないが、冥めい福ふくを祈っておこう。

「ほら、取れたぞ」

「うん、ありがとうね。あの封神容器は厄介でさ。神であるボクが触ると取り込まれちゃうんだよ」

　そう言ってリアルは俺から手渡された擬神格を受け取り、しげしげと眺める。

「うん、やっぱりこれは善神ではなく邪神の類の擬神格だね。力が強いな……やっぱり獣性、暴力性、憤怒あたりを司ってた邪神じゃないかな」

「本当にそんなものを取り込んで大丈夫なの？」

　エルミナさんが心配そうにリアルに問いかけると、リアルはクスクスと笑った。

「心配症だなぁ。大丈夫だってば」

　そう言って笑い、リアルが擬神格を握りしめる。

「これは良いね。馴な染じむ、実によく馴染むよ」

　リアルの手の中にある赤黒い結晶が禍まが々まがしいオーラを放ちながらサラサラと崩れ落ち、そのオーラのようなものがリアルに沁しみ込むように消えていく。どう見てもヤバげにしか見えない禍々しい光景だが、本人は至って普通のテンションだ。その表情には清すが々すがしさすら感じられる。

「この光景を見ていると、あの男が言っていたのも少しわかる気がするわねぇ」

「まぁ、太古の邪神には違いないですからね」

「本当に大丈夫なのかしら？」

　エルミナさんとリファナは心配しているが、まぁなんとかなるだろう。というか、もしダメだったとしても俺にはこいつ以外に頼る相手がいないのだ。

「んっ、ふぅ──はぁ……」

　擬神格の吸収を終えたリアルがなんか色っぽい声を出している。

「終わったか？　調子はどうだ？」

「うん、全盛期に近い力の脈動を感じるね。今回取り込んだ擬神格はボク自身が思っていた以上にボクとの相性が良かったみたいだ」

　そう言ってリアルがニッコリと微笑ほほえむ。

　ああ、なんだこいつ超可愛かわいい、押し倒したい。

「ん？　どうしたの？」

　リアルが目を細め、蠱こ惑わく的な笑みを浮かべる。なんだか頭がぼうっとして正常に思考が働いていない気がする。何もかもどうでもいい。ただ、目の前のものを使って快楽を得たい。堕落を貪むさぼっていつまでも過ごしたい。

　気がつけば、俺の身体にまとわりつくものがあった。美しい女達だ。なんということだ、目の前の女だけでなく他にもこんな極上の快楽が転がり込んでくるとは。

　俺は運が──。

「はい、終わり」

「はっ!?　んん!?」

　何か今、俺はとんでもないことを考えていたような。うわぁ、これ完全にやべぇやつじゃねぇか。ガイナの時はまだ寸前で抵抗できてたが、今のは全く抵抗できなかったぞ。

「あ、あら？」

「あれ？」

　俺の足に絡みついていた二人も正気に戻ったのか、わけがわからないという顔で俺の顔とリアルの顔をキョロキョロと見比べていた。やべぇ、こいつ地母神ガイナみたいに精神に作用する何かを撒まき散らしてやがる。

「毒電波やべぇな……これがお前の力か？」

「毒電波とは失礼な……そう、これがボクの権能だよ。堕落と快楽の味はどうだった？　とてもとても甘く、逃れ難いものだったでしょ？」

「え、えぇ……今のは、ちょっと凄すごいわね」

「リアルちゃんもちゃんと神様なのね……」

　二人が立ち上がり、なんだかモジモジしながら俺から距離を取る。うん、わかるよ二人の気持ち。まだ色々と収まらないもんな！

「地母神ガイナも似たようなことしてたよな」

「あの子はいつも全力だから、セーブするのは下手くそなんだよねぇ」

　それじゃいつまで経っても上達しないから良くないんだけどね、と言いながらリアルが調子を確かめるかのように軽く身体を動かしてあちこちをチェックしている。

　エルミナさんとリファナはさっき自分がしようとしていたことを思い出しているのか、二人して顔を両手で覆って悶もん絶ぜつしていた。自分の行動が恥ずかしくなったんだろうな、あれは。

「野良犬に手を嚙かまれたようなもんだと思って気にしないほうが良いですよ」

「野良犬とは失礼だなぁ。神ですよ、神。ボクはこの世界の唯一神」

「はいはい、唯一神唯一神。で、今回は取り込むのにどれくらい時間がかかるんだ？」

「ん、大丈夫だよ。ノータイムで取り込み完了したから」

「今まで三日くらいかかってたのにか？」

「これでもう三回目だよ？　ボクだって事前に準備くらいしているさ。それに、今回は善性の神じゃなくて邪神の類たぐいだったからね。ボクと相性バッチリだったし」

　そう言って細い腕で力こぶを作ってみせるが、全く迫力がない。まぁ、いきなり某世紀末覇者みたいなムッキムキになられても反応に困るけどさ。
















「んじゃ擬神格集めはこれで終わりか？」

「そうだね、まぁこれくらいが適正かな。過ぎたるは及ばざるが如ごとしと言うしね」

「適正とかあるのか」

「神にだって己の分というものがあるんだよ。もう一度世界再生をするっていうならもう少し力が要るけれど、現状を打破するだけならこれだけ力があれば十分過ぎるくらいさ。それに、これ以上力を得ると隠れるのが難しくなっちゃうしね」

　リアルがにんまりと笑い、軽く手を振る。

「うおっ!?」

　その瞬間、俺達は遺跡の外へと転移していた。魔力の反応も全くなし、視界の暗転すらも無くワンアクションで遺跡前のキャンプ地点まで戻ってきていた。今のは転移魔法ではない、もっと別の何かだろう。

「これくらいは朝飯前ってね。それじゃあ英気を養ってからまずはバルガンドのところに行こうか」

「バルガンド？」

「神のうちの一人だよ。鍛か冶じやものづくりを司っていてね、キミのことは気に入ってたみたいなんだ。大きな槌つちを持った老人の姿の子だよ」

「あのファッキン大おお槌つち爺じいか」

　俺が丹精込めて作った装備品の数々をバッキバキに壊してくれたクソジジイである。そういや恵え比び須す顔がおのおっさんを殴ってすまんなとか言ってた気がする。

「キミの味方になってくれそうな子を挙げていくとね、まずは今言った鍛冶神バルガンド、酒神メロネル、風幸神ゼフィール、まずこの三柱かな。戦神ディオールも行けるかもね、気に入ってたみたいだし」

「なるほど、名前だけ聞いてもまったくわからんな」

「キミは神に対して興味なさすぎるよね」

　リアルが苦笑する。そうは言ってもなぁ、興味が湧かないんだから仕方ないだろう。元の世界には神なんて目に見える形では存在していなかったし、その加護を身近に感じたこともなかった。むしろ、宗教や神なんて胡う散さん臭くさいという感情しか持っていなかったんだからな。宗教とか神とか言われてもピンと来ないんだよな。

　おまけに俺の住んでいた国、というか俺の生きていた時代では宗教といえば怪しげな新興宗教か、あちこちでテロだの戦争だのを起こしていた集団とかそんなイメージしか無い。もちろん敬けい虔けんで、親切で、尊敬のできる人々も沢山いたんだろうけれど、日常的に俺のような人間が触れる『宗教の絡んだニュース』と言えばそんな生臭い話ばかりだったのだ。

「まぁ、困ったときに神頼みする程度には敬ってるよ」

「それは色々と間違ってると思うよ」

「こればかりはなぁ、俺の生きてきた環境がそうだったからとしか言えないなぁ」

　目に見えない超自然的な存在に対する敬意が無いってわけじゃないんだけどな。

　神殿や教会、寺社なんかの宗教施設に漂う厳かな雰囲気は嫌いじゃない。そういった場所に行くと気が引き締まる感じがするし、人として恥ずかしくないように生きようと思うこともあるさ。

「それはそれとして、おーい。そろそろ戻ってこい」

　恥ずかしいやら突然の転移でびっくりしたやらで呆ぼう然ぜんとしていたエルミナさんとリファナを正気づかせて野営の準備を始める。とは言ってもここでキャンプを張っていたのを撤収していたわけではなかったので、薪拾いやかまどの準備、服や身体の浄化などの細々とした作業をしただけだ。

　腰を落ち着けた俺達は地魔法で作ったテーブルセットに腰掛け、ハーブティーを手に今後について話し合うことにした。

「それで、えーとなんだっけ？　神と会うんだっけ？　神、神ねぇ？」

「その胡散臭いペテン師を尋問する官憲のような目をやめてくれないかな？」

「んなこと言っても面と向かってそう言われるとピンとこねぇんだよなぁ」

「ピンとこないも何も、実際本人達と会って殴り合ってたじゃん」

「そうなんだけどさぁ、どうにもこう、神って感じが無いんだよな。ちょっと常識外れに強い奴らって印象しかねぇわ。ああ、でも神殿に降臨した地母神ガイナには度肝を抜かれたかな」

　あの時はヤバかった。地母神ガイナから発せられるスーパーバブみエネルギーによって何も考えられない感じになったからな。あれは反則だったわ。

「あの子は男の子に対しては滅法強いから……って、そうじゃなくて。まずはバルガンドだよ。あの子なら口も堅いし、キミを気に入っていたからきっと味方になってくれるさ」

「ほーん。まぁ、まずは会わないと話が進まんよな。で、具体的にはどうやって会うんだ？」

　小腹が空すいたので缶詰のビスケットや果物を出す。早速リファナが果物の缶詰に手を伸ばした。エルミナさんも果物の缶詰に取り掛かるようだ。俺はビスケットだな。

「もちろんそれは考えてあるよ。神にはね、御座と呼ばれる執務室のような空間があるんだ。他の神でもそうそう簡単には干渉できないプライベートルーム、或あるいは自分の領域みたいなところだね」

「なるほど、そこに乗り込むわけか」

「そういうこと。他の神では干渉できないとは言っても、ボクにとっては鍵かぎのかからないドアみたいなもんだからね。そりゃもういつでも出入り自由さ」

「そして『勝手に入ってくんなババア！』って言われるんだな、わかります」

「ババアじゃないし！　どこからどう見ても超絶美少女ですし！」

　つっても、多分この世界で最高齢なのは間違いないんだよなこいつ。まぁ、年齢なんてどうでもいいけど。寿命や成人年齢、それどころか命の価値まで違う異世界でそんなの気にしてもなぁ。

「普通、神の御座に辿たどり着くには峻しゆん厳げんな山とか、魔獣の跋ばつ扈こする領域とか、絶海の孤島とか、そういう試練を越えなきゃならないんじゃ？」

　果物の缶詰を片手にリファナが首を傾かしげる。

「そういうのは一般人向けだね。タイシはボクの使徒なわけだし、何よりボク自身が導くんだからそういうのはすっ飛ばしていいんだよ」

　リアルが手をひらひらと振りながらハーブティーを口にする。

「そもそも、その程度の試練はやってもやらなくても変わらないしね。今のタイシならどんな試練も赤子の手を捻ひねるようなものだし」

「まぁ、今聞いた範囲のが試練だって言うなら余裕だよな」

　峻厳な山なんて飛行魔法でひとっ飛びだし、そうでなくとも全力で山をかければ一万メートル級の山でも簡単に踏破できるだろう。寒さや空気の薄さはおばけみたいなＶＩＴ補正で気にもならないだろうし。

　魔物の領域なんて俺にとっては経験値の塊でしかない。極大爆破で殲せん滅めつして経験値美お味いしいです、って感じだろう。むしろそんな場所があるなら是非案内して欲しい。

　絶海の孤島もやっぱり飛べば良い。マップも駆使すれば迷うことはないし、食料や水の確保はストレージと転移魔法でいくらでも補給し放題だ。

「余裕なんだ……」

「なんだか急に遠い存在になったみたいねぇ」

「やめてくれ、そういうのは割と真面目に傷つく」

　苦笑いをする二人に俺も苦笑いを返す。

「そうね、悪かったわ。タイシくんはどんなに強くてもただのエッチな男の子だもんね」

「そうよね、義母にも手を出しちゃう誘惑に弱い普通の男の子だったわ」

　君達、そういう方向で心を抉えぐってくるのも良くないと思います。

「そういう二人はどうなのかな？」

「え？　べ、別に普通よ？」

「う、うん。普通よ？」

　俺の言葉に二人があからさまに動揺する。先程のリアルが発した毒電波のことを思い出したのだろう。

「ほほう……それじゃあエッチなのが俺だけなのか、存分に確かめさせてもらおうじゃないか。いくぞ、リアル」

「いいね、久しぶりにボクの本分を発揮してみようか。ゆんゆんしちゃうよー」

「ひ、ひぃ」

「お、落ち着きましょう。私、そういうのは良くないと思うわ？」

「慈悲はない。やれ」

「あらほらさっさー。そぉーれ、ゆんゆんゆんゆん」

　この後どんなことが起きたのかはご想像にお任せするが、一つだけ言っておく。

　毒電波は用法、用量を守り正しくお使いください。でないと色々と危ない。お兄さんとの約束だ。








第五話　～頑固ジジイの庵いおりを訪ねました～









　翌日、ゆっくりして英気を養った……養ったか？　まぁとにかく、俺達はキャンプ地から撤収して御座とやらに赴くことになった。

「別に何か特別な儀式をするわけじゃないけどね。準備はいい？」

「……おう」

「……はい」

「……ええ」

　俺、リファナ、エルミナさんの順で返事をする。エルフは特定の神を信奉することは殆ほとんど無いとのことだが、流石さすがに神に対する敬意は俺よりもずっと上だ。神のいる御座に向かうということで、今更になって緊張してきたらしい。

　これは緊張しているのだ、いいね。決して昨日起こした過ちを引きずっているのではない。そういうことにしておいていただきたい。

「ねぇ、今の世界の始祖神とも言えるボクに対しては全く緊張しないのに、バルガンドに会いに行くってだけでなんでそんなに緊張してるの？」

「これは緊張してるとかじゃなくてね……まぁ、確かにあなたはあんまり神様っぽくはないけど」

「うん、深く追求しないで頂ちよう戴だい。あと、確かにリアルちゃんは神様って感じではないわよね」

「というかどマイナーだから神って言われてもウーンって感じなんじゃね？　むしろ珍生物というかＵＭＡユーマ枠だと思うよ、お前は」

「ＵＭＡって何さ!?　こんなに可愛かわいいのに！」

　俺達の言葉にリアルはちょっと不満げである。自分を有名だと思っていたのに実は誰にも知られていなかったと知った自称有名人みたいな気分なんだろうか。

「まぁいいや、実際に御座に連れていけばその認識も少しは改まるでしょ。んじゃ、いくよー」

　パッと景色が変わる。白いドーム状の施設が見えていた視界が突然切り替わり、堅けん牢ろうな石造りの砦とりでのようなものが目の前に聳そびえ立っていた。というか、だね。

「はい着いたー！　あれ、三人ともどうしたの？」

「「「寒い！」」」

　辺り一面銀世界である。というか、めっちゃ吹雪いてる。横殴りの風が激しく雪を俺達の肌に叩たたきつけてきていてぶっちゃけ痛い。リファナとエルミナさんは震えながら悲鳴を上げて俺の陰に隠れてるし。

「ああ、ごめんごめん。ほいっと」

　リアルが手を振ると急激に寒さが緩和し、俺達に吹き付けられていた吹雪も収まった。いや、収まってない。吹雪が俺達を避よけているだけだ。

「し、死ぬかと思ったわ。息も苦しかったし……耳が変だわ」

「この格好で吹雪は辛かったわね……頭が痛いわ」

　まだ体温が戻らないのか、二人は俺に抱きついたままガタガタと震えている。俺はそこまでではないが、まだちょっと寒い。息苦しさは全く感じなかったが、二人は結構辛かったようだ。

「ここは高山か？」

「うん。マウントバスの最高峰、クシャナ山の山頂近くだねぇ」

「馬鹿。俺はともかくこの二人は普通の人……じゃなくてエルフなんだからもう少し考えろよ。気圧差で鼓膜でも破れたらどうすんだ」

「だからごめんて」

　身体の不調を訴えるリファナとエルミナさんに回復魔法をかけながらリアルを叱る。いや、普通に考えれば俺もヤバい筈はずなんだけど俺はなんともないんだよな。恐らくＶＩＴ補正のせいだろうけど。

「あ、ありがと……マシになったわ」

「もう大丈夫よ、ありがとう」

　まだ少し顔色が悪いが、なんとか自力で立ち上がった二人の身体を両手で支えて目の前の砦のような建物を見上げる。

「ここが御座か……なんか砦みたいだな」

「バルガンドの趣味だね。とりあえず立ち話もなんだし行こうか」

　リアルが砦のような建物の扉を開き、スタスタと中に入っていく。俺も二人を抱き支えながらその後を追った。

「中は普通だな」

「バルガンドは極端に華美な装飾とか嫌いだしね」

「いいね、俺と趣味が合いそうだ」

　俺も武器に無駄な装飾とかをつけるのは苦手だ。俺自身に芸術的なセンスが無いだけかもしれないが、武器に限らず道具の美しさというものは機能面を極限まで磨いた先に自然と芽生えるものだと思っている。完成された道具というものはそれだけでただ美しい。

　そんなことを考えながら石造りの廊下を奥へと進んでいくと、微かすかに騒音のようなものが聞こえてきた。それは奥に進むごとに大きく、力強く響いてくる。うん、これはあれだな。

「何かを鍛造しているみたいだな」

「そうだねぇ。バルガンドは暇さえあれば何か打ってるから」

　そんな話をしながら奥へと進むと、少しずつ熱気が伝わってきた。いよいよ鍛か冶じ神の御座に近づいてきたらしい。

「うおぉ、これはすげぇ光景だ」

　通路を抜けた先の光景に俺は思わず呻うめいた。

　ここはそう、まるで活火山の火口の中のような空間だった。奥にはグラグラと煮立ち、時折噴き上げるマグマが見える。ここが本当に火口の中なら俺達は全身大火傷やけど間違い無しだろうが、不思議と火傷をするほどの熱気は感じない。もしかしたら高温から身を守るための結界のようなものでもあるのかもしれないな。

「凄すさまじい光景ね……この世のものとは思えないわ」

「でも、部屋は結構お洒しや落れよ？」

　まずは真正面に見えるマグマに目が行きがちだが、この部屋は確かに小洒落た雰囲気の部屋だった。相変わらず無骨な石造りの部屋なのだが、壁面や床は光沢が出るまで磨かれているし、壁には柔らかい光を発する魔法文字のようなものが等間隔で刻まれている。

　正面のマグマを望むテラスのような場所の近くには炉のようなものが何基も並んでおり、その中央にある一際立派な鍛冶設備を使って一人の筋骨逞たくましい老人が一心不乱に何かを鍛えていた。

　右を向けばそちらには涼し気な生活スペースのようなものがあり、リアルは何かを鍛えている老人を無視してそちらへと向かってテクテクと歩いていっている。

「おい、あの爺じいさんがバルガンドじゃないのか？　見覚えあるぞ」

「うん、そうだけど何かを鍛えている間はてこでも動かないからね。終わるまでゆっくり待ってよう。暑いし」

「お前それでいいのか……」

　とは言ってもあの爺さんのことを一番よく知っているのは間違いなくリアルなので、その言葉にはおとなしく従うことにする。

　生活スペースのような場所にはガラステーブルや革張りのソファ、それに酒でも入っていそうな幾つかの大樽たるや馬鹿でかい寝台しかなかった。ぶっちゃけ殺風景である。

　台所のようなものが見当たらないんだが、あの爺さんはメシを食わないのだろうか？

「殺風景な部屋だな」

「本来、神は食事も睡眠も休息も必要ないしね。どれも嗜し好こう品みたいなものだよ」

「楽しめるだけマシだな」

「そうだねぇ、長寿の最大の敵は退屈だから色々と娯楽は必要なものさ。バルガンドは何かを鍛えるのが大好きで、その他は気が向いたらって感じだから部屋が殺風景なんだよね」

　リアルがどこからか一抱えほどの小樽を取り出し、ガラス製のショットグラスのようなものにその中身を注ぐ。

「はい、どうぞ。バルガンドの愛飲してるお酒だよ」

「酒、ねぇ」

　ＶＩＴ補正のせいかあんまり酔わないんだよなぁ。

　ショットグラスに注がれた液体はほぼ透明だ。香りを嗅かいでみると、かなり強い酒精を感じる。こりゃなかなか度数が高そうだな。

「んっ、おぉ……いいね」

「でしょ？」

　喉のどが焼けるような強い酒を愉たのしむ。この胸がカーッと熱くなるような感じがたまらんな。後味もキリッとしていて実に美う味まい酒だ。ツマミが欲しくなる。

「こ、これは強いわね」

「げほっ、けほっ」

　エルミナさんは酒の強さに目を白黒させ、リファナに至っては咽むせてしまっている。強い酒に慣れていないとこの酒をストレートで飲むのは辛いだろうな。ウォッカみたいな酒だし。

「でも、身体が温まるわ……」

「うぇほっ、えっほ！」

「おいおい……ほら、半分くれ。水で割ってやる」

　咽てしまって会話どころではないリファナからショットグラスを取り上げ、半分ほど飲んでから水で割ってやる。これなら咽るほどじゃないだろう。

「あ、ありがと……こんな強いお酒は初めてだわ」

　割と余裕なエルミナさんに対してリファナは涙目である。というか鼻水も出てる。気管にでも入ったんか君は。淑女としてあるまじき様相のリファナに手て拭ぬぐいをそっと渡しておく。

「なんだ、母上殿──ふん、あの時の小僧も一緒か」

　リファナに構っている間に鍛造が終わったらしく、筋骨隆々の爺さんが生活スペースへと入ってきた。あんなに暑い場所でずっと槌つちを振っていたのにも拘かかわらず、汗一つかいていない。

「エルフの娘っ子まで連れて何用だ？　儂わしはヴォールトどもの乱痴気騒ぎに加わっておらんぞ」

「その子達はおまけだよ。ボクとタイシはバルガンドに用があって来たんだ」

「儂は今回の件にこれ以上関わる気はないぞ、母上殿。先日の件以上にヴォールトどもに加担する気はないし、その逆に母上殿達にも加担する気はない」

　バルガンドはそう言ってリアルの近くの空いていた椅子にドカリと座り込み、ガラステーブルの上にあった小樽を持ってそのままガブガブと中身を呷あおり始めた。酒豪ってレベルじゃねぇなおい。

「そう言わないでさぁ。バルガンドだって進歩のない今の状態が良いとは思ってない筈でしょ？　技術レベルはここ数百年で殆ど進歩してなかったわけだしさ」

「そうでもない。ヘイゲルの秘蔵っ子のお陰で相当進んだ」

「ああ、マリアちゃんねぇ。でもヴォールトのことだから、きっと潰つぶすつもりでしょ？」

　リアルの言葉にバルガンドは答えず、無言で小樽の中身を呷る。

「なるほど、この前ヴォールトに協力してたのはそれをダシにされてたわけだね？　黙認させることを条件に取引したわけだ」

「母上殿には関係なかろう。どちらにせよ小僧を助ける義理はない」

「そう邪険にすることはないでしょ。タイシを助ければもっと技術革新が進むよ？」

「行き過ぎた技術革新は人間同士の争いを生む。そんなことは母上殿が一番よく知っているだろう」

「今の人間達にはまだそんな余裕はない筈だよ。誰かが煽あおらない限りはね？」

「……」

　バルガンドが押し黙る。話の内容の半分も理解できないんだが。

　ヘイゲルの秘蔵っ子ってのはミスクロニア王国のマリア＝シドウ伯爵のことだろうというのだけはわかった。あの人も俺と同じような異世界から来たようだったし、彼女の入れ知恵でミスクロニア王国軍はかなり強化されているみたいだったな。

「ねぇ、バルガンド。ボクの意図はもう知っているだろう？　ボクの意図とキミの意図は合致しているじゃないか。きっと楽しいことになるよ。だから、ね？」

「儂はどちらにも肩入れしない、それで良いだろう」

「それじゃあダメだね。選ぶんだ。ボクを裏切り、自分を殺し続けてヴォールトの配下であり続けるのか。それとも、自分の意志の赴くままに振る舞うかのどちらかをね」

「母上殿についても結局は同じことではないのか？」

「ボクが今までキミ達に何かを強要したことが……まぁ無かったとは言わないけれどね！　でも、ヴォールトのようなやり方はしてこなかっただろう？　ボクはね、ヴォールトのやり方を今まで見守ってきた。放置してきたと言っても良い。世界再生を終えた後はキミ達が世界を運営していくべきだと思ったからね。でも、あれからどれだけの時間が過ぎた？」

　バルガンドは何も答えず、小樽を見つめる。

　俺とエルミナさんとリファナは完全に蚊帳の外だ。酒のおかわりも無いようだし、氷水でも飲んで酔いを覚ますか。エルミナさんとリファナも欲しそうな顔をしたので、同じように用意してやる。

「存続ではなく繁栄が必要だよ。今のままじゃどこまで行っても神々の手の平の上だ。かつてのキミ達のように手の平の上から飛び出していくくらいじゃないとダメなんだよ。そうじゃないと面白くないし、いずれ腐って先細っていくよ？　キミ達は父であり、母であるべきだ。家畜を育てる牧場経営者だよ、今のままじゃ」

「その言葉は耳に痛いがな……」

　白熱した議論を交わしているなぁ、と二人──いや、二柱か？──を眺めていると、こちらをチラリと見たバルガンドと目が合った。

「だが、母上殿。この小僧に現状の打破をする何かがあると？　ただむやみに力を持っただけの小僧ではないのか？」

「そりゃ普通ではないさ。女と見ればどんな相手にも物怖じせず受け入れる度量を持ってるからね」

「ちょっと待って。俺だって相手は選ぶよ？」

「ははは、またまた。力を抑えていたとは言えボクまで抱いて正気を保ってるんだから普通ではないよ」

「母上殿を!?」

「しかも一度や二度じゃないよ」

「冗談だろう!?」

「ちょっと？　その反応はどうなの？　怒るよ？」

　顎あごが外れるんじゃないかってくらいにバルガンドが驚き、その反応を見たリアルが額に青筋を浮かべる。

「まぁいいや。キミ達は人間に固執しすぎなんだよねぇ。元奉仕種族達もこの世界の子供達だっていうのにさ。人間だけに固執するから色々とおかしくなるんだよ。タイシにはそんな偏見がないからね、後々はそっち方向で頑張ってもらうつもりだよ」

「儂は今更そんな偏見は持っておらんが……ふむ、そういえば確かにこの小僧のつがいには元奉仕種族が多めだったな。ふぅむ……なるほど。この小僧を」

　バルガンドの俺を見る目が変わった気がする。なんというかこう、その他大勢を見る目から興味の対象となったような感じだ。

　なんなんですか？　一体何が始まるんですか？

「この小僧の発想は確かに面白いものがあった。今後も楽しませてくれそうだと、そういうことだな？」

「そうだよ。きっとこの先も面白おかしく引ひっ搔かき回してくれるさ」

「良いだろう、面白い。ではこの小僧がここで儂を楽しませてくれたら母上殿にお味方しよう」

「そうこなくっちゃね」

　何か話がまとまりかけてるぞ、俺の意思とか全く関係なく。

「ねぇ、なんだか雲行きが怪しいけど大丈夫なの？」

「知らんがな」

　鍛冶の神様を楽しませるとか何をしろと言うんだ。一発芸でもすればいいのか？

「おい、小僧。何か打ってみせろ。儂を唸うならせるようなものだ」

「唐突だなオイ。お題くらい寄越せよ」

　何かとか言われても困るわ。
















「ちょっとタイシくん。相手は鍛か冶じ神なのよ？　もう少し礼儀を持って接しなさい」

「いきなり無茶振りしてくるファッキン老害に礼儀もクソもありませんよエルミナさん。このクソジジイには俺の渾こん身しんの二振りと恩人に作ってもらった鎧よろいをぶっ壊されてる恨みもあるんで」

「口の利き方がなってないクソガキだな」

「はぁん!?　喧けん嘩か売ってんのかおらァン!?」

「なんで急にチンピラみたいになってるのよ……」

　ぶん殴られた恨みもあるんだよ。あれは痛かった、というかあれが致命傷だったからな。

「まぁまぁ、落ち着きなよ。タイシだってお嫁さん達のところに早く帰りたいでしょ？」

　リアルが睨にらみ合う俺とバルガンドの間に割って入る。ちっ、この恨みはいつか別の方法で返すとするか、仕方ない。

「お題もボクが出そう。自分の子供に贈りたい一振り、ってのでどうかな？」

「ふむ、良いだろう」

「俺の子供ってことか……」

　自分の子供、自分の子供かぁ。今ひとつピンと来ないが、やることをしっかりやってる以上そのうちできるだろう。そうして分別がある程度つくようになったら護まもり刀の一つくらいは贈るのも良いな。

　そうなると素材は何が良いか？　当然最も良い素材を使いたい。オリハルコンか神銀が良いだろう。手間はかかるが、やはりここはオリハルコンが良い。俺の子供に贈るというなら最高のものにしたいし、財力的にも可能だしな。

　だが、本当にそれでいいのだろうか？　子供にそんな高価で強力なものを持たせて良いのか？　良くないだろう。

　ではオリハルコン以外にするべきだろうか？　いいや、それもナシだ。いざという時にポッキリと折れてしまっては元も子もない。一見普通の鋼製に見えて、本当の緊急時にはしっかりと目的を果たすのが良い。

「よし、決めたぞ」

　オリハルコン製の短剣を鋼鉄でコーティングする。問題はどうやってコーティングをするかだが……オリハルコン製の短剣の刀身を鋳鋼で覆って研磨するか？　強度が心配だな。できるだけ鍛造したい。

　ではオリハルコン製の刀身を仕上げてから鋼鉄を被かぶせて鍛造するか？　オリハルコン製の刀身なら鋼を鍛える程度の温度とかには耐えそうだが、どうだろう。

　いや、もっと別の方法を考えよう。つまりピッタリと隙間なくオリハルコン製の刀身が鋼の刀身の芯しんになれば良いんだ。別に素直に鍛造する必要はないじゃないか。

「鍛冶道具を使うぞ」

「好きに使え。鉱石も揃そろっている」





─☆★☆─






　打った。打ちまくった。

　オリハルコンという金属は本当に面倒くさい金属だ。というか俺はただの金属じゃなくて金属生命体か何かじゃないかと思っている。

　丹念な温度管理だけでなく、叩たたく際にしっかりと適正な魔力を篭こめなければならない。槌を通して魔力で会話をするような感じだ。しかも超ドＭな叩いて欲しがり屋なのだ。満足するまで叩き尽くさないと望んだ形にならないし、強度にムラが出る。

「おらぁっ！　ここかっ!?　ここがいいのかっ!?　このドＭがぁ！」

　あまりに面倒くさくて罵ば声せいも口から飛び出てこようというものだ。しかもこうやって罵ののしったほうが上手く成形できる気がする。本当にこいつら生きてるんじゃあるまいな？

「傍から見ると変な人ね」

「何で罵ってるのかしら……」

　ヒソヒソとリファナとエルミナさんの声が聞こえてくる。俺だってこんなことしたくないんですよ！　でもオリハルコンはこういう金属なんだよ！

　だからあんまり鍛えたくないんだ、こいつは。俺が神銀を作ったのもこの面倒くささを嫌ったためだからな。

「フン、つまらんな」

「さぁ、どうかな？　最後まで見てから評価したほうが良いと思うよ」

　なんとかオリハルコン製の短剣の刀身を鍛え終えたので、次は一回り大きい鋼鉄の短剣を鍛造する。オリハルコンと比べて鋼のなんと素直なことか。

　丹念に丹念に鍛えて二本の短剣を並べる。うん、形は全く同じで一回り大きさの違う短剣が二本できたな。そこで俺はストレージから神銀棍こんを取り出した。これからやる作業には必要なものなのだ。

「小僧は何をしているのだ」

「さぁねぇ、まぁ見てようよ」

　外野の声を聞き流しながら魔力と意識を集中させる。空間魔法でオリハルコンの短剣を三次元で完かん璧ぺきにトレースするのだ。切っ先の鋭さも逃さずに完璧にトレースをするのはとても疲れる。膨大な情報量に頭が破裂しそうだが、なんとかトレースを終えることができたのでトレースしたそのままの形に鋼鉄の短剣の中身を空間切断デイメンジヨンカツターの魔法でくり抜いた。

　くり抜かれた鋼鉄の短剣の中身がカラン、と音を立てて転がる。

「しんど……」

　だがこれで終わりではない。今度はオリハルコン製の短剣を中身をくり抜いた鋼鉄製の短剣にピッタリとハマるように転移するのだ。こっちはくり抜くよりもずっと楽だった。

「よぉし」

　ここまで来たら後は柄や鞘さやの拵こしらえを整えるだけだ。鍛冶場に用意してあった素材の中から良さげなものを選んでサクサクと終わらせる。この辺りの作業はもう慣れたものだ。

　かくして鋼鉄とオリハルコンの二層構造の短剣が出来上がった。柄頭に四つ葉のクローバーの刻印を入れて完成だ。

「できたぞ」

「ふん、鋼鉄とオリハルコンの二層構造か。どういう意図だ？」

「子供に持たせるにはオリハルコンの短剣は荷が勝ちすぎるだろ。だから鋼鉄でコーティングした。使って使って使い潰つぶして鋼鉄部分が摩耗しきったらオリハルコンの刀身が現れるってのも面白いだろ。それに、もし鋼鉄じゃ断ち切られるような攻撃を受けた時にも真価を発揮する」

「手間がかかりすぎるな。量産には向かん」

　そりゃそうだろ。今回のお題は俺が俺の子供に贈る一振りなんだから。

「だがまぁ、丁寧には作ってあるな。それに、作り方も斬新だ。儂わしから見れば邪道だが、創意工夫がある。儂ならオリハルコンの短剣を芯にしてそのまま打つがな」

「オリハルコンの刀身に歪ゆがみが出るかも知れねぇだろうが」

「そんなもの腕次第でどうにでもなる。それにこの作りだと、強烈な衝撃を受けた時に外側の鋼鉄部分がひしゃげて使い物にならなくなるぞ」

「そんな衝撃受けるようならオリハルコンの刀身が出てくるさ。それに空間切断デイメンジヨンカツターで一切の隙間無く嵌はめ込んでる、そう簡単には歪まねぇよ」

「フン、鍛造して圧接すればそんな心配も無いと言っておるのだ。未熟者め」

「んだとこの野郎」

　バルガンドと睨み合う。やっぱりこいつとは一度殴り合って白黒つけたほうが良い気がするぞ。

「はいはいそこまで。どうしてこう、キミ達は仲良くできないのかな」

　リアルが割って入ってきた。どうしてと言われてもなぁ、こいつには恨みがあるんだから仕方ない。俺が丹精込めて作った神銀自在剣と晶芯刃銀剣はもう返ってこないのだ。

「で、どうなんだ？　ケチつけてきたってことは失格か？」

「未熟だが、創意工夫は認める。鍛冶一辺倒の儂では思いつかん方法だった。応用も利きそうだしな。ギリギリ合格にしてやるから、今後も精進しろ」

「わかった」

「あら、意外に素直」

「鍛冶神の思いつかない方法だったって言わせただけでそれなりに満足だ。俺だってまだまだ突き詰めていけばもっと良いものが作れると思ってるからな」

　そもそもものづくりなんてのは果てがないものだろう。その時点での自分の最高の作品、というものは存在するだろうが、努力を続ければ十年後にはきっともっと腕が上がっている筈はずだ。ゲームのように上限値が決まっているということもないだろうしな。

「では、儂の祝福をくれてやろう」

「おう、貰もらってやろ──ごあぁっ!?　何すんだてめぇこのやろう！」

　こいついきなり鍛冶用の小こ槌づちで俺の頭をぶん殴りやがった。

「鍛冶神なのでな、こういう方法でしか祝福を与えられんのだ。許せ」

「ギギギギギ……まぁいい、それで次は？」

　これ以上この爺じじいに構っていても腹が立つ一方だ。ここはさっさと次に行ってこいつとおさらばしよう。

「ああ、次ね。メロネルのところに行こうか」

「儂もついていこう。酒が無くなってきたのでな」

「いいね、タカりに行こう」

「お前もついてくるのかよ」

　折角おさらばできると思ったのについてくるらしい。畜生め。

「二人とも静かだな」

「いや、神様を前に私達にどうしろっていうのよ」

「神様相手にも態度が変わらない、というかむしろ態度が悪くなるタイシくんがおかしいと思うわよ？」

「そんなもんですかね」

「はいはい、ほらいくよー」

　借りてきた猫のように大人しい二人と話していると、視界がまた急に切り替わった。ここはどこだろう？　見渡す限り砂だらけ。見た感じ砂漠のようだが、この大陸に砂漠なんてあっただろうか？

「砂の海……もしかしてここは第二大陸？」

「正解、よく知ってるね。正確にはプラム大陸って言うんだけどね」

「ああ、そういや他にも大陸あるんだったっけ。確かサンドレイス帝国とかいうところにメロネルが降臨したとか前に聞いたことある気がするわ」

「メロネルはよく酒場で人間とどんちゃん騒ぎしてるみたいだからねぇ」

　エルミナさんとリアルの話を聞きながらメニューでマップを表示して現在地を確認する。どうやら現在地は今まで俺達がいた第一大陸──ピート大陸から遥はるか北東に位置するらしい。適当にここらへんにマーカーを打っておこう。そうしておけば長距離転移のワープポイントとして使えるし、こっちの大陸で活動する足がかりになる。

「それで、メロネルの御座はどこなんだ？」

「ほら、あそこあそこ」

「あん？」

　リアルの指差す先を見ると、空に何かが浮かんでいるのが見えた。

「浮島？　おいおいファンタジーだな」

「メロネルの御座はあの浮島にある宮殿だよ。眷けん属ぞくに囲まれてあそこで悠々自適に暮らしてるんだ」

「なにそれ羨うらやましい」

　思わず本音が出た。そして左右から脇腹を抓つねられた。なんでや。

「それじゃ行こうか」

　ふわりとリアルが浮き上がり、浮島へと飛んでいく。バルガンドも同様に飛んでいく。

「えっと」

「流石さすがにあそこまでは飛び上がる自信ないわね」

「俺が抱っこしていきますよ」

　両腕に二人を抱きかかえ、俺も飛行魔法で浮き上がる。酒神メロネルか、どんな奴かね？　多分あの恵え比び須す顔がおの恰かつ幅ぷくのいいおっさんだとは思うが。




「ほんじゃなんか美う味まいツマミ作ってもらおか」

「それが試練？」

「せやで。楽でええやろ？」

　宮殿に着いて事情を聞くなり、メロネルはそんなお題を出してきた。話が早いのは良いんだが、無茶振り過ぎる。ちなみにバルガンドの爺はメロネルに酒を貰ってさっさと帰った。あいつ、本当に酒をタカりに来ただけだったな。

「いや、俺別に料理人でもなんでもないんだが……」

　頭を搔かきながらリアルに視線を向ける。頑張れ、とでも言いたいのかビシッと親指を立てて見せてくる。や、困るんですけど。

　エルミナさん……に頼るのは無謀だな。リファナはどうだ？　あ、無理ですかそうですか。そんな泣きそうな表情でブンブン首振らなくても。

「期待されても困るぞ？」

　とりあえずメロネルの眷属である女性に案内されて厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　メロネルの御座である空中神殿にはメロネルだけではなく、多くの美女達が一緒に住んでいた。どの女性も美人で、巨乳である。メロネルは巨乳スキーらしい。太鼓腹に恵比須顔のおっさんだが、いい趣味してるな！

「どうした？」

「いえ？」

「別に」

　何な故ぜかエルミナさんとリファナが後ろをついてきていた。まぁ、神とその眷属しかいないところで俺と離れるのが不安だったんだろうな。俺が目を離している間に二人に何かされたら困るので、俺としても助かる。

「いや、心配だったのはね……？」

「あんたというか周りの女の人が心配だっただけよ」

　二人に俺の考えを伝えたらこんな失礼な反応が返ってきた。

「君達は俺を何だと思ってるんだ」

「うーん、でも、ねぇ？」

「油断も隙もないわよ」

　解せぬ。まぁいい、さっさとツマミを作ろう。ぶっちゃけ、酒のツマミと言われても俺は飲ん兵衛ではないのでどんなものが良いのかよくわからない。まぁ、ちょっと塩辛い感じの食い物で、簡単に片手でつまめるようなものが良いだろうな。

「何を作るの？」

「んー、煮ベヘモスと昆布の佃つくだ煮にでいくか」

　厨房にあった調味料などを確認してからメニューを決めた。

　塩漬けのベヘモス肉を水に浸して塩抜きをしながら鳥人族の集落で密ひそかに譲ってもらっていた海産物の干物や干した昆布を取り出す。

　乾燥した昆布とシジミのような小さな貝の身を水で戻しながら佃煮に使う調味料を適当に合わせる。前にケットシーの集落で手に入れた醬しよう油ゆと、この調理場にあった砂糖、あと米酒っぽい酒があったのでこれを使う。

　しかしこれからまだ少し時間がかかるな、催促が来そうだ。

「こういう時は手抜きするに限るな」

　ストレージから各種缶詰を取り出す。とりあえず塩味濃いめのビスケットは鉄板だな。シチューも出してみるか。他にはドーム状の施設の食堂で手に入れた缶詰はまだ試してなかったな。

「これは……」

　俺の握にぎり拳こぶしと同じくらいの大きさの箱型の缶詰である。円柱状の缶詰が多い中、この缶詰は一際異彩を放っていた。開けてみると、中には挽ひき肉にくを固めたようなものが入っている。

「これは、アレだよな」

　缶詰に書いてある文字はわからないが、どう見てもアレである。迷惑メールの代名詞ともなったアレである。少し味見してみると、やはり塩辛い。少し脂っこい感じがするところもまさにアレである。俺は割と好きで、元の世界でたまに買って食べたりしていた。近所のスーパーにも割と普通に置くようになってきてたし。

「なに、それ？」

「肉の缶詰」

「それ、肉なの？　全然肉に見えないんだけど」

「肉を丹念にすり潰して、塩とか混ぜて味付けて加熱したやつだな」

　スプーンで少し掬すくって突き出してやるとリファナは警戒しながらも肉の缶詰を口にした。もにゅもにゅと暫しばらく咀そ嚼しやくしてから飲み込む。

「しょっぱいわ」

「だろうな。そのままよりも多分火を通したほうがウマいぞ」

　まな板の上に中身を空けて少し厚めにスライスする。油を引かずにそのままフライパンで両面を焼き、フライパンの上で三等分して木き串ぐしで刺してリファナとエルミナさんにも渡す。もちろん俺も食う。

「うん、生よりこっちのほうが好きだわ」

「だよな」

「ちょっと塩辛いけど美お味いしいわね。パンに合いそう」

　品評をしている二人を横目に鳥の卵を溶いて卵焼きを作り、同じくスライスして焼いた缶詰の肉を同じ皿に盛る。見よう見まねのポークたまごである。温めたシチューの入ったマグカップや開封したビスケットの缶詰と一緒にお盆に載せてメロネルの眷属に持っていってもらった。

　そうしている内にベヘモス肉の塩抜きと昆布や海産物の戻しが終わったので、煮ベヘモスと昆布の佃煮を作る。どっちも煮るだけの雑料理だが、酒のツマミなんてこんなもんでいいだろう。というか、俺にまともな料理を期待されても困る。

『この料理を作ったのは誰やぁ!?』

　なんか遠くでおっさんの騒いでいる声が聞こえてくる。女将おかみを呼べ！　とでも言い出しそうな剣幕だなおい。つか、自分で作ってこいって言ったんだから誰も何も俺しかいないに決まってるだろ常識的に考えて。

　ズドドドドッ、と何かが走ってくる音がする。いや、もう何が走ってきているのかは言うまでもないんだけどさ。ストレージから先程料理に使ったのと同じ肉の缶詰を取り出し、構える。

「さっきの肉と卵のりょうぐべぁっ」

　人体に当たっても缶が潰つぶれたりしないギリギリの力加減で投とう擲てきした肉の缶詰がメロネルの顔の中心部に突き刺さる。

「厨房に走って入ってくるんじゃねぇ。埃ほこりが立つだろうが」

「うごごごご……はっ!?　こ、これはスパンミー缶!?　夢にまで見たスパンミー缶やないか!?　どどっど、どこでこれを手に入れたんや!?」

「とある場所で遺跡探索してたら見つけた。根こそぎにしてきたからもう俺が持ってる分しか無いぞ」

「なんやて!?　わ、わいにゆずってくれ！　たのむ！」

「だめだ！　いくらつまれても、ゆずれん」

「後生や！　たのむってほんまに！」

「うん、まぁいいけどさ。俺用に三つは確保させてもらうぞ？」

　ネタの通じない相手にネタ振りをすることのなんと虚むなしいことよ。まぁ、ころしてでもうばいとる、って言われても困るけどな。手に入れていたスパンミー缶とやらを自分用のものを残して全部出す。

　三個一パックになっているので、一パックだけ俺のストレージに確保して、あとは全部譲ることにした。そんなに沢山いらないしな。

「ここ、こんなにええんか!?　ええんか!?　後で返せ言うても返さんよ!?」

「いや、いいよ。その代わり、わかってるよな？」

「勿もち論ろんや！　祝福くらいいくらでもしたるで」

　酒神はチョロかった。こんなんでいいのかって感じだが、本人がそう言うなら良いのだろう。

「つか、そんなに軽くていいのか？」

「ええんや。わいはそもそもヴォールトはんのやり方は好かんし。母上殿も今回は本気みたいやし」

　メロネルが似え非せ関西弁でそう言いながらどこからか炊いた米の入ったお櫃ひつを取り出した。そしてさっさとスライスしたスパンミーを焼き、俵状に握ったメシの上に載っけてかぶりつく。

「っかぁー！　これや！　久々過ぎて涙が出そうや！」

　まぁ、いるよな。特定の食品に傾倒する人って。メロネルにとってはスパンミー缶がそれだったのだろう。そういや元々は古代人で、擬神格をその身に取り込んでた奴らの成れの果てなんだっけな、こいつら。なら旧世界の食品には何かしら思い入れがあってもおかしくはないか。

　厨房での騒ぎの後は大宴会になった。まぁ、ほとんどメロネルが一人で騒いでいるだけだったけど。スパンミー缶が余程嬉うれしかったのか、終始はしゃいでいたな。

　そういえばメロネルの眷属さん達がカレーらしきものを作ってくれたので、頼み込んでカレー粉らしきものとその材料の各種スパイス、そしてレシピを分けてもらえた。

　こっちの大陸では貴重でもなんでもなく、日常的に食べられているものらしい。リファナとエルミナさんはカレーが苦手のようだったけどな。なんか耳が痒かゆくなるとか。

　あと、メロネルの祝福は酒を頭からぶっかけるという方法だった。シャンパンファイトかな？　唐突にやられたのでびっくりしたよ。








第六話　～神様は変な人達ばかりでした～









　昨日はメロネルの宮殿で宿を取り、今日は更に別の御座へと向かうことになった。向かう先は風幸神ゼフィールの御座、というわけでリアルの不思議な転移でサクッと訪れたわけなのだが。

「ん？　祝福？　いいよ、それー」

　柔らかいそよ風が俺の身体を包み込む。やった！　三つ目の祝福を手に入れたぞ！

「っておい、待て待て待て。メロネルも大概だったけど軽すぎるだろう、常識的に考えて」

「えー？　いいじゃん、別に困らないでしょ？」

「いや、確かに困りはしないけども」

　俺の目の前でニコニコと笑っているのはただの金髪の美少年、ではなく風幸神ゼフィールだ。こいつの御座はなんとカレンディル王国の片田舎にあった。マウントバス寄りの山さん麓ろくにある鄙ひなびた農村である。驚いたことに、人間と獣人、その他にも多数の種族が仲良く共存している村だ。

　俺とリアル、ゼフィールの三人はその村の外れの方にある東屋で会談していた。

「いやぁ、実際のところ君には注目してたんだよね。目についた弱者を片っ端から救済する君の行動と心意気は素晴らしいと思うよ」

「お、おう？」

「この村を見ればわかると思うけどね、僕はこの世界はこうあるべきだと思ってるんだよ。人間も、獣人も、エルフも、ケンタウロスもリザードマンも、その他の種族もみんな一緒に仲良く暮らすことができればそれでいいよね。そりゃ勿論生きる上で争うことはあるだろうけど、仲良く楽しく幸せに暮らせるに越したことはないよ」

「まぁ、そうだな」

　ゼフィールの言うことには同意できる。種族間の違いやそこから来る諍いさかいというものは勿論あるだろうが、共に手を取り合える場面だって同様に多いはずだ。ましてやこの世界には魔物という直接的な脅威があるんだからな。

「君はこの先も人間も人間以外も、手を取り合える者同士を集めて国を作っていくつもりなんだろう？」

「まぁ、概おおむねそうだな」

　別にそれが第一の目標というわけではないが、優先度は決して低くない目標ではある。俺が目指す第一の目標は俺と嫁達が幸せに暮らせる場所を作り、維持していくことだ。他の奴らは言うなればそのついでである。

　だって、幸せな気分に浸ろうって時に目の前に困窮してにっちもさっちもいかずに絶望しているような奴らがいたら興きよう醒ざめじゃないか。

「なら、僕は君を祝福するよ。ヴォールトのやり方は人間優先で、その他の種族は割とどうでも良いって感じだから好きじゃないんだよね。この前の件だって僕はあんまり乗り気じゃなかったんだ。母上の拘束にはちょっと協力したけど、殆ほとんど逃げ回ってたしね」

　そういやこいつは神々にリンチされてた時に襲い掛かってこなかった気がするな。

「そういうわけで僕の祝福は遠慮なく受け取って欲しい。今後も思うままに善行を積んでいってね」

「お、おう」

「うんうん、情けは人のためならずってやつだね。君の今までの行動がこうして評価されて良かったじゃない」

「まぁ、うん、そうだな」

　こんなに全面的に肯定されるとなんというか、困る。

　俺の内心を知ってか知らずか、リアルが無邪気に背中をてしてしと叩たたいてくるのがなんともむず痒がゆい。身み悶もだえしそうだ。

「ところでこの祝福ってのは何か意味があるのか？　受けても特に体調に変化はないんだが」

　このままだと褒め殺しにされそうなので、話題を変えることにした。

「んー、まぁタイシにはあまり意味が無いだろうね。ボクの超強力な加護がついているわけだから」

「そうなのか？　じゃあなんでまたこんな七面倒臭いことを？」

「君があるべき場所に帰った時に役立つんだよ。他の神の祝福を、それも複数受けてるとなればヴォールト達もそう簡単に手を出せなくなるからね。まぁ、ボク達が味方についてますよーって証明書みたいなものさ」

「なるほど？」

　リアルとゼフィールの説明でなんとなくわかったような気分になる。とりあえず、祝福が多ければ多いほどあのクソ忌々しいヴォールト達が俺に手出しができなくなるということで納得しておこう。

　そんな話をしているとリファナとエルミナさんが俺達の話し合っている東屋へと戻ってきた。

「おかえり、なにか面白いものはあったか？」

「途絶えたと思っていたエルフの氏族のうちの一つがここに落ち延びていたみたい」

「ここから出ていくつもりはないみたいだけどね。互いの氏族の無事を喜び合うことだけにして、そっとしておくことにしたわ」

「そうしてくれると助かるよ。一応ここは隠れ里だから」

「はい、ゼフィール様」

　見た目が子供でもリファナとエルミナさんの神を敬う態度は変わらないな。俺の目にはちょっと大人びた雰囲気の子供にしか映らないんだが、現地人には神のオーラ的なものが感じられるんだろうか。

「えーと、これで終わりだっけ？」

　祝福も受けてここに用は無くなったし、さっさと御おい暇とまするとしよう。このままここにいるとむず痒さで悶もだえ続ける羽目になりそうだ。

「いや、もう一柱行く予定だよ」

「戦神ディオールだっけ？　そいつあれだよな、鎧よろい兜かぶとと剣と盾装備してた騎士っぽい格好のやつだよな？」

「そうだね」

「絶対ガチバトルになるやつだろそれ。すっげぇ行きたくないんだけど」

　バトルジャンキー感漂いまくってたからなぁ。喜々として『ならば力を示せ！』とか言ってきそう。いや、言うね。間違いない。

「でも、あの子を味方に引き入れれば楽になるよ？　態勢が盤石になって後の面倒事が減るね」

「あー……仕方ねぇか」




　嫌な予感を抱きつつも風幸神ゼフィールの隠れ里を後にした俺達は戦神ディオールの御座へと移動した。マップを見る限り、戦神ディオールの御座はメロネルの御座があったのと同じ第二大陸にあるようだ。メロネルの御座から更に北東、ビルのような高さの奇岩が立ち並ぶ荒野である。

「よかろう。ならば力を示せ！」

　無骨な石舞台の上に仁王立ちしたディオールがそう雄叫びを上げる。うん、そうなると思ったよ。助けを求めてリアルへと視線を向ける。

「まぁ、そういうことらしいから頑張って？　ボク達は観戦してるから」

「どこまで殺やっていいんだ？」

「全力でいいよ」

　リアルがヒラヒラと手を振って石舞台に腰掛けて足をぶらぶらとさせる。

「二人ともこっちにおいでよ。余波に巻き込まれないように守るからさ」

「えぇ……」

「恐れ多いのだけれど」

　二人とも戦神の御座である石舞台に腰掛けるのは抵抗があるようだ。

「いや、そういうのいいから言う通りにしとけ。余波で二人が傷ついたらと思うと本気でやれないから」

「うぅ……わかったわよ」

「バチとか当たらなければいいけど」

　俺の言葉でやっと二人もリアルの隣に腰掛けた。それと同時に石舞台の上から戦神ディオールが俺のいる地面へと跳躍してくる。奴との距離は二十メートルくらいか。

「前回の戦ではなかなかに楽しませてもらった。そして、一度力を失ってもなお諦あきらめずに這はい上がってくるその根性は賞賛に値する」

「そりゃどーも」

　ストレージから極光剣を取り出し、何度か素振りをする。変形機構を有する分ゴツくなっている剣だが、俺の膂りよ力りよくなら十分に片手で扱える。

「珍しい武器だな」

「だろう？」

　と言いながら俺は腰のホルダーから黒鋼製の投とう擲てき杭くいを投げ放った。

　超音速で投擲した杭が空気を割る轟ごう音おんを立ててディオールへと迫るが、ディオールはそれを軽々と避よける。

「そうだ、いいぞ」

「シッ！」

　魔力を練り上げながら地を蹴けり、地面を爆砕させながら間合いを詰め、更にもう一度杭を投擲する。今度は加速の魔法文字を仕込んだ神銀製の投擲杭だ。

　先程投げた黒鋼製の投擲杭よりも遥はるかに速いスピードで迫る投擲杭には流石さすがにディオールも虚を突かれたらしい。今度は避けるのではなく盾を構えて投擲杭を弾いた。出し惜しみをするつもりはない。俺は剣を小さく振りながら魔力を通し、極光剣に激しい光を纏まとわせる。

「チェアアァァァァッ！」

　盾ごと叩き斬るつもりで全力で袈け裟さ懸けに斬りつけた。この剣は古代人のおっさんが対神規格装備と言っていた逸品だ。この前叩き折られた晶芯しん刃銀剣のように盾で受けることができるかな？

「ヌゥッ!?」

　ディオールは盾で受けることを選んだが、極光剣はその盾を溶かし、切り裂いてディオールへと迫る。

「なんとぉ!?」

　ディオールも盾を切り裂かれるとは思っていなかったらしく、盾で受けることを諦めて後ろへと間合いを取った。腕を落とすことはできなかったが、間合いと時間を稼げた。ここで決める。

「斬る……！」

　剣を引き、切っ先をディオールへと向けて構える。

　斬れる、斬れる！　俺は斬れる！　空間も、時間も、神でさえも俺は斬れる！　この一瞬でバラバラに引き裂いてやろう！

「だっしゃあぁぁぁ！」

　神さえ切り裂く百びゃく閃せんの一撃が無数の目に見えぬ斬撃としてディオールに襲いかかった。

「うおおぉぉぉぉっ!?」

　だが、ディオールもさすがは戦神。見える筈はずもなく、また同時に襲いかかるが故に防御もできない筈の百閃を何らかの方法で防いだらしい。

　なるほど、やるな。だが俺のターンはまだ終わってないぜ！

「イィヤアァーッ！」

　クスハの贈ってくれたシャツごと俺を切り裂いてくれた怨うらみを乗せて渾こん身しんの突きを放つ。

　ディオールと俺との彼我距離は奴が吹き飛んだことによって再び二十メートル以上になっていたが、構わない。

　一瞬視界がぶれて暗転し、目の前にディオールの背中が見えた。

「甘いわぁ！」

　短距離転移を併用した間合い無視のバックスタブが背中に回したディオールの剣によって防がれた。まさかこれを防ぐとは。

「シャァ！」

「フンヌ！」

　剣に極光を纏わせながら斬りつけるが、これは振り向きざまに放たれたディオールの斬撃で撃ち落とされる。

「うおらあぁぁぁぁっ！」

「はああぁぁぁぁぁっ！」

　至近距離で切り結ぶ。剣だけでなく拳こぶしも蹴りも頭突きも交えて殴り合う。もはや野獣同士の取っ組み合いのような様相になってきた。

「死にさらせえぇぇぇ！」

「なんのおぉぉぉ！」

「野蛮だねぇ」

「私は戦神様と殴り合って平気なタイシくんが信じられないわ」

「強いというか、そう言う次元じゃないですよね……？　あれ、戦神様ですよね……？」

　外野がなんか言いたい放題言っているが、俺は結構必死である。この野郎、全身に鎧よろいを着ているのを良いことに鎧の硬い部分でガチガチと殴ってきやがる。

　いい加減ムカついてきたので、鎧の隙間に手をかけて思い切り捻ひねってやった。いつの間にか俺の手にもディオールの手にも得物はなくなっていた。

「ぐぉぉ!?」

「ふはははは！　首を捩ねじ切ってオモチャにしてやるぜぇ！」

　兜かぶとの縁に手をかけ、ギリギリと力を篭こめてやる。しかしディオールも黙ってやられてはくれない。強烈な肘ひじ打ちが俺の鳩みぞ尾おちに突き刺さった。激痛と息苦しさに襲われるが、この手は放さんぞぉ！

「ぐふっ……光になれぇぇぇぇぇーーー！！！」

「があぁぁぁぁっ!?」

　兜の縁にかけている手から魔弾を連続発射して兜を何度も爆破してやる。俺の手もズタズタになるが、相手のダメージのほうがでかいはずだ。

　流石にたまらなくなったのか、ディオールが全身から衝撃波を発して俺を引き離した。魔力爆ばく轟ごうでも使われたか？

　ストレージから神銀棍こんを取り出し、ズタズタになった右手に回復魔法をかける。ディオールも体勢を立て直したようで、どこからか新しい剣と盾を取り出していた。

「おうこら、まだやんのかよ」

「無論だ、まだ決着はついていない！」

「何をもって決着とするんですかねぇ!?」

　神銀棍に魔力を注ぎ込みながら魔力を集中させる。神には普通の魔法はあまり効かなかった覚えがあるので、今回使うのはこれだ。

「空間切断デイメンジヨンカツター」

「ぬぅっ!?」

　空間ごと全てを断ち切る空間切断デイメンジヨンカツターの魔法は流石に脅威なのか、ディオールが回避に徹し始めた。ははは、いつまで避けられるかなぁ!?

「くっ、しつこい！」

「ヒャッハー！　挽ひき肉にくにしてやるぜぇ！」

　目標を外した空間切断デイメンジヨンカツターが荒野に立ち並ぶ奇岩を切断し、ディオールの逃げ場を塞ふさいでいく。俺だってただ闇雲に撃っているわけじゃないからな、それなりに考えて撃ってるぞ。

「極大爆破！」

　逃げ場を塞いだところで切断した奇岩ごとディオールを爆破する。普通の相手ならこれで決まりなんだが、実の所これはわざと見せた隙だ。

　極大爆破で発生する光と土煙で俺はディオールの姿を見失う。そして極大爆破のような『普通の破壊を引き起こす』魔法は神々には殆ほとんど効かない。この隙を突いてディオールは必ず俺に接近戦を仕掛けてくるはずだ。そこを仕留める。

「「もらった──！」」

　全く同時に、俺とディオールは同じセリフを口にした。ディオールが決め手に選んだのは俺の予想通り、極大爆破の爆風に紛れての接近戦攻撃。対して俺が決め手に選んだのは全方位に発射する空間切断デイメンジヨンカツターの嵐、完全にディオールの動きを読んだカウンターである。

　起死回生の一手を読んだ者と読まれた者の明暗ははっきりと分かれた。

「ぐぅっ……無念！」

　全身を空間ごとズタズタに引き裂かれたディオールが地面へと落下していく。

「クッソ痛ぇ……」

　対する俺も無傷ではなかった。ディオールの剣は『空間切断デイメンジヨンカツターを切断して』俺の肩口に食い込んでいた。だが、刃以外の部分やディオールの肉体そのものがバラバラに引き裂かれたことによって致命傷には至らなかった。大怪け我がで済んだ。これもＶＩＴ補正のおかげだろう。

　肩に食い込んだ刃を放り捨て、回復魔法で傷を癒やす。ここまでの大怪我は久しぶりだな。凄すごく痛い。泣きそうだ。

　治療を終えて石舞台へと降りると、そこには既に傷もなくピンピンしているディオールがいた。クソ、これだから神ってやつは。

「はい、回収しといたよ」

「おう、ありがとな」

　殴り合いの時にどこかに放り投げてしまっていた極光剣をリアルから受け取り、神銀棍と一緒にストレージに収納しておく。

「で、これで満足してもらえたってことでいいのか？」

「うむ、見事だった。お前は我の祝福に値する戦士だ」

　そう言ってディオールが剣を手にしたので思わず身構える。バルガンドのクソジジイは小こ槌づちで俺を殴ってきたし、メロネルは酒をぶっかけてきた。ゼフィールは風が俺を包んだだけだったが、こいつはどうだ？　剣で斬りつけてくるんじゃあるまいな？

「何な故ぜ身構える」

「急に段平振りかざす奴に対する正常な反応だろ、常識的に考えて」

「別に斬るわけではない、そう身構えるな」

「あっ」

　そう言ってディオールは自分の手の平を剣で傷つけ、その血を俺に振りかけてきた。おいなんだ、今の「あっ」ってのはなんですかリアルさんや!?

「おいィ!?」

「ははは、これが我の祝福の与え方なのだ。許せ」

　服に付いた血を浄化しようとしたのだが、その前に俺の全身の汚れごとディオールの血は綺き麗れいさっぱり消え去ってしまった。なんだかよくわからんが、綺麗になったなら良いや。

「ふむ、やはり母上の加護を上書きすることは叶かなわんか」

「そりゃそうでしょ。かけた愛情も時間も手間暇もボクのほうがずっと上なんだから。血肉を分け与えるくらいじゃ無理だねぇ」

「待て待て、俺の意思が介在しないところでなんか俺のやり取りみたいなことをするな、企むな。というか、祝福と加護ってなんだ？　どんな違いがあるんだ？」

　なんか知らんがいつの間にか祝福どころじゃなくもっと上っぽい加護というのをかけられるところだったらしい。しかも上書きとかなんとか言ってるけど、何なの俺もうリアルになんか予約されてんの？　俺何も聞いてないんですけど？

「いや、もう話したでしょ？　最終的にタイシが自分でやったことの始末をつけるって方向で交渉を進めるって」

「ああ……そういやそんなことも話してたな」

「で、それを誰が後押しするかって話だよ。祝福と加護の違いは直接的に力を貸すかどうか、現世利益があるか無いかくらいの違いで捉とらえていいよ」

　ふむ、なるほど？

「もう一回確認しとくけど、すぐ決めろって話じゃないんだよな？　寿命を全うした後の話ってことでいいんだよな？」

「うんうん、それはボクが保証するよ。お嫁さん達とゆっくり相談して決めてね」

　嫁さん達とゆっくり相談か……ああ、今から胃が痛くなりそうだ。この件もそうだし、何よりもエルミナさんとリファナがヤバい。今回は伝説の焼き土下座不可避かもしれん。

「さぁ、これで準備は全て──ではないけれど、大体終わった。少なくとも、もうキミが大手を振ってあるべき場所に帰ることができる程度にはね」

「そうなのか？」

「うん、十分だよ。バルガンド、メロネル、ゼフィールの祝福にディオールの加護、そしてボクの使徒でもあるキミはヴォールト達が直接害するにはあまりにリスキーな存在になった。今なら大手を振ってクローバーに帰っても大丈夫だよ」

　にっこりと笑うリアルの言葉に言葉では表現できないような感情が溢あふれ出しそうになる。そうか、帰れるのか。なんだか思ったよりもあっさりだな。擬神格を実際に手に入れ始めてからはトントン拍子だったと言っても良いんじゃないだろうか。

　それなりに苦労もしたが、ついに家族の元に帰れる。そう思うと思わず涙がこみ上げてきそうになった。いいや、まだ泣くな。泣くのは家族と再会してからだ。

「よし……じゃあ帰ろう」

　万感の思いを篭めて呟つぶやくと、石舞台から降りたエルミナさんとリファナが俺の傍そばまで歩いてきた。二人ともなんだか少し不安そうな顔をしている。

「大丈夫？」

「大丈夫って何が？」

「私達、迷惑じゃないかしら？」

　一歩距離を置き、そう言って不安がる二人を抱き寄せる。

「迷惑なもんか。二人がいなかったら俺はどこかでいじけてたか、心が折れていたか……」

　リアルに視線を向けると、あいつはこれ以上無いような妖よう艶えんな笑みをにんまりと浮かべた。色々な意味で背中がゾクゾクとする。

「とにかく。今、ここに俺が立っていられるのは二人のおかげなんだ。迷惑なはずがないじゃないか」

「そう言ってくれると救われるわ。頑張ってお嫁さん達に認めてもらいましょうね」

「新婚なのにフラッといなくなって、帰ってきたと思ったら女が増えてるとか最低のダメ亭主だよね」

「切腹ものだな」

「いい話だなー、で終わりそうになってんだからそこで茶々入れるのやめてくださいますか？」

　離れたところから現実を突きつけて俺の心を抉えぐってくる神どもに苦情を入れておく。

「お前はどうすんだ？」

「ボクは一いつ旦たんここでお別れだね。いつでもタイシとは心で繫つながってるけど☆」

　やだこわい。

『怖くないよ☆』

　くっ、こいつ頭の中に直接。

『──ファ○チキください──』

「それ以上いけない」

「あはは、まぁ近々ご挨あい拶さつには向かうよ。後のことはその時に考えようか。今は一刻も早く帰ってあげなよ」

「ああ、わかった……それじゃあ、行くぞ」

　魔力を集中し、転移する先をしっかりとイメージする。転移先は領都クローバー、俺の部屋だ。

『頑張ってね。まぁ放っておいても撃退できそうだけど』

　視界がぶれて暗転する瞬間、リアルのそんな呟きが脳裏に響いた。








第七話　～ついにここへと帰ってきました～









　ガァン！　と何かに弾かれるような感覚。

「きゃあ!?」

「ふあぁ!?」

「おぉっ!?」

　俺の部屋に転移するはずだった筈はずが、見知らぬ森の中に転移していた。いや、この雰囲気は知ってるぞ、この陰いん鬱うつとした感じは間違いない。

「大樹海には着いたみたいだが……？　なんで転移が失敗したんだ？」

「ここが……？」

「うわぁ、酷ひどい森ねぇ」

　昼間だというのにこの薄暗さ。それに歪いびつに捻じれ曲がった木々と、どこか陰鬱とした空気。紛れもなく大樹海であるはずだ。

　リファナとエルミナさんはあたりを見回して気味悪そうな顔をしている。エルフから見ると大樹海はかなりグロテスクに映るとメルキナが言っていたので、恐らくは二人ともそれで気味悪がっているのだろう。

「ちょっと飛んで現在地を確かめ──」

「待って、タイシくん。何か聞こえるわ」

「へ？」

「戦いの音……？　魔物の咆ほう哮こうだけじゃない、沢山の人間の雄叫びが聞こえる」

　二人が長い耳をピクピクと動かして深刻な表情をする。まさか、クローバーが魔物に襲われているのか？

「急ぐぞ、俺に摑つかまってくれ」

　無言で頷うなずいた二人を抱きかかえて飛行魔法を発動する。空に上がると、すぐに音の発生源は発見することができた。

「なんだありゃあ……」

「人間の軍隊……？　あの都市を攻めているように見えるけれど」

「魔物もいるわね」

　目の前に広がっていたのは、戦場だった。

　人間の兵がクローバーの城壁に向かって矢を、魔法を放ち、城壁の上から獣人やケンタウロス、アルケニアや鬼人族達が応戦している。それに加えて魔物達までもがクローバーの城壁に取り付いていた。いや、よく見ると人間の軍隊にも少しだけ襲いかかってるな。戦場は三みつ巴どもえになっているようだ。

「どうするの？」

「どうするもこうするもない。俺のモノに手を出したらどうなるか思い知らせてやるさ」

　二人を抱きかかえたまま一度高度を上げ、急降下して一気に速度を上げる。

「きゃああぁぁぁ!?　落ちるぅっ!?」

　耳元でリファナがうるさいが、ここは我慢してもらおう。まずは魔物に向かって爆裂光弾の雨を降らせる。魔物達は突然の空襲に混乱し、恐慌状態に陥って散り散りになり始めた。

　次は人間の軍隊なのだが、殺してしまって大丈夫だろうか？　事情がわからない以上は自重するべきか？　などと考えていたその時だった。

　クローバーに攻め入っていた人間の軍の中央部で凄すさまじい爆発が巻き起こった。俺の極大爆破よりも威力が高い爆発だ。

「ぐっ！」

「「きゃああ!?」」

　ステレオで聞こえる悲鳴が耳に痛いが、二人を抱えているので耳を塞ふさぐこともできない。爆風に少し遅れて土やら正視したくないモノやらが飛んでくる。いつの間にかリファナかエルミナさんのどちらかが張っていたらしきウィンドシールドに防がれてたけど。

「な、なになにっ!?　タイシがやったの!?」

「いや、俺は何もしてない。攻めてきてる奴らの素性がわからないからどうしようかと思ってたら急に爆発したんだよ」

「凄すごい爆発だったわね……」

　クローバーに攻め寄っていた人間の軍は大混乱である。今の爆発で指揮系統が吹き飛んだのか、壊走してクローバーの北側へと撤退していく。よく見れば、クローバーの北側の樹海がずーっと遥はるか彼方まで切り開かれているのが見えた。

　まさか、魔物の蔓延はびこる大樹海をたった数ヶ月で北側から打通してきたのだろうか？　大樹海の魔物は一般的な魔物よりもずっと強い。俺にしてみればどれも雑魚だが、クローバーで狩りに出る面々も未だに苦戦するような相手が多い筈だ。

　俺の私兵部隊であり、俺が開発した諸々の先進的装備の実験部隊でもあるソーン達の平均レベルが30近いのだが、それでも生傷が絶えない上に場合によっては敗走してくることもあるような魔境だぞ。

　攻め込んできたのがどこのどいつかは知らんが、大軍で大樹海を打通してくるなんてそんなの普通じゃ考えられない。

　概おおむね普通の兵士のレベルが10くらい、騎士で15前後、隊長クラスでも20前後とかの筈だ。切り拓いてる間に大樹海の魔物に壊滅させられてもおかしくないぞ。

「どうするの？」

「とりあえず、戦闘を一度止めるチャンスではあるな」

　二人を抱えたまま爆心地のクレーターへと降り立ち、魔力を集中させる。ディオール戦でかなり魔力を消耗したから結構きついが、なんとか足りそうだな。

　両手を地面につき、ぐんぐんと魔力を流す。ゴゴゴゴ、と地鳴りが響き始めた。

「アースウォール！」

　ミシミシミシッ、と少し気色悪い音を立てて広範囲に土が隆起し、壁となって固定された。土壁は戦場をまっすぐ二つに分断し、クローバーと戦場を隔てる壁となった。高さは三メートルほどで、厚さは一・五メートルほど。表面はツルッとしていて取っ掛かりがなく、強度もそれなりにあるのではしごでも使わないと突破は難しいはずだ。

　まぁ、左右の樹海を迂う回かいすれば良いんだけどな。十分時間稼ぎにはなるだろう。

「大丈夫？」

「ああ、少し魔力を使い過ぎたな。もう休みたいわ」

「城壁の方から歓声が聞こえるわよ」

　エルミナさんの声を聞いて振り返ると、城壁の上で守りに就いていたクローバーの住人達が歓声を上げていた。

「やっと帰ってきたのか！」「遅い！」「きっと帰ってくると信じてたぞぉ！」

「嫁さん放って何ど処こかに行ったと思ったら新しい女を連れてるぞ！」「ろくでなし！」

　と大歓迎……大歓迎？　だった。半分くらい罵ば倒とうが交じっている気がするが、敢あえて聞き流す。嫁さん放置して出ていったことに言及するのはやめてくれ、それは俺に効く。

　さぁ、帰ろう。と、足を踏み出したところで城壁を垂直に駆け下りてくる人影が見えた。いや、あのシルエットは完全な人型ではない。女性の上半身と蜘く蛛もの下半身を持つあのシルエットは間違いなくアルケニアだ。

　物もの凄すごいスピードで走ってくるアルケニアの上半身は和服のような美しい着物を着ている美女である。うん、というかクスハだ。走ってくるクスハの顔を見て言いようもない感情が込み上げてくる。

「帰ってきたぞ、クス──」

「こんの宿六がぁっ！」

「ウボァーッ！」

　走ってきた勢いそのままで腹パンされた。しかも上半身の人間の腕ではなく、下半身の蜘蛛の前肢、ごっつい攻撃腕と呼ばれるやつで。

「ぐ、ご、ご……な、なに、を……」

「妾わらわ達にロクに事情も説明せずフラリと消えおって！　しかもなんじゃ!?　このエルフどもは!?　随分仲なか睦むつまじい様子ではないか!?　あぁん!?」

「す、すみませ」

「これは妾の分ッ！　これはマールお嬢の分！　これはティナお嬢の分ッ！　ああもうめんどくさいとにかく全員分じゃっ！」

「あばばばばばばばばばっ！」

　渾こん身しんの腹パンで地面に倒れた俺の後頭部や背中をクスハの容赦ない暴力が襲う！　常人なら挽ひき肉にくになりそうな威力だよ！

「はぁ、はぁ、まったく！　主あるじ殿、覚悟しておれよ!?　妾達の怒りはこんなものではないぞ!?」

「ふぁい、しゅみましぇ──」

　謝罪の言葉を言い切る前に今度はがしりと摑まれ、抱き上げられた。ふかふかの柔らかい感触が顔面を覆う。蠱こ惑わく的な香りで鼻腔が満たされる。おお、地獄からの天国だ。

「本当に心配したんじゃぞ……もうどこにも行かないでおくれ、主殿」

「うん、すまんかった」

　クスハは着物が土で汚れることも厭いとわずに俺をしっかりと胸に抱き締めてくれた。城壁から口笛が聞こえてくる。あんにゃろうどもめ。

「うむ、後ろの二人のことも聞きたいが……こんな場所で立ち話もなんじゃな。はよう館へと戻りたいが、その前に都の民に主殿の帰還を伝えよう」

「おう、そうだな」

　一刻も早く戻りたいが、確かにこのまま館に帰るというのは流石さすがにないだろう。領主である俺が殆ほとんど何も言わずにフラリと何ヶ月も姿を消していたのだ。クローバーの住人達もこのままでは納得すまい。しかしカバーストーリーとか何も考えてなかったぞ。

　頭の中でどうしたものかと考えながら門を潜くぐる。

「皆の者！　我らの主殿が戻ったぞ！」

　うおおおおお、とまるで怒号のような歓声が空気を震わせる。ほんの数ヶ月の間だったが、少し見ない間に町並みも随分と変わったようだ。木製の掘っ立て小屋が多かった筈の街区には煉れん瓦がで作られた家屋のほうが圧倒的に多くなっており、踏み固められた土の街路は綺き麗れいな石畳に変わっている。

　人々の服装も心なしか上等なものになっているように思える。

「ほら、主殿。何か言葉をかけてやれ」

「ん、おう。そうだなぁ」

　俺の言葉を待っているのか、住民達が静まり返る。やめろよ、こういう雰囲気は苦手なんだ。

「あー、長いこと空けて悪かったな。事情についてはまだ詳しく話せないが、とにかく俺は勇者として神に与えられた試練を乗り越えてきた。これからはのんびりとこの街のために尽力していくつもりだ」

　住民達の間にどよめきが起こる。

「それはともかくとして、俺は帰ってきたばかりでまだ状況を把握できていない。とりあえず魔物は容赦なくぶっ飛ばしたが、攻めてきてた軍がどこのどいつかもわかってない状態だ。俺が戻るまでよくクローバーを守ってくれた。だが、俺が戻ってきた以上はもう大丈夫だ。相手が何者であろうと絶対に好きにはさせない。安心してくれ」

　住民達から歓声が巻き起こる。うん、なんとかなったか。いきなり演説しろとか言われても困るってホント。

「うむ、まぁ良いじゃろ。早く嫁さんに顔を見せてやれという声も多いようじゃし、その言葉に甘えようかの」

「おう……っていてぇいてぇ！　こら、てめぇら！　頭やら背中やらバシバシ叩たたくんじゃねぇ！」

　道すがら住民達に「よく帰ってきたな！」とか「心配させやがって！」とかそんな感じでバシバシと背中やら足やら尻しりやら叩かれる。がきんちょミサイルも飛んでくるし油断ならねぇなこいつら！

「慕われてるのねぇ」

「というか、本当に領主だったのね」

「なんじゃ、おぬしらは主殿と一緒に行動をしていたのに信じられんかったのか？」

　エルミナさんとリファナの反応にクスハが訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「実物を見ないとなかなか信じられない話だと思うわよ？　私と会ったばかりの頃のタイシくんは私よりも多分弱っちかったしね」

「あー、そうですね。多分出会った当初だと勝てなかったんじゃないかな？」

　得物がひのきのぼうのようなものしか無かったというのも大きいが、まともな剣を持っていたとしても力を失った直後だと勝てたかどうか怪しい。完全に殺す気でかかっていればどうかわからないが、そこまでするような状況にはならなかったしな。

「ふむ、何やら面倒なことになっておったようじゃな。ところで、そちらの娘は……なんだかメルキナに似ておるの？」

　横を歩いていたクスハがエルミナさんへと視線を向ける。

「エルミナよ。メルキナは私の娘ね」

「主殿、お主まさか……？」

「ふふっ♪」

　頰をひくつかせるクスハに対し、エルミナさんは俺の腕に抱きついて見せた。ついでに頰に一つキスをしてくる。

「私はリファナ。ちなみにメルキナの幼おさな馴な染じみよ」

　そう言ってリファナも俺の腕に自分の腕を絡めてくる。

「主殿……それは、マズいじゃろ……？」

「色々と覚悟の上だ」

「向こう三週間は覚悟したほうが良いぞ」

「ゆるして」

　とりあえず助けを乞こいましたけど、向こう三週間一体何をされるんです？　怖くてチビりそうなんですけど。

「そういえば、ソーン達は一緒ではないのか？　大森林に向かわせていたんじゃが」

「いや、会ってないな。すれ違ったのかね」

　時間を見て捜しに行かないとならんな。
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「ああ、帰ってきたな」

　クローバーの住民達にもみくちゃにされながらもなんとか領主館へと辿たどり着いた。あの扉の向こうにみんなが待っていると思うと、胸の奥が熱くなってくる。

「私達はしばらく街の中を見て回ってくるわ」

　エルミナさんが扉の前で立ち止まり、そう言って送り出してくれる。俺は頷うなずき、領主館の扉を開いた。

「おかえりなさい！　タイシさん！」

　そこには横にいるクスハ以外の嫁達が勢せい揃ぞろいしていた。皆涙を流しているが、笑顔だ。

「ただいま、みんな」

　一番に駆け寄り、抱きついてきたマールを抱き締め返して胸の中の鳶とび色いろの髪の毛に顔を埋うずめる。ああ、マールの匂いだ。安心できる甘い匂いと、腕の中から伝わってくる温もりに涙が出てくる。

　やっとだ、やっと帰ってこられた。

「だ[image: ]じざ[image: ]ぁぁぁ[image: ]！　会いだがっだでずぅぅぅ！」

　顔を上げたマールの顔は酷ひどい有様だった。涙だけでなく、鼻水もなにもかもだだ漏れだ。でも、そんなマールがたまらなく愛いとしい。ストレージから取り出した綺麗な布で顔を拭ぬぐってやる。

「俺も、会いたかった」

　我慢しようとしていた涙と一緒に感情が溢あふれる。気がつけば、マールだけでなく他の皆も俺に抱きついて大泣きしていた。俺も泣きながら一人一人を抱き締め返し、キスをしていく。デボラとクスハは身体が大きいのを気にしてか、輪から少し離れたところで静かにポロポロと涙を零こぼしていた。後であの二人も抱き締めてやろう。

　全員が落ち着くのにはやや暫しばらく時間がかかった。
















「えへへ、えへへへへ」

　マールはあれからずっと俺に抱きついたまま離れず、カレンとシェリーとシータンの獣人三人娘も同様に俺にくっついたままだった。

　ティナとフラムとネーラは泣いた後の顔を見られるのが恥ずかしかったのか、そそくさと部屋に戻っていった。恐らく化粧を直しているんだろう。

　メルキナはすぐ近くの椅子に座って自分のお腹を撫なでながらニコニコしていて、デボラとクスハもそのすぐ近くに座ってこちらを見ている。

「タイシさん、見てください」

　抱きついていたマールはやっと満足したのか、そう言って俺から少し離れた。そしてぺろんと服を捲まくってお腹なかを見せてくる。

「んん……？」

　心なしか、マールのお腹がほんの少しだけぽっこりしている気がする。

「もしかして……？」

「はい、タイシさんと私の子供ですよ」

　お、おおぉ……マジか。マールのお腹をそっと触る。この中に、俺とマールの子供が……うわぁ、マジか。すげぇ。語ご彙いが急激に低下するレベルで感動的だ。マールのお腹に耳をつけてそっと音を聴く。うん、まだ何も聞こえないかな？　微かすかに何か聞こえるような気もするけど。

「凄すごいぞ、マール。よくやった、凄く嬉うれしい」

「あんっ、ちょ、タイシさんくすぐったいですよう」

　膨らみかけのマールのお腹に何度もキスをする。帰ってくるなりなんて嬉しいニュースなんだ。

「タイシ、私もよ」

　今まで椅子に座ってにこにこしていたメルキナも俺の直すぐそばまで来て服を捲って見せてくる。マールよりも目立たないが、やはりメルキナのお腹も僅わずかに膨れているようだった。

「お、おぉぉ……」

　メルキナのお腹もさわさわスリスリする。凄い、なんて神秘的なんだ。この中に新しい命が宿ってるのか。女の子すげぇ。

「メルキナもありがとう。凄く嬉しい。二人とも、いや、皆大事にするよ。誓う」

「えへへ」

　マールとメルキナが二人で俺の頭をなでなでしてくれる。凄い。尊い。これが幸せの絶頂というやつか。

　しかし、絶頂に行き着けばあとは落ちるだけである。

「あら、メルキナに先を越されてるわ」

「メルキナ……」

　ガチャリ、とドアを開けて入ってきた人物が声を上げる。その声にメルキナの笑顔がビシリと凍りついた。ギギギギ、と音がしそうなほどゆっくりとした動きでその視線が領主館の扉へと向かう。

「母、さん？　リファ、ナ？」

「やっ、久しぶりね。やっぱり出会いの早さの差だけは如何いかんともし難いわねぇ」

　ニコニコと笑みを浮かべたままエルミナさんがこちらへと歩いてくる。エルミナさんは突き刺さる嫁達の視線をものともせずに俺達へと近づき、ぺろりと捲まくれていたメルキナの服をそっと戻した。

「お腹を冷やしちゃだめよ。もうあなただけの身体じゃないんだから」

「な、なんで母さんが……？　タイシ……？」

「ふふっ♪」

　エルミナさんが楽しそうに笑い、俺の頭を自分の胸に抱き寄せる。ああ、おっぱい柔らかいなぁ。あはははは。

「私もタイシくんが好きになっちゃったの☆　リファナちゃんもよ？」

　リファナはエルミナさんほどには図太くなれないのか少し怯おびえ気味だったが、俺にそっと身を寄せて肩に手を置いてきた。嫁達の視線が俺に集まる。

「ええと……やさしくしてください」

「優しくしてくださいじゃないわよ!?　ナンデ!?　母さんナンデ!?」

　メルキナがエルミナさんを見て半ば恐慌状態に陥っている。ああ、そんなに慌てるな、お腹の子に障るから。

「ターイーシーサァーン？」

「Ｏｈ……」

　ズモモモモモ、と不穏なオーラを纏まとったマールが笑顔を向けてくる。

「神様だけじゃ飽き足らず、メルキナさんのお母さんにまで手を出したんですか！」

「Ｈａｉ！　ごめんなさい！」

「まぁまぁ、落ち着いて。ね？　お腹の子供にも障るわ」

「うぐっ……そ、そうですね」

　迫るマールをエルミナさんがやんわりと押し留める。おお、あのマールを上う手まく宥なだめるとは。さすがはエルミナさんだ。

「タイシくんが私達に手を出したんじゃなくて、私達がタイシくんを誘ったの。手を出せる場面はいくつもあったのに、タイシくんは決して自分からは手を出さなかったわ。だから、責めるならタイシくんではなくてタイシくんを誘惑した私達にしてちょうだい」

「では、お主は娘の男だと知った上で主あるじ殿を誘ったと？」

「そうよ。だって、タイシくんったら貴方達に逢あえない寂しさで今にも潰つぶれてしまいそうだったんだもの。そんな状態なのに自分を顧みず私達に気を遣って、寂しさを隠して健気に頑張ってたの。キュンときちゃうでしょ？」

「む……うーむ」

　自信満々なエルミナさんの語りにクスハが唸うなる。

「リファナちゃんはタイシくんのどんなところが好きになっちゃったのかなぁ？　ほら、みんなに教えてあげて？」

「うぇ!?　わ、私は、その……最初は人間だからと思って好きになれなかったんだけど……その、冷たく当たられているのに命懸けで他人を助けられるところとか、屈託なく笑うところとか、瞳ひとみが綺き麗れいなところとか、ちょっといじわるだけど優しいところとか……もぅ、ゆるして」

　リファナはそう言って耳まで真っ赤にして両手で顔を隠してしまった。なんだこの可愛かわいい生き物。

「……わかりました。お二人がタイシさんをちゃんと愛していることは信じます」

「マール……」

　流石さすがは理知的なマールだ。

「でもそれはそれ、これはこれです！　私達を心配させていたのにも拘かかわらず、お二人とよろしくしていたタイシさんには制裁が必要だと思います！」

「ワーオ！　感情的ィ！　救いは無いんですか!?」

「ありません！　かかれー！」

「グワーッ!?」

　マールの掛け声を合図に嫁達に群がられた。その中に嬉き々きとして交じるエルミナさんがいたが、皆あまり気にしなかった。もう仲間ということなんだろう。

　なお、当然ながら掛け声をかけた張本人であるマールとメルキナは制裁には不参加だった。本人達は不満たらたらだったけどな。
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　夜中に目が覚めた。

　帰るべき場所に帰ってきて安心してぐっすり眠れるかと思ったが、そうでもなかったようだ。俺の部屋のベッドは大きいが、流石に十二人も一緒に寝られるほどの広さはない。というわけで、今日は他の部屋からもベッドを運び込んで連結して皆で寝ていたのだが。

「……？」

　何人かの姿が見当たらないようだ。マールとメルキナとカレン、シェリー、シータンの獣人三人娘、ネーラもいるな。デボラも隣のベッドで寝てる。エルミナさんとリファナもいるな。

「フラムとティナとクスハがいないのか……？」

　どこに行ったんだろう？　そっと寝床を抜け出す。ベッタリとくっついているマールがむずがったが、俺の腹の上で寝ていたカレンを代わりに抱きまくらにしてやった。

　カレンはその時に少し起きたようだが、ハンドサインでマールを頼むと伝えると小さく頷いてそのまま寝てくれた。

　皆を起こさないようにそっと屋敷の中を歩いていると、執務室から明かりが漏れているようだった。中を覗のぞくと、フラムとティナとクスハが何か難しい顔をして話し合っているようだった。

「どうしたんだ、こんな時間に」

「む、主殿か。ゆっくり寝ていてくれて良かったのじゃが」

　寝床にいなかった三人が書類の散乱している机を囲んでいた。そう言えば三人ともセーブ気味だったな。なにをってナニをだよ。

　机の上に広がる書類を手に取って眺めてみる。どうやら何かの調査報告書のようだが。

「んん？　神敵宣言？」

　報告書によると、各地の神殿に『大樹海に神敵あり』という神託が下りているらしい。

　具体的に俺やクローバーを含む勇魔連邦が神敵であると名指しはしていないようなのだが、大樹海に在る『神敵』など勇魔連邦しか考えられないではないか！　とカレンディル王国やミスクロニア王国、ゲッペルス王国の一部貴族が声を上げているとある。

　報告書の日付は俺が神々と戦って大森林に落ち延びた数日後であったようだ。

「はい、その神託によって各国は上を下への大騒ぎです。今まで大氾はん濫らんや魔王出現についての神託は何度もありましたが、特定の勢力を『神敵』とする神託など下りたことがありません。神殿の神官達も解釈に首を捻ひねっている有様なのです」

「ゲッペルス王国はともかくとして、カレンディル王国やミスクロニア王国と勇魔連邦は大変良い関係を築いています。ご主人様の尽力で両国への街道も整備が終わり、まさに人の行き来が始まるというところでこの神託でしたから」

　ティナとフラムがそう言って溜ため息いきを吐つく。

「で、その神託を大義名分に人間どもが大挙して攻め寄せてきておるわけじゃ」

「そういうわけです。攻めてきているのはカレンディル王国とミスクロニア王国を繫つなぐ大樹海交易路によって割りを食った従来のゲッペルス王国経由の交易路を領地に持つ貴族達ですね。つまり、両王国内でも親ゲッペルス王国派の貴族達です。神敵宣言自体は実際に下りた神託ですから、王国としてもなかなか完全に押さえ込みきれないようです」

「んん？　押さえられないのか？」

「残念ながら無理でしょうね。ご主人様が思うほど国王というのは絶対的な権力を持っているわけではありません。国王の直轄領や直臣が治める領地であれば王の権力は絶大ですが、地方貴族の治める領地はまた別の話です。勇魔連邦でもクローバーはともかくとして、鬼人族の里や川の民の居住地に対して直接的に命令をするようなことはできないでしょう？」

「ふむ、なるほど」

　フラムの言葉に俺は納得する。

　できるかできないかで言えば、まぁできないことはない。ただ、その場合は面倒事が色々多くなるだろう。場合によっては地方の領主が離反することなども考えられるわけだ。無理押しするのは難しいだろう。

「事情はわかった。攻めてきている奴らの要求はなんだったんだ？」

「神託がどうのこうのと言っておったが、要約すると我らアルケニアや鬼人族、アンティール族などの、攻めてきている奴ら曰いわく『人間とは認められない種族』の引き渡しと、奴らの軍勢によるクローバーの占拠を認めろという内容じゃな」

　クスハの言った信じられない要求内容に腸はらわたが煮えくり返るような思いがする。

「何言ってんだ？　アホか？　そんな要求飲めるわけねぇだろ。つか、大樹海はカレンディル王国とミスクロニア王国の両国から正式に所有を認められた俺の領土だ。領土侵犯してるてめぇらは即刻出てけって話だよな。警告に従わないなら実力行使もやむなしだ」

「うむ、主殿なら当然そう言うじゃろうと思った。妾わらわ達も大樹海を切り拓いて進軍してくるあやつらに再三そう通告しておったんじゃがな。結局奴らは止まらなんだ。それでついに一週間ほど前にクローバーの近くまでたどり着きよってな。ここ数日ああやって城壁に攻め寄せてきておったのよ」

　まぁ、強固な城壁を前に何もできずに撤退を繰り返しておるがな、と言ってクスハが肩を竦すくめて笑う。

「ご主人様の作った城壁と新兵器の数々は圧倒的ですね。ちょっとやそっとの魔法ではビクともしませんし、こちらは全ての兵が魔法使いみたいなものですから」

「俺は材料を魔法で作っただけで、作ったのはクローバーの皆だけどな。それに武器の方も本当は対人用じゃなく対魔物用だったんだけどなぁ」

「結果的に大いに役に立っておるのだから良いじゃろう」

「そういやあの馬鹿でかい爆発はなんだったんだ？　あんな威力の武器は作ってなかったと思うんだが」

「ああ、あれはお姉様の作った魔核地雷ですね。あなたの作った飛ひ翔しよう魔弾の爆発回路を弄いじって作ったそうです」

「これくらいの大きさの魔核に何か刻んでおったな」

　クスハが手で示した大きさは赤ん坊の頭くらいのものだった。物によるが、それくらいの大きさの魔核に篭こめられた魔力を炸さく裂れつさせたなら、あれくらいの爆発になるのも頷うなずける。

「エゲツねぇなぁ……そういやよくあいつら無事だな？」

「ん？　無事ではないじゃろ？　相当数の戦力を失って潰かい走そうしておったし」

「ああいや、そうじゃなくて。ゲッペルス王国側から大樹海を突っ切って進軍してきたんだろ？　よく魔物に全滅させられなかったと思ってな」

「ああ、そういうことか。それが妙な話なんじゃがの、あやつらはどういうわけかあまり魔物に襲われんのじゃ」

「なんだって？」

「侵攻軍の中では神のご加護があるからだとまことしやかに囁ささやかれているようです」

「それも今日の大敗で揺らいだでしょうけどね」

　神のご加護、ねぇ。あながち間違いじゃないかもしれないから困るんだよなぁ。

「どうした？　急に黙り込んで」

「いやぁ、あながちその加護ってのも間違いじゃないかもしれなくてなぁ」

　そう前置きして俺は神々の戦いからクローバーに帰ってくるまでの経緯をかいつまんで話した。特に神の思惑や、リアルから聞かされた神関連の話、そして祝福を得るために出会った神達の話を中心に。流石に寿命を終えた後に神として過ごす話は避けたけど。

「ふぅむ、マールのお嬢が言っていた夢の話の裏付けが取れたのぅ」

　クスハはそんな調子で興味深げな様子だったが、フラムとティナは少し顔を青くしていた。

「主神ヴォールトと敵対……」

「戦神ディオールと殴り合い……」

　この世界の神々に対して一般的な信仰心を持っている彼女達にとっては非常にショッキングな内容だったみたいだ。うん、これは確実にＳＡＮチェック入ってますわ。大丈夫かな？

「なんじゃ二人とも。これくらい主殿ならおかしくないじゃろ？」

「それはそうかもしれませんけど……今はちょっと待って下さい。私達は今、恐らくいまだかつて無いショックに見舞われているというか、信仰の危機に瀕ひんしているので」

　顔を青くしたティナが俯うつむき、右手を突き出して左手でこめかみを揉もむ。うん、人々を脅かす大氾濫が事前通知の神託も含めて信じていた神の自作自演だったとか、そりゃもう信仰の危機だよな。

「まぁ、神々の主張も間違いではないじゃろ。現に、こうやってこの都に攻めてくる人間どもがおるわけじゃしな。大氾濫で主殿が活躍しておらねば、兵を出す余裕など無かったのではないか？」

「その場合はクローバーも無かっただろうからなんとも言えないけどな。ただまぁ、魔物という脅威が無くなれば人間同士の争いが起きる、っていう神の考えには俺も同意せざるを得ない。俺のいた世界は正にそんな世界だったしな」

「そ、そうなのですか……？」

「うん、そうなのです。でも、だからってヴォールトのやり方はどうかと思うけどな。さっきも話したように、実際の所神々の間でも意見が分かれてるんだ。そんなに心配するな、ちゃんと手は打ってきた」

　不安な表情を隠せないティナにそう言って笑いかける。ヴォールトはかなり力を失っている筈はずだし、今回は神々のアバターを破壊できる極光剣もある。力を取り戻したリアル以外の神とも協力的な関係を築けたようだし、そう滅多なことにはならないだろう。

「そもそも、その神が煽あおって人間同士を争わせるようでは本末転倒な気もするがの」

「そりゃ言えてる。しかしあれだな、あいつらもよく攻めてくる気になったよな？　俺がいるのをわかってて大軍で攻め寄せてくるとか正気の沙さ汰たじゃないぞ」

「ご主人様がいない、ということが知れたから攻めてきたんです。ミスクロニア王国に先んじて始まったカレンディル王国との取引の際に情報が漏れたようで……」

「あー、まぁ急に姿を消した俺が悪いよなぁ。情報統制も難しいだろうし」

　毎日姿を見せていた俺がある日からパッタリと姿を見せなくなったんだから、俺がどこかに行ってしまったというのはクローバーの住人全ての知るところだっただろう。

　そうとなれば交易に訪れた商人達にその情報が漏れるのは防ぎようが無かっただろうし、その商人達によってカレンディル王国内に噂うわさが拡散するのも防げなかっただろうな。

「まぁ、俺が帰ってきたこともすぐに広まるさ」

　俺のクローバーに手を出してきたんだ。死ぬほど後悔させてやるぞ……ククク。

「ご主人様が邪悪な笑みを……」

「ほほほ、良い顔じゃのう」

「あの、あなた？　やり過ぎると後々面倒ですから、ね？」

「ハハハ、そうだなぁ。しかしやり過ぎといえば、マールのあの地雷はまずかったんじゃないか？」

　この話題を出した途端、フラムとティナの目が死んだ魚のようになってしまった。

「すごく、まずいです……」

「おねえさま、おこるとようしゃがないので……」

「元はと言えば、こんな時間に集まったのもその対応をどうしようかというものじゃからの」

　クスハも苦笑いを浮かべる。

「俺の飛んできたタイミングも悪かったよなぁ」

　爆裂光弾で魔物達を蹴け散ちらした後に起爆したからな、あの魔導地雷。多分攻めてきた貴族軍は俺の仕業だと思っているに違いない。

「何にせよ、明日かの……主あるじ殿はミスクロニア王国とカレンディル王国へ挨あい拶さつに行くつもりでおれよ？　帰還の報告は必要じゃろうしな」

「めんどくせぇなぁ……ところで、食料や物資の状況はどうなんだ？」

「肉はともかくとして、野菜と穀物が少し心こころ許もとないですね。まだ一ヶ月くらいは保もつと思いますが」

「んじゃ訪問のついでに買い集めてこよう」

　もしカレンディル王国とミスクロニア王国で十分な量が調達できなかった場合はゲッペルス王国とか第二大陸の方で買い集めてくるのもアリだよな。この状況じゃカレンディル王国からの隊商もクロスロードで足止めされてるかもしれんし、クロスロードに足を運ぶのもアリか。

「明日、交易に使うつもりだった商品をピックアップしてくれ。取引の担当は誰がやってたんだ？　ヤマトか？」

「はい、そうですね」

「んじゃヤマトと護衛を数人、商品と一緒にクロスロードに置きに行くよ」

「ああ、それは良いですね。取引に穴も空きませんし」

「それじゃそういう方向で。ほら、仕事はここまでだ。寝よう」

　まだ何か仕事をするつもりらしいフラムとティナを拉ら致ちして寝室へと戻る。異世界でまでブラック残業をする人なんて見たくないよね。





─☆★☆─






　翌日である。

「えへへ、タイシさん。えへへへへ」

「朝からガンギマリしてんなぁ」

　朝食の間もマールが俺から離れない。恐らく妊娠したことで少しばかり情緒不安定になっているんだと思うが、大丈夫かこれ。

「まぁ、一番頑張ってたからね。少し甘えさせてあげなさい」

　メルキナがそう言って慈母のような笑みを浮かべる。そういう君もちゃっかりマールの反対側に陣取ってるよね。

「始まりからして遅れを取っていたから仕方ないのですわ……うう」

「タイシは誰が先に孕はらんだからって上下をつけたりしないよ。こういうのは授かりものなんだから気にしすぎるんじゃないよ」

「むぅ、それでも悔しいものは悔しい」

「（コクコク）」

　俺の両隣に陣取るママ組をネーラが悔しそうに見つめ、それをデボラが窘たしなめる。カレンとシェリー、シータンはネーラと同じ気持ちであるようだ。

「悔しがらなくてもこのペースでやってればすぐに皆お腹なかが大きくなるわよ」

「もう少しこう、言い方をだな」

　エルミナさん、飯時に生々しい話をするのはやめよう。なんか皆の目が怖いし。

「今日はどうするんですか？」

「どこから手を付けたものか、ってとこだな。昨日の晩にティナとフラムとクスハと俺の四人で少し話したんだが、とりあえずミスクロニア王国とカレンディル王国に俺が帰還したことを伝えようかって話になったぞ」

「それも大事ですが、今すぐやることではないですね。まずはこのクローバーの住人達と勇魔連邦の全域にタイシさんが帰還したことを知らしめるのが先決だと思います」

「む、それもそうか？」

「ふむ、そうじゃの……考えてみれば確かに、それが先決かもしれん。両国の圧力が必要になるのは戦後処理に関してじゃろうし、物資の類たぐいも今すぐどうにかせねばならんほど逼ひつ迫ぱくしているわけではないしの」

　マールの意見にクスハも同意する。ティナとフラムも異存は無いようだ。

「それじゃあ俺の存在感をアピールするために、とりあえず手早く外の迷惑集団にはお引取り願うか。エルミナさんからは何か意見はありますか？」

「私？　私は新参者だし、国がどうこうって話はよくわからないから意見は差し控えるわ」

「そうですか……ん？　どうした？」

　何な故ぜかマールが拗すねたような表情で俺を見つめていた。メルキナもなんか微妙な表情をしている。

「タイシさん、随分とエルミナさんを頼りにしているんですね？」

「えっ？　いや、うん、そうだな？」

「それに、なんだか丁寧に接してます」

「いやぁ、そりゃお義か母あさんだし？　イルさんにもこんな態度だろ？」

「むー……今度はママに手を出したりしないですか？」

「しないしない。不倫は誰も幸せにならないだろ」

　何よりそんなことしたら悪堕ちして修羅と化したおっさんに斬り殺されるわ。

「この話はやめよう。ハイ！　やめやめ」

「……逃げたわね」

　リファナがボソリと呟つぶやく。あーあー聞こえなーい。

「むぅ、まぁ良いです。とりあえず、鬼人族の里と川の民の居住地ですね。エンキさんとブイティさんはそれぞれの里で守りに就いていますから、手土産を持って挨拶に行くのが良いでしょう。アルケニアの里はどうしますか？」

「長おさの妾わらわがここにいるし大丈夫じゃろ。ここから遠いしの。まぁ、時間が余ったら少し顔を出すくらいでいいじゃろうな」

「アンティール族はどうしてる？」

「彼女達はマイペースですね。今は地中を掘って煉れん瓦が作りに使える粘土を調達してもらってますよ」

「あー、なるほど。まぁあいつらは肉さえあれば良い感じだもんな」

　見た目完全にデカいだけのアリなのに、やたら可愛かわいいキンキン声を響かせてくるんだよね、あいつら。たまにはご機嫌取りにでも行くか。

「妖よう精せい族は……まぁいいや」

「適当ねぇ」

「構うだけ無駄というか、いつの間にかいる奴らだし……」

　あれで結構戦闘能力は高いらしいし、割と油断ならない奴らではあるんだけどな。

「獣人族とかケンタウロス達の様子はどうだ？」

「士気は高いですね。今度は自分達がご主人様の帰る場所を守る番だと奮戦しています」

「そっか」

　なんだかむず痒がゆくなる。こういうのには弱いんだよ、俺。

「じゃあ、まずはもう一度クローバーの中を巡って皆に俺の無事な姿を見せてから外の迷惑な奴らを撃退、それから鬼人族の里と川の民の居住地を訪問って流れで行こう」

「そうですね。本当は私も同行したいんですけど……」

「ダメだよ。万一があったら大変だからね。マールとメルキナは大人しくしておきな」

「ま、仕方ないわね。お腹の子に何かあってはいけないし」

　デボラに窘められ、マールとメルキナが肩を落とす。

「タイシさん、絶対に帰ってきてくださいね」

「勿もち論ろんだ。俺の邪魔をする奴がいたらぶっ飛ばして帰ってくるよ」








エピローグ　～都歩き～









　朝食を終え、エルミナさんとリファナ、それに獣人三人娘を従えてクローバーを散歩する。

『あっ！　発見したであります！』

　歩き始めてすぐに道端に立っていたアンティール族の一人と遭遇した。頭に響く声を上げながらカシャカシャと近づいてくる。

「よう、久しぶりだな。帰ってきたぞって皆に伝えとけ。これ、土産だ。大森林で獲ってきた珍しい肉だぞ。塩漬けだけど大丈夫か？」

『塩漬けは我々も大量に得物を得た時に保存に使うでありますから、大丈夫であります！』

「そうか。んじゃ俺は他の奴らにも挨拶してくるからまたな」

『了解であります！』

　最後の塩漬けベヘモス肉をアンティール族に押し付け、その場を歩き去る。

「あんな種族もいるのね」

「初めて見たわ」

「ずっと大樹海に住んでたアルケニアでさえ把握してなかったレア種族らしいぞ」

　そんな話をしながら城壁へと歩いていく。途中で防衛に就いている人々を対象とした炊き出しを見つけた。

「お、ちょっと覗のぞいていくか」

「ん、手伝う」

「手伝いましょう！」

　カレンを先頭にしてシータンとシェリーが炊き出しをしているところに駆けていく。配給を受けている住民達もそれで俺の存在に気づいたのか、集まってくる。

「本当に帰ってきたんだな。どこ行ってたんだ？」

「色々あってなぁ、北の大森林で彷徨さまよってたよ」

「なんだよ、そんなのあれだろ、魔法でひとっ飛びだったんじゃね？」

「それが魔法も殆ほとんど使えない状態になっててな。なんやかんやあって力を取り戻してやっとこさ戻ってきたんだ。いやぁ、大変だったぞ？　素手でこんなでっかい怪獣みたいなのと殴り合う羽目になったしな」

「普通に聞くとホラ話だとしか思えないんだが、大将だからなぁ……」

「いや、マジマジ。力を取り戻すために古代の遺跡を探検したりもして大冒険だった。あと、大森林の獣人の村にも行ったぞ」

「へぇ、古代の遺跡に大森林の同胞か。今度ゆっくり聞かせてくれよ」

「おう、とりあえず外の馬鹿野郎どもを追い返してからだな。俺が来たからには安心だぞ。奴らなんぞ指先一つで消し飛ばしてやるぜ」

　獣人達に背中や肩を叩たたかれたりしながら雑談をする。うん、やっぱこいつらはなんというか話してて気持ちいい奴らだよな。

「おお、我らが王よ。お帰りをお待ちしておりましたぞ」

「チィーッス、帰ってきたんだな」

「ペネロペとチャラタウロスか」

「ちょっと待って、チャラタウロスって何それ。俺、ゲルトね」

　今明かされるチャラタウロスの真名。しかし割とどうでもいいのですぐに忘却の彼方かなたに消し去る。お前はチャラタウロスでいい。

「うん、心配をかけたな。何か問題は起こってないか？」

「特にはありませんが、飛ひ翔しよう魔弾の在庫が少なくなってきたとヤマト殿がぼやいておりましたぞ」

「そうか、まぁ問題ないな。俺がいるし」

「そうですな」

　俺がいれば飛翔魔弾を使って敵を迎撃するようなことも少なくなるだろう。ただ、備蓄量は少し増やしたほうが良いかもしれんな。マールやティナと相談しておこう。

　集まった獣人やケンタウロス達と雑談を交わし、怪け我がにだけは気をつけて対処するように指示をしてから炊き出し場を去る。カレン達はそのまま炊き出しを手伝うそうなので、そのままにしていくことにした。

　次に向かうのは中央給水塔だ。クローバーの正に中央に聳そびえ立つ黒大理石製の石塔で、魂こん魄ぱく結晶という規格外に強力な魔力結晶を利用して都の全域に綺き麗れいな水を行き渡らせている。

　実は隠し機能として、都を覆う魔法障壁を張ることもできる。クローバーに転移しようとして弾かれたのもこの魔法障壁のせいだった。

「大きな建造物ねぇ」

「俺が土魔法で三日もかけて作ったんだ。滅茶苦茶頑丈だぞ」

「綺麗な水……暑い時には涼むのにも良さそうね」

　リファナが楽しそうに給水塔を見上げる。実際、領都に住んでいる川の民用にプール施設もある。

「ここらへんが商業区画なんだが……いやぁ、また随分と様変わりしたな」

　クローバー唯一の雑貨店であるパルミアーノ雑貨店を覗きに来たのだが、パルミアーノ雑貨店は質素でこぢんまりとした木造店舗から立派な石造りの大型店舗へとクラスチェンジしていた。いやぁ、ほんと少し見ないうちに大きくなったな。

「ここは？」

「この都最初の雑貨店なんだが、俺の知ってるのよりもだいぶ大きくなってるな」

　大きな倉庫がいくつも新しく建設されているし、これじゃどっちかというと店というよりは商館だな。そのうち商業ギルドの支部にでもランクアップするんじゃないか？

「寄っていくの？」

「別に今は欲しいものもないし、開店前みたいだからやめとこう。買い物がしたいならまた今度連れてくるし、なんならミスクロニア王国とかカレンディル王国の王都にでも連れて行ってやるよ」

「それは楽しみね」

「ええ。森での塩交換とはまた違った楽しみがありそうだわ」

　リファナとエルミナさんもショッピングには興味津々であるようだ。うん、情勢が落ち着いたら是非連れて行こう。ミスクロニア王国の王都クロンなんかは運河と水上盤での移動が珍しいだろうし、喜ぶんじゃないかな。

　そういうことを楽しむためにも、まずは不届き者どもを駆逐しないといかんな。それ以外にも問題は山積しているようだし、これからまた忙しくなりそうだ。

　だが、恐らく心配はいらないだろう。こうしてクローバーにも帰ってこられたし、神々に対する手も可能な限り打った。

　ここから先は、反撃の時間ペイバツクタイムだ。








閑話　～タイシ捜索隊～









　俺の名前はソーン。大樹海にある領都クローバーの私兵部隊長だ。色々な、本当に色々な経緯があって、今は大樹海から遠く離れた大森林の中心部近くにいるわけだが……一言、言わせてもらいたい。

「あのスケコマシ野郎はどこをほっつき歩いてやがるんだァッ!?」

「たいちょーが吠ほえた」

「大変ネ」

　タイシを捜してクローバーを出てからもう一ヶ月は経っているのだが、俺達私兵部隊──実験部隊とか言う奴らもいる──は未だにタイシを見つけられずにいた。

　この一ヶ月間は苦労の連続だった。

「どうせだから街道沿いの魔物を間引いていくんじゃぞ」

　というクスハ姐ねえさんの命令で大樹海横断街道を抜けるのに一週間近くかかり、カレンディル王国に入ってからは俺達を奴隷にしようと企む不良冒険者どもにつけ狙われ、大森林に入ってからは異常に広い森の中をあてもなく暫しばらく彷徨さまよう羽目になった。

　やっと見つけた狐獣人達の集落でエルフの集落の場所を聞くことに成功したものの、そのエルフの集落はメルキナの故郷とは別のエルフの集落だった。もっと中央大森林寄りの集落だということで再び森の中を歩くことになったのだが、大森林の中央部に近づくにつれて今度は魔物が強くなってきた。

　幸い、大樹海の魔物どもに比べればいくらか楽な相手だったからなんとかなったけどな。タイシに貰もらった手投げ爆弾や魔導砲のおかげで撃退するのも楽だったし。

　問題は、折角メルキナの故郷に辿たどり着いたってのに、あの野郎女連れで集落を旅立った後だったんだよ！　マールお嬢達がいるってのに新しい女を作ってやがった。最低じゃね？

「確かに前にそんな感じの人間が来たネ。でも、もう何週間も前ヨ？　ここ一週間くらいでは見てないネ」

「ぐぬぬ……どこに行ったんだあいつは」

　今から二週間ほど前にタイシと女エルフ二名がメルキナの故郷であるエルフの樹上集落を出たところまではわかっている。だが、その後の足取りが全くわからない。エルフの樹上集落に近い集落は片っ端から回ったんだが、どこにも寄った形跡がねぇんだこれが。

「補給のことを考えればどこかに寄ってるはずなんですがね……でも、大将ですからね」

　私兵部隊の副隊長である蜥蜴とかげ人のゲイリィが目をぱちぱちと瞬かせる。

「魔法でとんでもない量の荷物を持てるからな、あいつは。エルフの樹上集落からも結構な物資を持ち出していたって話だし……」

「たいちょー、もう帰ってもいいんじゃない？　生きてるのはわかったんだしさー」

　妖よう精せい族のクラピカが焼干しにした川魚をしゃぶりながらそう言う。確かに、生きているのさえ確認できればそれで構わないといえば構わない。

　俺達がアイツの心配をするのはあれだ、水の中の魚が溺おぼれないか心配するようなもんだ。要は心配するだけ無駄って話だ。生きてさえいるならあいつは必ずクローバーに戻ってくるだろう。

　案外俺達と入れ違いでもう戻ってるかもしれん。だったら俺達の苦労は一体何だったんだって話だが。いや、ピルルを家族の元に帰せただけでも十分といえば十分か。

「はぁ……これ以上の捜索は無駄だな。とりあえず確実に生きてるのがわかったってだけでも収穫だろう。とっとと帰って浮気の件をチクってやろう」

「さんせー」

　クラピカがヒラヒラと手を振り、ゲイリィを含めた他の面々も俺の言葉に同意して頷うなずく。嫁さん達を散々心配させた挙句こっちで女を作っているスケコマシ野郎に鉄てつ槌ついをくれてやろう。間接的に。そんな方向で俺達の意志は完全に一致した。

「ったく、どこでなにをやってやがるんだよ。本当に」

　早くその憎たらしい顔を見せやがれってんだよ。

　俺はもう一度天を仰ぎ、心の中でそう呟つぶやいた。








あとがき









　八巻をお手に取っていただきありがとうございます、リュートです。

　相も変わらずあとがきを書くことには慣れませんね！　なんせ私はケチなおっさんなもので、へっへっへっ……もう少し面白人間な要素があっても良いと思うんですがね。

　いつも通り作者の近況をご報告しましょう、そうしましょう。




　健康面も特に変化なく、順調に肥えていっています。

　わかってます！　わかってますよ！　肥えちゃダメだってのはよくわかってるんですよ！　でもごはんもお菓子も美味しいので……仕方ないね！

　こう、漫画とか小説とか読んで美味しそうなレシピを見るとついつい作りたくなりますよね。グルメ系とでも言うんでしょうか。最近そういう作品をよく目にする気がします。

　ほら、鮭のホイル焼きとか美味しいよね、簡単だし。

　以前から割と料理はする方ではあったんですけどね。所しよ詮せんは男の雑な料理ですけれども、自分が食う分にはそこそこ美味しいです。料理はするから誰か養ってくれないかな（真顔）。




　では毎回恒例の遊んだゲームの話をしましょう。

　有名どころだと、某国民的大作ＲＰＧをやりましたね。十一番目のやつです、ええ。

　原点回帰がキーワードということでしたが、色々な要素が詰め込まれていて、私は大いに楽しめましたね。ネタバレになるので多くは語ることができませんが、最終的には大満足でしたし、とあるシーンでは涙が溢あふれてしまいました。結構あれです、涙もろいんですよね。ゲームで遊んだり、小説を読んだりしていると、割とよく泣かされます。

　海外製のゲームですと……色々ありますが、有名どころだと百人で島に降下して最後の一人になるまで戦い続けるアレですね。よくできたゲームだと思います。

　やってることは非常に血なまぐさいんですが、非常によくできたゲームだと思いますね。クライマックスまで生き残った時のヒリつくような緊張感と、勝ち残った時の達成感は他ではなかなか味わえません。

　他には……やってるゲームが偏ってるなぁ！（自分のゲームライブラリを眺めながら）

　ポストアポカリプスな世界を電車の運転手として各駅で乗客を救出しながら安全な駅まで送り届けるゲームとか、ポストアポカリプスな世界で生き残りをかけて物資や武器を集めて二つの勢力に分かれて戦うゲームとか。

　他には広大な自然の中を一人のハンターとして歩き回ってシカやクマ、狐きつねやコヨーテなんかを狩猟するゲームとかもやりました。頚けい椎ついや脊せき椎つい、心臓を狙うのだ……頭を狙う場合はどこに脳があるのか考えて撃たないと一撃で仕留められなかったりもします。しかもトロフィーとなる頭骨や角が傷ついて評価が低くなる（白目）。

　獲物を追う時に風下から近づくようにするとか、体臭をスプレーでごまかすとか、ルアー（鳴き声などを真似る楽器のようなもの）で獲物をおびき寄せるとか……リアルなマタギの世界を少しだけ垣間見ることができる良いゲームでした。




　ゲームの話がちょっと長くなりましたね！　小説の話もしましょうそうしましょう。

　今巻は一言で言うとタイシの復活編です。失った力を取り戻しつつ、イチャイチャしたり世界の秘密に触れたりしていきます。

　へびさんと触れ合ったり、植物と触れ合ったり、おっさんと触れ合ったり、怪物と触れ合ったり、神様と触れ合ったりします。

　そしてやっぱりだいたい駄神が悪い。




　次巻は諸々の問題解決編、といったところでしょうか。

　暗躍したり、表立って色々と仕掛けてくるアレコレに対してタイシが豪腕を振るう！　むしろ振るわされる！　許してあげてください、彼も色々大変だったんです。あ、だめですかそうですか。

　いくらレベルアップしてステータスが向上していても辛いものは辛い。ブラック企業も真っ青の過重労働にタイシは耐えられるのか……!?

　次巻、タイシ死す！（死にません、多分、きっと、メイビー）




　では、今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　担当のＯ氏、イラストの桑くわ島しま黎れ音いんさん、本書の発刊に関わってくださった皆様、何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　また次巻でお会いしましょう！
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RYUTO

北海道在住のエゾヒグマ。

冬に向けて冬眠準備中。

イカは不漁であまり焼けませんでした（白目）。

その代わり今年は鮭で腹を満たそうと画策中。みんなも旬の物を食べよう！



















カバー・口絵・本文イラスト　桑島黎音

装丁　Afterglow












29歳さい独どく身しんは異い世せ界かいで自じ由ゆうに生いきた……かった。8
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